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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章「幼い夏の思い出」









『お見合い相手を用意したから、夏休みには帰ってきなさい』

　そんな手紙が、故郷の父親から届いた、その夜のことだった。

　これが夢だと、彼女──エミリア・オルトリンデ・フェリックスにはわかっていた。

　今から六年前、彼女が《天上に咲く金色の華えいゆう》でなく、聖ウェルギリウス学園の生徒でなく、世界で二番目の美少女ですらなかった頃ころのこと。

　エリュシオン大陸の西側、ヘカテの森の奥深くに位置し妖よう精せい王国が有する大陸最高最大の魔術研究教育機関──通称を『三日月館』に属する魔法使い。

　彼女はあまりに幼く、あまりに魔法の天才でありすぎたが故に鬼子と呼ばれていた。

　恐れと畏おそれ、敬意と隔意、自らの才能ゆえの孤独を当然と受け入れ、自ら孤独であることを良しとしていた一人の魔女が出会った、一人の男の思い出。

「説得に来たのなら無駄ですわ。わたしが三日月館に来たのは大賢人プルタークが残した魔法書を読むためだけ、無能な教師から学ぶことなど何一つありませんもの」

「ふぅん？　まあ、好きにすりゃ良いさ。おれは書庫に閉じこもってるお嬢ちゃんを引っ張り出してくれって頼まれただけだしな。何なら、一回、一緒に館長のところに行ってくれりゃあそれで良いよ」

　三日月館の地下書庫、ランプの灯あかりだけが薄ぼんやりと周囲を照らしている。

　現れた男は、実にどうでもよさそうにそう言って彼女に向けて手を差し出した。

　幼いエミリアは魔法書から視線を僅わずかに上げ、男の丸い耳を一いち瞥べつし、鼻を鳴らす。

「あなた人間族ですのね。道理で、さっきから、臭くさいと思いましたわ」

「そりゃ失礼。風ふ呂ろなら、二日ぐらい前に入ったんだがね」

　男はまたどうでもよさそうに、肩をすくめて答える。

「人間族なんて野蛮なものを神聖な三日月館に入れるなんて、あの館長はどこまで無能なのかしら。まったく、本当に、煩わずらわしい話ですわ」

　幼いエミリアは大きな瞳ひとみに僅かな苛いら立だちを浮かべて魔法書をぱたりと閉じ、腰に差していた短たん杖じようを握り、男に向けた。

「消し炭になりたくなければ、さっさと、消えなさいまし──」

　魔法使いが短杖を向けるということは、剣士が剣を突きつけるに等しい行いだ。

　無論、本気で男を消し炭にする気だったわけではない。余裕ぶったこの男が、恐れ慄おののいて無様に逃げ出すのを眺めて笑ってやろうと思っただけだ。

　おどしのつもりではあるが、彼女は迷いなく呪じゆ文もんの詠唱を──

「いいやもう面倒くせえ、勝手に連れて行くぞ」

「え？」

　呪文の詠唱を始めようとした瞬間、彼女の手から短杖が消えていた。

　しかも、男の小こ脇わきに、片手で、荷物のように抱えられていた。

　いつの間にそうなったのか、一体、何をされたのか、エミリアにはまったくわからず大きな瞳をぱちくりとさせる。

　僅かに遅れて、彼女の背筋にぞっとしたものが走った。

　その冷たさを振り払うように彼女は虚勢を張り、自らの値打ちを誇示する。

「ぶ、無礼な！　あなた、わたしを、一体誰だれだと、わたしは妖よう精せい王国の──もがっ！」

　今度はずぼっと、口の中に、何かが突っ込まれる。

　甘い、飴あめだ、棒ぼうつきの飴。

「お嬢ちゃんが何者かなんて知らないし、知りたいとも思わんよ。ちょっと魔法が得意だからって、こじらせたガキなんぞ珍しくも何ともない」

「ッッッッッ！」

　頭に血が昇り、沸騰する。

　それほどに、その言葉は、彼女の神経を逆さか撫なでした。

　棒つき飴を口から引っこ抜いて投げ捨て、エミリアは吼ほえた。

「わたしは！　史上最年少の三日月館入学者で！　魔法の天才と呼ばれて！　鬼子とすらも呼ばれ恐れられている、妖よう精せい王国のひ──めむぐうっ！」

「こらこら、食べ物を粗末にするもんじゃねーぞ」

　エミリアは、投げ捨てたはずの飴あめをあっさりと、もう一度、口の中に突っ込まれた。

　まるで相手にされていない、エミリアは嫌でも理解する。

　それはつまり、エミリアと男の間には、文字通り、子供と大人ほどの差が──あるいは、凡人と天才ほどの差があるということだ。

　男はエミリアを小こ脇わきに抱えたまま軽く肩をすくめて歩き出す。

　エミリアはじたばたと暴あばれるが、男の腕は彼女をがっちりと捕まえて逃れられず。

　館長室まで荷物のように運ばれる最中、自身より劣っている（と幼いエミリアが思っていた）多くの学生や教師に目撃されて、ひどい屈辱を味わった。

「最悪です、本当に最悪ですわ」

「ふぅん？」

「覚えておきなさい！　この屈辱。決して忘れませんわ！」

「はいはい、忘れない忘れない、ぽっぺぺぺーぴろーん」

「むぎいいいいいいいいいい！」

　幼いエミリアは雪辱を強く誓い、次の日から彼女は、その『野蛮な人間族』を探して三日月館を駆け回ることになる。

　出会いは最悪だった。




「丁度良いや、お嬢ちゃんさあ、ちょいとおれの調べ物を手伝ってくれないか？」

「はあ、どうして、わたしが、そんなことをしなくてはいけませんの」

「そう言うなよ。代わりに、おれも、お嬢ちゃんに色々教えるからさ」

「笑い話ですわね。あなたのような野蛮な人間族が、わたしに何を教えるのかしら」

「本には書いていない、この世界の本当の話さ」

「…………要するに、あなたの旅の思い出話ということですわよねそれ」

「ハッハッハッ、わかってきたじゃねえかお嬢ちゃん」

「まったくもう、それで、何を調べてますの？」

「ああ、お嬢ちゃんと同じさ。大賢人プルタークのことを、ちょいとね」




　出会いは最悪だった。

　しかし、後から思えば、彼こそエミリアの初めての友人だったのかもしれない。

　夏の終わりと共に去って行った、人間族の、旅人の思い出。

　心の奥底に沈んでいた、もう忘れかけていた、幼い夏の思い出。

　あれから六年が過ぎて、エミリアは三日月館を卒業し、《英雄》に選ばれ、聖ウェルギリウス学園に入学し、世界で二番目の美少女になった。

　顔すら、もう、まともには思い出せない。

　けれど一つだけ、覚えている。

　夏の始まりにやって来た、あのひとは、不吉とされる灰色の髪をしていた──




「うっわあああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　恐ろしい可能性に辿たどり着ついて、エミリアは凄すさまじい悲鳴を上げて飛び起きた。

　邪魔にならぬようにまとめた柔らかな金色の髪が、レースをあしらった絹の夜着が、天てん蓋がいつき寝台のシーツが、汗でぐっしょりと濡ぬれていた。

　見慣れた聖ウェルギリウス学園の寮、通称『塔の館やかた』。その最も古く最も高い純白の塔の最上階。四方八方にエミリアの悲鳴が響き渡り。

　次の瞬間、斬ざん──と、壁を叩たたき切って、一人の人間族の少女が現れた。

　長い黒髪を揺らして、薄絹の透けるほどに薄い夜着を纏まとい、驚くほどに豊かな胸を揺らして、壁を叩き切って隣室からやって来た彼女が言う。

「無事ですか、エミリア！」

　長剣を握り、構え、氷の瞳ひとみが油断なく、周囲に視線を走らせている。

　英雄称号《戦剣姫ドウルガリエ》、アリシエル・クーデライト──エミリアと同じ《英雄》であり、エミリアと同じ師を持ち、エミリアの友でもある少女だ。

　アリシエルに遅れて、エミリアの部へ屋やの扉を開けて、最上階専属の（普段は階下に待機している）女性警備兵が飛び込んできた。

「何事かありましたか、エミリアさま！」

　こちらは、頑丈な棒ぼうを持ち、手足と頭、胴体に革と金属を組み合わせた簡単な鎧よろいを着用している。

　彼女はまず、叩き切られた壁に、ぎょっとしていた。

「アハッ──アハハハ」

　エミリアが二人を眺めて乾いた声で笑う。

「その、ちょっと、ひどい、そう、ひどい悪夢を見てしまっただけなのですよ」

「……悪夢、ですか？」

「なのですなのです。お騒がせして申し訳ないのですよ。世界で二番目の美少女としたことが、まったくお恥ずかしい限りなのです」

「いえ、何事もなかったのであればそれが何よりです。そちらの壁に関しては早急に修復するよう手配しておきます。では、わたくしはこれで」

　女警備兵が一礼し、退室する。

　部へ屋やの中にはアリシエルとエミリアの二人だけが残される。

　アリシエルは構えていた剣を下ろし、しゃらりと長い黒髪をかき上げた。

「あまり、驚かせないでください」

「アハハハ、申し訳ないのです」

　妖よう精せい族の尖とがり耳をぴこりと上下させて、エミリアが愛らしい顔に苦笑を浮かべた。

　そして、アリシエルが氷のように冷めた瞳ひとみをエミリアに向けて小首を傾かしげる。

「一体、どんな夢だったんですか」

「うえっ…………アハッ！」

　誤ご魔ま化かすようにエミリアは愛らしく微笑ほほえみ、アリシエルが僅わずかに眉まゆ根ねを寄せる。

　冷えたアリシエルの瞳と、宝石のように大きなエミリアの瞳が、互いを見る。

　どうして、こんな夢を見てしまったのか、実は彼女には見当がついていた。ちらり、と、視線を、室内の机に向けた。その片隅には開封された手紙がある。

「実は、昨日きのう、お父さまから手紙が届いたのです」

「父親……大陸の西を統すべる妖精王」

「なのです。そのお父さまが、あー、わたしにお見合いをしろと」

「お見合い、ですか、なるほど。それで悪い夢を見てしまったと」

　お見合いなんて話が来たから、うっかり初恋の夢を見てしまった。

　エミリアが、柔らかな金色の髪を揺らすように嘆息した。その時だった。

「おいどうした。エミリアの悲鳴が裏庭まで聞こえてきたぞ、何があった」

　ひょっこりと、窓から、一人の男が顔を出した。

　アリシエルとエミリアが方向性こそ違えど目立つ存在であるのに比べると、男はいかにも特徴のない、どこにでもいそうな平凡な容姿をしている。

　だが見た目とは裏腹に、男は、七年前に世界を救ったかつての《英雄》だった。

　自らを死んだことにして、名前を捨て、大陸を放浪していた。

　今は『死者の眠る地グレイブヤード』を名乗り、聖ウェルギリウス学園で二人の《英雄》の教師をしている。

　強いて彼、グレイブの外見的な特徴をあげるなら、いつも身に纏まとっている灰色の古びた外がい套とうと、大陸では不吉とされる、灰色の髪、ぐらいであろうか。




　どきん、とエミリアの小さな胸が大きく鳴って、どうしてか、そのどうということのないグレイブの顔を見て嬉うれしくなってしまう──




「うっわあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「え、なに！」

　エミリアはまたもや悲鳴をあげると顔を真まっ赤かにして立ち上がった。

　何かを振り払うように、金色の柔らかな髪を揺らして、一気に踏み込む。

　高く足を上げて、

「淡いピンクのフリルつ──」

　窓枠に身を乗り出すように引っ付いているグレイブを何の遠慮もなく蹴けり飛ばした。

「──きぃいいいいいいいいああああああああ」

　淡いピンクのフリルつきに目を奪われていたグレイブは為なす術すべもなく、その蹴りに当たり、窓枠から突き飛ばされるようにして、長い悲鳴と共に落ちて行った。

　エミリアは窓枠に手をつき、鼓動を落ち着かせるように、深く息を吐いた。




　七十年に一度の霊魔大戦。

　一つの『聖なる霊せいれい』に選ばれた一人の《英雄》と復活した六の『霊なる魔れいま』によるエリュシオン大陸の命運を賭とした闘争。

　今より七年前の聖暦七七〇年、十二度目の霊魔大戦が終わり、大陸は七十年の平和を享受する──はずだった。

　しかし、何かが起きた。

　僅わずか七年で十三度目の霊魔大戦が始まり、選ばれるべき一人の《英雄》は現れず二人の未熟な《英雄》候補とでも呼ぶべき少女たちに世界の命運は託された。












　この異質な霊魔大戦を乗り越えるため、

　かつて《英雄》だった男は教師として、これから《英雄》になる二人の少女たちは生徒として、この聖ウェルギリウス学園で暮らしていた。




　聖暦七七七年──初夏。

　最初の霊魔であるサラマンダーとの戦いから二ヶ月が過ぎた、四月の初頭。

　心地ここちよい温かさより煩わずらわしい暑さを感じさせるようになった初夏の太陽が、窓辺で項垂うなだれるエミリアに向けて朝の日差しを注いでいた。

　きらきらと輝く、柔らかな金色の髪。

　ふわりとその金色の髪を揺らして顔を上げ、彼女は空に向かって叫ぶ。

「わ──わたしはアリシエルさんみたいに、ちょろい女じゃないのですよ！」

「……いきなり何を、ひどく失礼なことを叫んでいるんですかあなたは」






第一章「聖ウェルギリウス学園非正規教師グレイブヤード」









　変な夢を見てしまったせいだろう、エミリアはどうにも落ち着かなかった。グレイブの顔をまともに見ることが出来ない。そのうち落ち着くだろうが、今は無理だった。

　それが、授業中であっても。

「今日きようの授業は大陸の南についてだな。南方は聖暦以前、特に人間族同士での争いが多かった地域だ。これは船単位、厳密にはその船を有している『一家』単位での縄張り争いが原因だ。この一家制度ってのが今でも残っていてだな──」

　第一の霊魔、『炎の暴君』サラマンダーとの戦いから二ヶ月。四月の初夏。

　グレイブは見慣れた灰色の古びた外がい套とうを纏まとい、大教室の教壇に立っていた。

　当面の脅威が過ぎたことで、アリシエルとエミリアの二人は歴代の《英雄》が伝統的にそうして来たように学園の生徒として授業を受けることになった。

　そして、グレイブは教師をやることになったからだ。はっきり言ってしまえば、これは学園の中でも『よそ者』であるグレイブに対する嫌がらせである。

　エリュシオン大陸を南北に縦断し、東西に両断するステュークス川──通称聖大河の上に築かれた『教会都市』デルフォイ。この聖ウェルギリウス学園はデルフォイの南方に位置し、大陸中から将来有望な若者が集まって来る大陸最大の教育機関である。当然、その教師に求められる能力も高く、教師としては素人しろうとも良いところであるグレイブが充分にその役割を果たせるわけがない。

　一つ恥でもかかせてやろう、という、小心な企たくらみだ。

　しかしグレイブはあっさりと承諾し、十全にその仕事をこなしてしまった。否いな、むしろ、教科書の知識に七年間の旅暮らしで得た経験を織り交ぜて、一種の紀行文として生徒たちに語るその授業はわかりやすいと評判ですらあった。

「『船の都』だけあってポセイドンは海運が盛んだ。大陸の各地から色々なものが集まり、色々なものが食える。印象に残ってるのはあれだな、その時、世話になってた爺じいさんが西方の珍しい魚を貰もらってな、おれもご馳ち走そうになったんだよ。まあ見た目は綺き麗れいな青い魚だったわけだが水っぽくて大味でいまいちだなあとか言ってたら。そしたら血相を変えて若いのが飛び込んで来て言ったのさ『親爺おやじ！　その魚は、食うもんじゃなくて見て楽しむもんだそうです！』ってな」

　教室の中に、どっと笑いが起きる。

　加えて、聖ウェルギリウス学園には滅めつ多たにいない『肩の力が抜けた先生』として生徒たちの間に溶け込み慕われつつあった。

「そうそう忘れる前に言っとくけど、おれ、来週は全部休みだから授業ないぞ」

　グレイブが言うと、最前列右手側の長机に座っている女生徒が手を上げた。快活そうなくすんだ金髪の少女で、制服が大きいのか袖そでが余っている。

「グレイブ先生！　ついに借金取りに居場所がばれたとかですか」

「おいおい、おまえらまでおれのことを何だと思ってるんだよ。ただの出張だよ」

　まいったねと言わんばかりに灰色の髪をかき、グレイブはにやりと笑った。

「行き先は今日きようの授業で話したポセイドンだ！　美う味まいメシ、釣り三ざん昧まい、水着のねーちゃん！　仕事だから金は学園が出す！　最高だ！　おれの人生は輝いている！」

「じゃあじゃあグレイブ先生。わたしも一緒に連れて行ってくださいよー！」

「バーカ、生徒を連れて行けるわけないだろ。卒業してから出直して来い」

「じゃあ卒業したらおねがいしまーす」

「その時は是非よろしくお願いします。先生はいつでもお嫁さん募集中だから！」

　グレイブが真剣な顔をして頭を下げて、また、どっ、と笑いが起きた。

　授業はわかりやすく、ちょっとスケベだけど親しみやすく、総合的には良い教師なのだろう。いつもは、エミリアもそれなりに楽しくグレイブの授業を受けていた。けれど、今日は──自分ではない女生徒とじゃれ合うように笑っているグレイブを見るのは。

「なんだか苛いら々いらしますね」

　エミリアの心を読んだように、静かな声が、ぽつりと告げた。心臓が飛び跳ねるほどに驚いたが彼女はそれを表に出さず、美少女に相応ふさわしい微笑ほほえみを浮かべて答える。

「まったくなのですよ。グレグレってばまた調子の良いことを。大体、そんなに暢気のんきなことを言っていられる出張ではないですのに」

　彼女の隣にはアリシエルが座り、同じく授業を受けていた。

　長い黒髪、凍いて付ついた瞳ひとみ、凛りんとした横顔、そして純白の制服を突き破やぶらんばかりに膨らんだ豊かな胸元。表情もなく、じっとグレイブを見据えている。

「先生は優しいですから、何かの間違いで先生に恋をする生徒がいるかもしれません。いえ、あの袖そで余り女あたりは、かなり怪しいですね」

「……あ、ああ、そっちなのですか、心配は」

「私は強くなるために先生と恋をしています」

　アリシエルがエミリアを見た。グレイブを見るように、凍て付いた瞳がじっと宝石にも喩たとえられるエミリアの瞳を見詰める。

「誤解しないで下さい。必要だから恋をしているだけで先生個人に興味はありません」

「知っているのですよ。というか、いつまでそれを言い張るつもりなのです」

　柔らかな金色の髪を揺らし、エミリアは呆あきれたように肩をすくめた。

「まあ、わたしはそんなアリシエルさんが好きなので応援しているのですよ」

「そうですね、しかし、でも」

　しゃらりとアリシエルが長い黒髪をかき上げる。

　冬のように冷たく、刃のように鋭するどく、そして墓場のように静かに彼女は呟つぶやいた。

「恋こい敵がたきは、早めに潰つぶすべきだとは思いませんか」

「……一応聞くのですけれど、具体的に何をするつもりなのですかね？」

「先生に近寄る女は一人残らず、私の剣で──」

「死体の山でも築く気なのですか？」

「恋は戦争ですから」

「だからそれは文字通りの意味じゃないのですよ！」

　思わずエミリアが叫んだ。

「おーい、そこの《英雄》二人、授業中にあんまり騒ぐんじゃないぞ。先生、《英雄》相手でも容赦なく点数下げるからなー」

「すみませんでした」

「はい、ごめんなさいなのです！」

　二人は素直に謝った。教室の中にまた、くすくすと小さな笑い声が起きた。




　終業の鐘が鳴り、授業が終わった。

「いやっほー、授業終わりー！　めしだめしだー！　あばよガキども！」

　グレイブが生徒の誰だれよりも嬉うれしそうに、スキップしながら教室を出て行った。そして生徒たちも食堂なり中庭なり、昼食に向かう。アリシエルとエミリアも例外ではない。

　二人の《英雄》は学園の裏庭に向かった。夏草の茂る裏庭には相変わらず人気がなく、木陰の位置に、グレイブが勝手に張って無断で住み着いている天幕がある。

「お、来たか」

「はい、先生」

「お昼ごはんをご馳ち走そうしてくれると聞いたのですけれど……」

　天幕の傍そばに石を並べた炉を作り、火を起こし、鍋なべを置き、グレイブは魚を煮ていた。

「何でこの季節にこんな暑苦しいごはんを作ってるのですかね！」

「そりゃおまえ、朝釣りに行ったら大漁で食いきれないからだよ」

「絶妙に説明になってないのです！　それ、お昼ごはんをご馳走する理由であって、お昼ごはんを鍋にした理由じゃないのですよね！」

「美う味まいぜ、漁師鍋？」

「美お味いしいのは知ってるのです！」

　味付けは塩だけ、新鮮な魚を骨ごと煮込む漁師鍋。簡単な料理だが、簡単なだけに美味い。魚を丸ごと食べているという実感を与えてくれる豪快な料理である。

　中天の刻ときに達した初夏の太陽は強く照り輝き、漁師鍋を煮込む火は容赦なく熱く。ただ傍にいて座っているだけでじんわりと汗が滲にじむほどだ。

「そろそろ、良い煮え具合だと思います」

「そうみたいだな」

「……アリシエルさんは暑くないのですか？」

「私は剣士です」

「意味がわからないのです」

「真夏の道場の暑さを思い出せば、この程度、何ともありません」

「お、おう」

　何だかんだと言いながらも、三人はしっかりと鍋を空にした。

　当たり前だが、三人揃そろって盛大に汗をかいている。

　鍋を食べて体の内側からも熱くなったのだろう。アリシエルとエミリアの二人は胸元のリボンを外し、首元からぱたぱたと風を送り込む。

　ちら、ちら、と、首元から白い肌が覗のぞく──時には、アリシエルの豊かな胸の膨らみが作る谷間すら。なお、エミリアの方にそれはない。

　グレイブは口の端に笑みを浮かべて静かに、さり気なく、それを眺めていた。

「責任を取る覚悟があるならどうぞ」

　ぽつりとアリシエルが呟つぶやいた瞬間、グレイブが凄すごい勢いで目線を逸そらす。

　エミリアもまた、宝石の瞳ひとみに呆あきれたような光を浮かべていた。

「まったく、相変わらず、油断も隙すきもない駄目教師なのですよ」

　そして彼女もちら、とアリシエルの豊かな胸の膨らみを見て独り言を漏らす。

「やっぱり、胸は大きいほうが良いのですかねえ」

「どうかしましたかエミリア？」

「アハッ、何でもないのです。それよりセンセイ、お昼休みが終わる前に、本当の用件に入って欲しいのですけれど？」

「ああ、そうだな」

　グレイブは飄ひよう々ひようと肩をすくめて、そう言った。

「それでは、《英雄》の授業を始めよう」




《時詠みの巫み女こ》が唱えし予言四行詩に曰いわく──

『青き星が輝き、第二の災厄が蘇よみがえる。

　祖は胡えびすの水、貪むさぼりし霊、悪あしき旅人。

　悲嘆より産まれし永えい劫ごうに満たされぬ飢え。

　即すなわち、水の悪姫──《水胡貪霊：波濤の如くに喰らうものスピリツト・オブ・ウンデイーネ》』

　かくなるが第二の霊魔である。















「おれたちは、この週末、ポセイドンに向かう。その理由はもう聞いているな？」

「はい、聞いています。第二の霊魔の出現が予言された」

「わたしたちは第二の霊魔を迎え撃つため、ポセイドンに向かうのですね」

「そうだ、この敵はサラマンダーとはまるで異質の敵だ。サラマンダーが最強の霊魔ならばウンディーネは最弱の霊魔と呼ぶべきだろう」

　校舎裏には初夏の太陽が降り注ぎ、緑の夏草が生い茂る。

　生なま温ぬるい風はそれでも汗ばんだ体に心地ここちよく、グレイブの静かな声が響く。

「最弱の意味がわかるか？」

「……『戦わない』、つまり『戦わずに勝つ』ということなのですかね」

　少し考えてエミリアが答え、グレイブは肯定して頷うなずいた。

「そうだ。ウンディーネは戦わない。目の前に《英雄》がいても、否いな、目の前にいるのが無力な虫けらであっても何もしない。何の力もない」

　凍いて付ついた剣士の目、アリシエルが鋭するどく疑問を挟む。

「倒さない、倒されない。生き残ることは出来るでしょうが勝利に繫つながりません」

「ウンディーネは《侵食の魔装》を纏まとう。あれの『勝利』とはこうだ。水に触れ、水に溶け込み、交じり合い、最後にはこの世界でもっとも巨大な『水』、すなわち、海そのものとなって世界を吞のみ込こむ」

　弱く、脆もろく、力はなく、ただ、一つになって溶けて行く。

　弱さを利用し、自らの存在を隠し、力を蓄える。

「……弱さを武器にした敵、弱さを強さに変えた敵、そういうことですか」

「戦わない、戦いが成立していない、故の最弱──なのですね」

「真っ向から戦い滅ぼすサラマンダーとは正反対に位置する敵だ。気がついたときには全すべてが終わっている。それがウンディーネだ」

　グレイブが肩をすくめた。

「第二の霊魔、水の悪姫、《水胡貪霊：波濤の如くに喰らうものスピリツト・オブ・ウンデイーネ》──なるほど、まるで女のように性質が悪い。悪姫とは良く言ったもんだ」

「私たちも女です」

「しかも美少女なのですけれど」

　つ、と、アリシエルとエミリアの瞳ひとみに軽けい蔑べつが宿り、グレイブが苦笑する。

　悪かったと謝り、グレイブは顔を上げて、天を見上げる。

「ウンディーネを水に触れさせてはいけない。最良の勝利はこうだ。天から流星となって落ちて来るウンディーネを狙ねらい撃ち、倒す」

「……剣では不利ですね」

「……魔法で撃ち落せますかね」

　二人が少し考えるような間を置き、同時に言った。

　グレイブが頷うなずく。

「どちらでも構わないが、有利なのはエミリアの魔法だろう」

　淡々と語り、そして、グレイブはこう締しめ括くくった。

「まあ、それは置いといて、ポセイドンについたらどこで遊ぶ？　やっぱ海だよな？」

「海……見たことがないので楽しみです。恋人たちにとっては大切な場所だと」

「世界の命運がかかってんのに遊ぶ計画立ててんじゃねーのですよ。そもそも、サラマンダーのときみたいに、訓練とかはしないのですか？」

「それもウンディーネの厄介な点でな。訓練のしようがないんだよ」

「……それはどういう意味でしょうか」

「アリシエルならどうする。落ちて来る星を撃ち落とせと言われたら」

「可能な限り距離を詰めて斬きります」

「エミリアなら」

「んー、ぎりぎりまで狙ねらいを定めて、魔法で射抜くのです」

「だよな。でも、それって、普段から普通に訓練してることだよな。剣士が可能な限り距離を詰めて斬るのも、魔法使いが遠い敵を狙って撃つのも、まあ、基本だよ」

「あっ……確かに、そう、なのですよ」

「違うのは一つだけ、『外したら世界が滅ぶ』、その条件だけだ。必要なのは特別な訓練じゃあない、いつもしていることを同じようにやれる、その心構えだけだ」

「わかりました。先生はだからこそ、あえて、遊ぶと」

「むう、さすがは元《英雄》なのです……単に遊びたいから理由をつけているだけのような気もするのですけれど」

「ソンナコトナイヨ、アソブノモシゴトネ、ダイジ、ダイジ」

「アハッ、おいこらてめえ、ちゃんとわたしの目を見て言いやがれなのですよ」

　太陽のように輝く微笑ほほえみを浮かべてエミリアがわしりとグレイブの胸倉を摑つかんだ。

　グレイブは胸倉を摑まれたまま、からからと、気楽な調子で笑って見せた。




　午後の授業が始まった。

　アリシエルとエミリアの二人は武術の鍛たん錬れんを受けている。

　グレイブは、その時、聖ウェルギリウス学園で一番高い場所にいた。

　デルフォイの全すべてが一望できる絶景、緩やかに傾斜し石材を敷き詰めた足元、遮さえぎるものは何もなく足を滑らせれば真っ逆さまの──要するに、屋根の上である。

　風は強く煽あおるように吹いて古びた灰色の外がい套とうをなびかせる。照りつける太陽が濃い影を作り、グレイブは屋根の上に佇たたずみ、手にした、手紙を眺めていた。

「しっかし……どうやって断るかなあ、これ」

　手紙には可愛かわいらしい、少女の文字で、この場所で待っているという旨が記されている。つまりは、恋文である、どう考えても恋文である。

　嬉うれしくないわけではないが、それ以上に困る。そんな微妙な顔をして、グレイブはわしゃりと灰色の髪をかいた。

「つうか、呼び出すのが屋根の上ってどうなってんだ」

「だって、絶対に、邪魔が入らないでしょ、ここなら」

　突然、耳元で、声がした。

　次の瞬間、背後から、グレイブの首筋に、細い皮かわ紐ひもが絡からみ付いた。

「これで一手」

　絞首紐が首筋に触れるより速く、グレイブは指を一本、首と紐の間に置いた。そのまま紐を摑つかみ、石ころでも放ほうり投げるような無造作な動きで、紐を握っている誰だれか、つまり、突然背後に現れた何者かを投げた。

「次に二手」

　何者かは投げられながら空中で身を捩よじる。きら、きら、きら、と何かがグレイブに向かって飛んでくる。針のように細い投げナイフだ。グレイブが手刀でその全すべてを叩たたき落おとす頃ころには、襲撃者は不安定な屋根の上に危なげなく着地していた。

「最後に三手」

　着地と同時に、何者かは、くん、と大きく長い袖そでに包まれた腕を振った。

　グレイブがひょいと片足を上げる。一瞬前までグレイブの足首があった位置を、恐ろしい速度で、目に見えぬほどに細い鋼の糸が通り過ぎて行く。

　グレイブはその襲撃者を知っていた。

　その襲撃者はゆらゆらと、大きすぎる制服を着ているために大きく余った袖を揺らして不安定な屋根の上に立っていた。

　グレイブが口元に苦い笑みを浮かべて告げる。

「『殺し』は最初の三手まで、四手目からは戦闘の領域──が、おまえの信条だったな」

「さすが、やっぱり、この程度じゃ殺せないか──ねえ、ししょー」

　丁寧に切きり揃そろえられた白に近い銀の髪、揺らめく硝子ガラスめいた危うい瞳ひとみ。死人の如ごとくに青白い肌、軽いというよりも空っぽな響きを持った声。

　死者の瞳でグレイブを懐かしげに見る彼女はアリシエルと少し似ていて、大きく違う。

　アリシエルが氷と刃の冷たさを持つ鋭するどく研ぎ澄まされた剣であるならば、彼女は死と忘却の冷たさを宿し熱を喪うしない時が止まった人にん形ぎようのようだ。

　死美人とでも呼ぶべき端正な顔立ちは不気味な幼さを残し、細い、というか、瘦やせた体には大きすぎる聖ウェルギリウス学園の制服を纏まとっている。

　互いの距離は五歩。

「ボクがここにいる意味、わかっているよね」

　独り言のように語りかけながら死美人の少女はその袖そでで軽く、自身の左頰ほおを撫なでた。すると魔力により刻印された『Ⅶ』の文字がそこに浮かぶ。

「タルタロス禁忌教団、内陣第七席、『死の影』メメント・アコライト。ボクは、その受け継いだ名の元に、絶対の掟おきてに従いて、汝なんじを粛清する」

　呪じゆ文もんのように、呪じゆ詛そのように、死美人の少女──メメントは虚うつろに唱えた。

　グレイブもまた、静かに、呟つぶやく。

「タルタロス禁忌教団か、懐かしい名前だ。まったく、本当に懐かしい名前を聞いた」

　あるいは単に『教団』とも呼ばれるそれは、『大陸魔法史の闇やみ』そのものである。

　禁忌の名を冠するに相応ふさわしく、世界を滅ぼす霊魔を崇あがめる集団であり、聖霊の力を借りた従来の魔法の領域では飽き足らず道を踏み外した外道の魔法使いたちの群れである。

　聖ウェルギリウスや剣神レガリアと並び称された大賢人プルタークですら教団を滅ぼすことは出来ず、教団は地下に潜り、大陸の闇の中で今に至るまで育ち続けている。

　だから、と、言うわけでもないのだろう。

　初夏の日差しに照らされたメメントは、照らされることにより一層、その内側にある虚ろを強調されているようにすら見えた。












　グレイブは、何かを理解したように愕がく然ぜんとし、その手を震わせ、恋文を握り潰つぶす。

「ってことは、この恋文はおれを呼び出すための罠わなか！」

「え、今いま頃ごろそれ！」

「くそっ、騙だまされた！　疑いもしなかった！　よくもおれの純情を弄もてあそんでくれたな！」

「ある意味では噓うそじゃないけどねー。だってボク、ししょーのことはちゃんと好きだもん！　だからこれは罠だけど罠じゃないよ！」

「そうなの！　え、じゃあ、どれぐらいおれのこと好き？」

「具体的には、一緒にお風ふ呂ろに入っても良いかなってぐらいに好きだよ！」

「いやっほー！　勝った、おれは人生に勝ったぞ！」

「まあ、お風呂の中でグサッと行くけどね。ボク、殺し屋だし」

「ですよねー」

　からからからと、けたけたけたと、二人は声を上げて笑った。

　それこそ、数年ぶりに再会した友人同士がその友情を確かめているように。

「ところでメメントさんや、いい加減その『ししょー』って呼び名やめない？　むしろ、おれの方が教わる側だったよね」

「そうかな？　確かに、教団の序列ではボクが上だったけれど、ボクはししょーから多くのことを学んだ。だから、ボクにとってししょーはししょーだよ」

「おれ、おまえに、何か教えたっけ？」

「美お味いしいごはんの作り方でしょ？　おすすめのお酒に、後はあれかなー、色んなところに遊びに連れて行ってくれたじゃない。あれで殺し屋として一ひと皮かわ剝むけた感じがするんだよね。視野が広がったっていうか？」

「そんなこともあったなあ」

「ボクはとっても楽しかったです。ま、殺し屋のボクが普通の女の子みたいに旅行してはしゃいでたんだから、今から思えば不思議な話だよ」

　死美人の容姿とは裏腹な気安さで、殺し屋という言葉が含む重さなど微み塵じんも感じさせず、メメントは、グレイブがするように飄ひよう々ひようと肩をすくめて見せた。

「それにしても五年ぶりの再会かー、聖霊の導きを感じちゃうよねー」

「おまえたちの場合は霊魔の導きだろ。大体、こんなところで何をしてるんだ？　聖霊教会のお膝ひざ元もとのデルフォイの、聖霊教会の肝きも煎いりの聖ウェルギリウス学園なんて、おまえたちにとっては完全な敵地じゃねえか。捕まったら縛り首だぞ」

「ちょっとねー、調べないといけないことが出来ちゃって」

「調べ物？」

「霊魔の一柱、第一の霊魔、偉大なる『炎の暴君』──《火天狂霊：燎原の如くに燃ゆるものスピリツト・オブ・サラマンダー》の加護が喪うしなわれた。我々、タルタロス禁忌教団としては見過ごせない。教団の根幹を揺るがしかねない。だから危険を犯してでも敵地に潜入したのさ」

「ふぅむ、なるほど」

　グレイブは深く頷うなずき、やはり、真面目まじめな顔をして語り始めた。

「これで十三回目の霊魔大戦だ。サラマンダーもさすがに疲れたんだろう。案外、今いま頃ごろどっかの温泉に浸つかって酒でも飲みながらのんびりしてるんじゃないか？」

「わあ、ししょーすごーい。大陸中を探しても、ししょーしか思いつかないよ」

「これが頭でっかちな連中にはない生きた知恵、柔軟な発想ってやつさ」

「褒めてないけどね！　むしろしょーもない思い付きだよね！　まあ、そのしょーもなさがししょーらしくて好きだけどね！」

「ふっ、おれに惚ほれたら、火傷やけどするぜ。ばしこーん」

　ばしこーん、の部分で、グレイブは無駄に格好良く片目を閉じて見せた。

　メメントが両の袖そでに包まれ隠された手を叩たたき黄色い声を上げる。

「ひゅー、さすがししょーだ。かっこいいー、惚れ直しちゃうぜー」

「ハッハッハッハッ、ありがとう、ありがとう、ありがとう」

「でも、そんな冗談で誤ご魔ま化かしてあげるほど、ボクは温くないよ？」

「やっぱ駄目か」

「裏切り者の粛清は『死の影』の大事なお仕事だもん」

「おれが教団にいたの五年も前だぜ？　教団の話も外じゃ一切してない」

「だから？」

「……わかった相手をしよう。ただ、一週間ほど時間が欲しい」

「つまり、ししょーがポセイドンから帰ってくるまで待って欲しいってことだね」

「知ってんのか」

「『グレイブ先生！　ついに借金取りに居場所がばれたとかですか』」

「……あれ、おまえの変装か。相変わらず器用な奴やつめ」

「ししょーが、今は《英雄》の先生してるのも知ってるよ。びっくりした」

「そこまで知ってるなら話が早い。実は、そのポセイドン行きって『霊魔大戦』に関係してんだよ。だから待ってくれ……あ、これ内緒な」

「わかったよししょー、二人だけの秘密だね」

　真面目な顔をしてグレイブが言うと、メメントがやっぱり真面目な顔をして頷き、余った袖を唇に当てた。秘密は守ります、という仕草だ。

「教団は霊魔の力を崇あがめているだけで世界が滅んで欲しい訳じゃないもん」

「教団のそういう、自分勝手なところ好きだぜ。いかにも人間らしい」

　飄ひよう々ひようと肩をすくめて、グレイブは皮肉っぽく微笑ほほえむ。

「しっかし、おまえも暇だよなあ。五年も前の裏切り者を律りち儀ぎに狙ねらうんだから。おれなんて五年も前のこと、半分も覚えてないぜ？」

　グレイブにとっては交渉がまとまりかけたところで出た軽口だった。しかし、その言葉はメメントにとって別の意味を持っていたのであろう。

「気が変わった。ししょー、少し、遊ぼうか」

「……あー」

　当然、グレイブも彼女の気配が変わったことには気付いている。困ったようにわしゃりと灰色の髪をかいて、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「ポセイドン、ボクも行くよ。一週間ぐらいいるんだよね。じゃあ、逆にしよう、ボクはその一週間で、ししょーを殺す。昼も夜もなく、影のように張り付いて必ず殺す」

　寒々とした死の空気を撒まき散ちらして、死美人は笑う。

「『死の影を踏めば安らぎはない、自らもまた死者の列に加わる道を除いて』」

　笑みと共に唱えたのは狂剣士と呼ばれ歴史から名前を抹消された男が遺のこした詩の一節。

「──ねえ『灰色』、あなたは『死の影』を踏んだよ」

　タルタロス禁忌教団が大陸の闇やみの中で生き残れたのには理由がある。

　霊魔の力を崇あがめる彼らは、霊魔の力を借りる魔法を編み出した。

　禁忌魔法、あるいは、契約魔法と呼ばれるその魔法は、文字通り、霊魔との契約を結ぶことにより使うことを許される。否いな、それは魔法と呼ぶよりは異能、異能と呼ぶよりは加護と呼んだ方が近い。

　契約一つに、一つの加護──極めて、個人的な魔法である。

　メメントもまた、この加護を受けている。失敗こそしたものの、忽こつ然ぜんとグレイブの背後に現れ絞首紐ひもによる奇襲を可能にしたのはこの加護があってこそだ。

「ポセイドンで待っているよ、ししょー」

　左目に黒い、炎のように揺ら揺らとした輝きが宿った。

　頰ほおに刻まれた『Ⅶ』の文字を、黒い光が照らす。

「歌い踊れ──『死者の葬列』」

　加護を発動する呪じゆ言ごんを唱えると同時に、メメントの足元で影が沸き立つ。

　彼女の加護は、影と影を繫つないで道を作る。

　まさしく、死の影のように、誰だれかを追い続ける殺し屋には相応ふさわしい。

「待ってくれメメント、最後に、一つだけ、おまえに言いたいことがある」

「……ふぅん、良いよ。聞いてあげる」

「あれから五年経たったってことは、おまえもう三十近いだろ」

「……う、うん？」

「いくら童顔で小柄だからって、十代のガキと一緒に制服姿って恥ずかしくないのか？」

「う、うるさいよ！　何で今更そんなこと言うのさ！」

　かあ、と、顔を赤くしてメメントが叫ぶ。グレイブは真剣というか、いっそ、心配しているような口調で言葉を続けた。

「あとそのさ、ボクって一人称とか子供っぽい口調もきついだろ」

「この方が相手の隙すきを誘えるからわざとやってるの！」

「おまえの歳としなら、もう適当な旦だん那なつかまえて子供の一人も産んでるだろうに」

「余計なお世話過ぎる！」

「おれの友達を紹介しようか？　ちょっと禿はげてるけど間違いなく良い奴やつだし、金もあるし、仕事も凄すごい、なにせ、教会の司教で聖霊騎士団の副司令だ」

「ボク、タルタロス禁忌教団の殺し屋だよ！　敵じゃん！」

「ししょーは、おまえの将来が心配だよ。おれのが若いけど」

「うるさいうるさいうるさい！　もう知らない、このバァアアアアアアアアカ！」

　軽く涙目になって怒鳴り、メメントが己の影の中に沈んで行った。

「……勝った」

　微かすかな満足感と共に呟つぶやき、グレイブは晴れ渡る初夏の空を眺めた。






第二章「船の都ポセイドン」









　上級魔法使いが魔力回復の霊薬を湯水の如ごとくに使って超高速でぶっ飛ばすという凄すさまじく力技な高速魔法船に乗ってデルフォイから聖大河を下ること二日。

　一行は、大陸の南端『船の都』ポセイドンの港に到着する。

　教会所有の高速魔法船は確かに速いが非常に狭く、私物を持ち込む余裕すらない。通常の船旅とは比べるまでもない速度だが、それだけ乗っている側への負担も大きい。

　いつもの古びた灰色の外がい套とうを纏まとったグレイブ、聖ウェルギリウス学園の純白の制服を着たアリシエルとエミリア。三人は船を下りるとまず、深呼吸をして大きく伸びをした。

「あああああああ！　久しぶりの揺れない地面だあああああ！」

「…………ああ、空気とは、こんなに美お味いしいものだったんですね」

「狭い船に押し込められるのが、あんなに疲れるとは思わなかったのです……」

　因ちなみに、前述の通り船に私物を持ち込む余裕がなかったため、三人とも手荷物一つ持っていない。全すべて現地調達──厳密には教会が手配してくれていることになっている。

　少し休むと、ようやく、周囲を見渡す余裕が出来た。

　時刻は鐘九つを過ぎ、早朝というには遅く昼と呼ぶには早すぎる頃ころ合あいだ。港自体は夜明けと共に目覚め、今に至るまでひっきりなしに大小の船が出入りを繰り返し、荷物の積み下ろしが行われ、あちらこちらで怒鳴り声がする。

「あー、ちくしょう、それにしてもやる気なくすぜ。気楽な旅行だと思ってたのによ」

「お茶会、晩ばん餐さん会かい、式典、視察。予定がびっしりと入っていましたね」

「そもそも霊魔と戦いに来ているのですから気楽な旅行じゃないのですよ」

　空を見上げたエミリアが宝石の瞳ひとみを眩まぶしげに細めて言った。

「うっわあ、太陽が眩しいのです。デルフォイとは勢いからして違うのですね」

「昼を過ぎるともっと凄すごいぞ。下へ手たすると倒れるぐらいに」

　かっ！　と、上から叩たたきつけるような日差しがポセイドンの洗礼だと言わんばかりに降り注ぐ。湿度が低く、からっとしているため暑さに不快感がないのが救いか。

「……潮の香りが強いですね」

「慣れないとちょっときついかもな。まあ、そっちは港を離れたらマシになるさ」

　なびく長い黒髪を指先で押さえてアリシエルが呟つぶやき、グレイブが肩をすくめて答えた。

　旅人がポセイドンを訪れると、必ず、三つの驚きを得ると言う。

　照りつける太陽、海からの潮風、最後に──大通りを埋め尽くす屋台。

「……なんですか、これ」

「……センセイ、今日きようは、朝からお祭りでもしているのですか？」

「いや、これがポセイドンだと普通なんだ」

　教会が用意した宿へ向かうため港から遡り大通りへ入った一行、初ポセイドンであるアリシエルとエミリアは半ば呆あきれたように声をあげた。

　大通りに、屋台で道が出来ている。

　ずらりと、大通りの両端は言うに及ばず中央に二列、数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるだけの屋台が並び思い思いに商売をしている。

「通称がポセイドンの台所、この馬鹿みたいに並んでる屋台のほとんど全部が食い物関係だよ。いわゆる屋台めしだったり、野菜やら果物、魚だの乾物だのを売ってるわけさ」

　グレイブの言葉の正しさを、屋台から漂う多種多様な食べ物の匂においが何より雄弁に証明していた。この屋台通りと比べれば、デルフォイで行われていた祭りなど整然としている部類であろう。

　活気に溢あふれているを通り越して猥わい雑ざつですらあり、人ごみが苦手ならば間違いなく酔う。

　きょろきょろと宝石の瞳を輝かせ、妖よう精せい族の尖とがり耳をぴこぴこさせて周囲を眺めていたエミリアがふと気付いたように首を傾かしげた。

「凄いのです……ところでセンセイ、なんだか大胆な服装のひとが多くないですか？」

「暑いからな、そりゃみんな肌を出すさ。これもまたポセイドンの良いところ」

　からからとグレイブが笑う。

　道行く人を眺めていればすぐにわかるが、ポセイドンの住人は男女を問わず露出度が高い。男ならば上半身裸すらも珍しくなく、女性ならばへそが出るほどに丈を詰めた短衣が普通だ。それに加えて、日に焼けた肌、帽子代わりに頭に巻いた布、サンダルがポセイドン地元住人の定番と言って良いだろう。

　スカートが短いことに定評のあるウェルギリウスの制服もここでは大人しいほうだ。

　グレイブが若い女とすれ違い、思わず口笛を吹いた。

「見ろよ、あの姉ちゃん、良い尻しりしてるぜ。ばいんばいんだ──ってえ！」

「怒りますよ先生」

「アハッ、うるせえ黙れなのですこのクソ教師っ」

　アリシエルがグレイブの脇わき腹ばらを抓つねり、エミリアが笑顔でグレイブの足を踏んだ。

　わしゃりと灰色の髪をかき、グレイブは苦笑を浮かべて弁解を始める。

「おっと失礼。安心しろよ、おまえらだってなかなかのもんだ。アリシエルの長い黒髪は今まで見たことがないぐらいに綺き麗れいだし、肌の白さは北方美人も逃げ出すぐらいだ。剣術やるから体はすらっとしてるのに、胸はもうばいんばいんのばいんばいんだろ。ちょっと見たことねえよ、こんな美人」

「誤ご魔ま化かされませんよ…………でも許してはあげます」

「ちょろっ！　アリシエルさんちょろ過ぎますよ！」

「ちょろくないです」

「エミリアはそうだな──もうちょっと、乳があれば」

「ぶっ殺すのですよこの野郎！」

「冗談冗談」

　ぽん、と、グレイブは、目を尖とがらせて怒るエミリアの頭に掌てのひらを乗せた。

「おまえはとっても素敵な美少女さ。特に、笑顔がね」

「なっ、くっ」

　瞬間、エミリアの顔が赤く染まったのはポセイドンの日差しのせいだろうか。

　ぶんと、柔らかな金色の髪を揺らすように首を動かしグレイブの掌を振り払う。

「ご、誤魔化されないのですよ。ついでに許しもしないのですよ！」

「いやいや、本心だって。先生噓うそつかなーい、先生を信じてー」

「もうその台詞せりふが胡う散さん臭くさいのです！」

「おー、先生悲しいねー、教え子が先生のこと信じてくれないよー」

「むがー！　こ、この、駄目教師のくせにぃ！」

　顔を真まっ赤かにしたエミリアが両手で頭を押さえて怒鳴り、グレイブが気にした風もなく笑う──エミリアだって本気で怒っているわけではない。何な故ぜなら、怒っているはずの彼女の口元に小さな笑みが浮かんでいるから。歩きながらじゃれ合っているだけだ。

「──えい」

　視界の端でアリシエルが動くのが見えた。

　感情の見えない淡々とした声と共に、しゃらりと長い黒髪をなびかせて、彼女がグレイブの左腕に抱きついた。

「おお──」

　むぎゅん、と、エミリアでは遠く及ばない、アリシエルの十五歳とは思えぬ二つの豊ほう穣じようの膨らみが、白い制服の向こうから押し付けられる。

　グレイブの意識が、一気に、エミリアから、アリシエル──乳へと移動する。

「すみません先生、躓つまずいたふりをして抱きついてしまいました」

「怪け我ががないなら……今、ちょっとおかしなことを言わなかったか！」

「えい」

　むぎゅーん。

「まあ細かいことは良いか！」

「それでこそ先生です」

「ふっ、柔軟な思考の持ち主ってことだな？」

「単純馬ば鹿かってことなのですよ。目の前に吊つるした人にん参じんにつられる馬なのです」

「いやあ、さすがにグレイブ先生のグレイブ先生は馬ってほどじゃ」

「なななななななにをいきなり言っているのですか馬鹿なのですか！」

　顔を真まっ赤かにしたエミリアが怒鳴り散らす──同時にむぎゅーんと、アリシエルは再びその豊かな膨らみを押し付けてグレイブの気を引き主導権を奪った。

「先生、私は考えたのですが」

　凍いて付ついた瞳ひとみが、ちら、と、エミリアを見た。

「折せつ角かくの旅行なのでより恋人らしいことをしてはみませんか」

「…………あん？　ああ、あの、強くなるための？」

「はい、そして、聖霊剣に恋の炎を貯ためるためにです」

「世界のためか、良いねえ。こんな世界がどうなろうとおれの知ったことじゃあねえが、今はおまえらの先生で、何より役得があるなら断る理由もない」

　グレイブが冗談めかして言った。

「でも、いつかみたいに腕を折りに来るのは勘弁してくれよ」

「我慢します」

　冗談か本気かさっぱりわからない無表情でアリシエルは言った。

「ま、そこはおまえを信じてるさ。前は隙すきがあれば殺しに来る感じだったが最近は随分減った。やっぱり、おまえは、『剣の申し子』なんかじゃない、ただの可愛かわいい女の子さ」

「……私にはよくわかりません、けれど、確かに、心が軽くなった気がします」

　凍いて付つく冬が終わるように、呟つぶやくアリシエルの口元が僅わずかに綻ほころんだ。

　グレイブが長い黒髪を梳すくように、彼女を柔らかく撫なでる。

「それに、時々、笑うようになった」

「恥ずかしいことを、言わないでください」

　一瞬、アリシエルは自分が笑顔を浮かべていることに自分で驚いたような顔をした。

　ぽっ、と頰ほおを染めて彼女は視線を逸そらし、グレイブがくつくつと笑う。

「私が、変わったのなら、それは先生のおかげです……ありがとうございます」

「おまえが変わったのは、おまえの力さ、おれはまあ背中を押したぐらいだ」

　寄り添い見詰め合う二人。

　それが絆きずなであるかのように、凍て付いた瞳ひとみにグレイブの姿が映っている。

「……」

　そんな二人を、エミリアは見ている。

　普段の彼女なら、微笑ほほえましいと思うか、惚気のろけが鬱うつ陶とうしいと思うか、その程度だろう。心の奥の部分ではアリシエルの恋を応援すらしていた。

　なのに、今、エミリアの小さな胸は、ちくりと棘とげに刺されたように痛んだ。

　彼女はそれを無視するように、世界で二番目の美少女に相応ふさわしい輝く笑顔を浮かべる。

「アハッ、このひとごみの中で、二人の世界作ってるんじゃねーのですよ」

　げしり、と、グレイブの尻しりをエミリアが満面の笑みと共に蹴けり飛ばした。

　ひぎゃん、とグレイブが思わず驚いた野良犬のように飛び跳ねる。

「い、いってえ！　何するんだ！」

「何するんだ、じゃねえのです。さっきからすんごい見られてるのに気付けなのです」

「ああ？」

　確かに言われて見れば、ここはまだ大通りの中で、周囲には大勢のひとがいる。

　肩をすくめたり、邪魔そうな視線を向けたり、あるいはちらと見て無視を決め込んだり、反応は様々だが注目の的になっているのは間違いなかった。

「別に大したことじゃないな」

「そうですね」

「羞しゆう恥ち心しん皆無なのですかあんたらは！」

「何だよ、おまえこそやけに突っかかるじゃないか……ははーん。さては仲間はずれにされて寂しかったんだろ」

「アハッ、寝言は寝て言えなのですよ。そして笑顔が気持ち悪いのですよ」

「へっへっへっ、拗すねるな拗ねるな、ほれおまえも手を繫つなごうぜ」

　グレイブがエミリアの前に空いている方の手を差し出した。

　宝石の瞳で一いち瞥べつし、エミリアは薄い胸の前で腕を組み、ふんとそっぽを向く。

「お断りするのですよ！」

　そのまま、柔らかな金色の髪を揺らして一人で先に歩き出してしまった。

「なんだあいつ、機嫌悪いな？」

「そうですね──」

　予想外に頑かたくななエミリアの態度にグレイブが首を傾かしげる。その隣でアリシエルはグレイブの腕に、自らの豊かな膨らみを押し付けるように抱きついたままぽつりと呟つぶやく。

「──嫉しつ妬とでもしているのでしょうか」

「嫉妬？」

「いえ、忘れてください。そんな気がしただけです」

「はぁん、おれにアリシエルをとられると思って拗すねてるわけか。なんだ、あいつも可愛かわいいところがあるじゃないか」

　からからとグレイブは笑い、アリシエルと腕を組んだままエミリアを追いかけた。

　エミリアは柔らかな金色の髪を揺らして、背中を見るだけでもわかるぐらいにぷりぷりと怒って、細い肩をいからせてつかつかと前に進んでいる。

　グレイブはアリシエルと腕を組んだまま、人のなみを利用してこっそりとエミリアの横に回り込んだ。気付かれなかったのは、グレイブとアリシエルの動きが見事だった以上に、エミリアが前しか見てないのが大きかったであろう。

「何なのですかね。まったく、妙に、落ち着かないのです。苛いら々いらするのは美少女らしくありませんのに、ああ、ポセイドンの暑さにやられてしまっているのですかわたしは」

「うおりゃっ」

「ひゃん！」

　ぶつぶつと愚痴をこぼしているエミリアの横に回りこんだグレイブは、問答無用に彼女の肩を抱いて引き寄せた。虚をつかれたエミリアは何の抵抗も出来ず反射的にグレイブに抱きついて体を支える。

　可愛らしい悲鳴を上げて、自分が何に抱きついているのかに気付いて、エミリアはグレイブを見上げたまま、顔を真まっ赤かにして、固まってしまった。

「な、え、セ、センセイ？」

　グレイブは茶ちや目めッ気をたっぷりに、大人の余裕を込めて片目を閉じてみせる。

「仲良くしようぜエミリア、おまえに嫌われたらおれは悲しくて死んじまうよ」

「知らないのですっていうか死んでしまえなのです！　暑苦しいのですよ！」

「へっへっへっ、どうせ、あちこちで見世物にされるんだ。せめて教会の金で高い部へ屋やに泊まって高いメシくって高い酒飲んで贅ぜい沢たくしてやろうぜ」




　やがて彼らは大通りを抜け、教会が用意した宿──『珊さん瑚ごの雫しずく亭』に到着した。

「お待ちしておりました。グレイブヤードさま。そしてお連れさまがた」

「どーも」

『珊さん瑚ごの雫しずく亭』は市街地中心部に位置するポセイドンで一番の高級宿である。かつてヘファイストスの大国王や西の妖よう精せい王が泊まったこともあるそうだ。

　受付の青年も、地元民らしく肌こそ日焼けして浅黒いが地元民らしくなくきっちりとした格好をしており、極めて儀礼的な、仮面めいた微笑ほほえみを口元に宿している。

　名高い聖ウェルギリウス学園の制服を着たアリシエルたちはともかく、古びた灰色の外がい套とうを纏まとうグレイブは宿の格に見合わぬ客だ。しかし、それを塵ちりほども表に出していない。

「教会から、お話は伺っております。皆様方には最上階最上級のお部へ屋やをご用意させていただきました。どうぞ、ごゆるりとおくつろぎ下さい」

「そいつは結構」

　さして興味もなさそうに、グレイブは飄ひよう々ひようと肩をすくめた。

「それにしても、この宿は随分と妖精族が多いんだな」

　外の喧けん騒そうが噓うそのように静かで落ち着いた『珊瑚の雫亭』のロビーには、グレイブが言ったように妖精族の姿が多く見えた。ポセイドンは有名な観光地ではあるが、それでも人間族の領域だ。閉鎖的と揶や揄ゆされる妖精族の姿を見ることは珍しい。

　受付の男はやはり慇いん懃ぎんな態度で応こたえた。

「そのようなこともございます」

「理由は秘密ね、確かに些さ細さいなことだ。さっさと部屋に入るか」

　なあ、と最後の言葉は振り返って二人の教え子に向ける。

　冬のように、夏のように、正反対の美少女二人はやはり高級宿のロビーでもまた注目を集めている。特に、その二人を連れているのがみすぼらしい灰色の男となれば尚なお更さらだ。

　長い黒髪に凍いて付ついた瞳ひとみ、アリシエルは超然と視線を無視し、一本の剣のように静かに佇たたずんでいる。一方のエミリアは、どうにも、落ち着かない様子で、金色の瞳を揺らし、宝石の瞳でロビーを眺めている。

「どうした、珍しいな」

「何だか嫌な予感がするのですよ……」

　警戒しているのではなく、困っている、あるいは弱っているといった感じであろう、エミリアの尖とがり耳に元気がない。

「ふむ？　まあ、とりあえず行こうぜ。ここにいてもしょうがない」

　グレイブ一行は、宿の奥、上階へと続く階段へと向かった。その階段の傍かたわらに妖精族の、派手な服を着た男が佇んでおり、男は、す、と道を塞ふさぐように彼らの前に出た。

「お待ちしておりました。どうぞ、こちらへ」

　一目で高級品とわかるほどに仕立ての良い緑の服に、金糸を編んだ派手な腰帯、磨きぬかれた革のブーツ、派手な服装に似合わず生き真面目まじめな顔をしており、間違えても宿の従業員には見えない。

　グレイブが僅わずかに目を細める。男の姿にではない、いつの間にか、一歩前に進み出ていたアリシエルにだ。今の彼女は音もなく、獲物を狙ねらう獅し子しだ。

　ぽん、と、グレイブは彼女の肩を叩たたいて押おし留とどめ、妖よう精せい族の青年に言った。

「あんたは教会の使いかな？」

「いいえ、違います。ですが、さる高貴な方の使いではあります」

「高貴な猿に知り合いはいないね」

「センセイ、そのひと、あんまり冗談が通じないのですよ」

　口を挟んだのはエミリアだった。振り返る彼女の顔を見ると、愛らしい顔立ちに『ああやっぱり』という諦あきらめがたっぷりと塗りたくられていた。

　エミリアが、その派手な服の妖精族青年に向かって言った。

「出迎えご苦労なのですよ。案内をお願いするのです」

「かしこまりました」

　宿の受付に負けず劣らぬ慇いん懃ぎんさで青年は頭を下げ、彼らを先導するように歩き出した。

　事情を飲み込めないまま、グレイブたちは青年について進む。

　ふと、グレイブは思い出した。

「……どっかで見たと思ったら、あの派手な緑の服、妖精王国の近衛このえ兵へいじゃねえか」




　派手な緑の服の青年──グレイブの記憶が確かならば妖精王国の近衛兵に案内されたのは、『珊さん瑚ごの雫しずく亭』内に併設されているレストランであった。

　宿泊客専用のレストランであり、望むならば部へ屋やまで料理を運んでもくれる。

「知ってるか。ポセイドンには、いわゆる高級料理ってのが存在しない」

「こんなところで授業ですか？」

「雑談だよ。ポセイドンは『船主の寄り合い所帯』という成り立ち上、東側で唯一、貴族のいない都市だ。必然、上流の食い物である、いわゆる高級料理は成立しなかったわけだ。勘違いするなよ、ポセイドンのめしは美う味まいぞ、普通のめしが、普通に一番美味い」

「お話中失礼いたします、そろそろ」

「猿に会えるってか。じゃあ最後に結論だけ。そんなポセイドンで高級料理を食おうとすると、そいつは間違いなく、妖精族のめしを食うことになる」

　一同が通されたのは、レストランのさらに奥、ただの宿泊客では存在すら知らないであろう、特別なお客のために用意されている個室であった。

　部屋の前には同じく妖精王国近衛兵の服を着た男が二人、見張りをしていた。案内の男とは違い、腰に実用性を捨て装飾性だけを求めたような精せい緻ちな細工の剣をさしている。

　案内の男と、見張りの男が目礼して、部へ屋やの扉が開けられた。

　こぢんまりとした部屋だった。そして静かな部屋でもあった。

　部屋の調度は一見地味ながらも見る者が見れば質の良さがわかるであろう。特別な地位にある者が少数で心穏やかに食事を楽しむための部屋である。

　そして、部屋の中で彼らを待っていたのは──一人の、道化師だった。

　落ち着いた内装とは丸っきり嚙かみ合わない派手な化粧、華美だが安っぽい服。

　尖とがり耳の道化師は、一同の、厳密にはエミリアの姿を見ると感激の叫びを上げた。

「『わたしの愛いとしい小鳥』ちゃん！　パパリンはとっても会いたかったよ！」

「……やっぱり」

　エミリアは、また悩みの種が一つ増えたと言わんばかりに肩を落として首を振る。

　柔らかな金色の髪を揺らして、溜ため息いき混じりにこう言った。

「お久しぶりなのですよお父さま、さっさと国へ帰りやがれなのです」

　しかし、妖よう精せい族の道化師──エミリアの父親は気にした風もなく、文字通り、道化めいたおどけた仕草で、くるくると意味もなく回りながら告げた。

「パパリンと一緒に、お見合いしようぜ！」






第三章「結婚するって本当ですか？」









『珊さん瑚ごの雫しずく亭』に併設された宿泊客専用レストランの一室で待っていた妖精族の道化師はエミリアの父親、すなわち、大陸の西半分を統治する妖精王国の妖精王だった。

「個人的な奇行と公正なる統治『道化王』ビフロ・クラウンズ・フェリックス」

　グレイブが呟つぶやいた。紹介されるまでもない、名前を知らないわけがない。

　妖精族は二十歳を境にして外見的老化が極端に鈍化するため、一見、エミリアとビフロ王は親子というより歳としの離れた兄妹のように見える。

　しかしビフロ王は既に即位から数十年が経過しており、年齢も百を超えた、妖精族の基準では一番の働き盛り──人間族で言うところの中年期に近い。

　つまり、立派なおっさんである。

　その、地位も名誉もある良い歳をしたおっさんは──滑こつ稽けいな足運びで、娘の回りをぐるぐると回りながら、歌うように語りかけていた。

「あーあー、『わたしの愛の果実』ちゃーん、そんなに、パパリンを邪険にしないでおくれーよー、パパリン、一生懸命、王様を頑張ってるんだーよー」

「いやもう、本当に、お父さまうざいのですよ。そのいちいち、呼び方を変えてくるあたりとか自分をパパリンって呼んじゃうところ……」

　これが父親では、エミリアのうんざりとした気分もわからないではないだろう。

「相変わらず、王様っぽくないおっさんだな」

「どうして、道化師の格好をしているのでしょうか」

　別にグレイブたちの呟つぶやきを聞きき咎とがめたわけではないだろう。エミリアの父親ことパパリンことビフロ王は、道化師の化粧を施した顔を二人の方に向けた。

「『わたしの純白のハンカチ』ちゃん。そちらのお二人は？」

「紹介するのですよ。こちらの綺き麗れいな黒髪の素敵な女性が英雄称号《戦剣姫ドウルガリエ》アリシエル・クーデライトさん──わたしと同じく《英雄》なのです」

「はじめまして陛下。アリシエル・クーデライトと申します」

　剣神レガリアの直系、貴族でこそないが貴族に匹敵する近衛このえの名門、レガリア流道場の一人娘であるアリシエルは、その立場に相応ふさわしく訓練された礼儀正しさで頭を下げる。

　続いて、エミリアがグレイブを紹介する。

「こっちの、見るからにだらしないのは、何ていうか、うーん、一応、それなりにお世話になっている、頼りにならないこともない感じのグレイブ先生なのです」

「ども、グレイブっす。『はじめまして』」

　ビフロ王は、グレイブを紹介され、ほんの僅わずかな時間、目を見開いた。派手な道化の化粧にすら隠し切れない驚きよう愕がく、だが、それもすぐに消える。

「『はじめまして』、聖ウェルギリウス学園の教師、ということですかな」

「ま、一応ね。安月給ですけどね。こき使われてますけどね」

「ハハハ、宮仕えはどこも大変と決まっていますからなあ」

　まだおっさんではない元《英雄》と、おっさんに見えないおっさんの妖よう精せい王が実に余よ所そ余よ所そしい態度で愛想笑いを浮かべ合う。

　その隙すき間まを突くようにエミリアが口を挟んだ。

「じゃ、挨あい拶さつしたから帰るのです。お父さまもさっさと国に戻るのですよ」

「ああ！　そんな冷たいことを言わないでおくれ『わたしの喜びの歌』よ！　久しぶりに娘に会えると無理をしてやって来たこの父の気持ちを考えておくれ！」

「どうせまた、大臣たちに仕事を押し付けて来たのですよね……」

　エミリアは全すべてを諦あきらめたように、柔らかな金色の髪を揺らして盛大に嘆息する。呆あきれたように、尖とがり耳がぴっこりと上下した。

　対照的に、ビフロ王は喜色満面、実に良い笑顔を浮かべている。

「少し早いが、食事の用意もしてある。そちらのお二人もご一緒にいかがかな」

「すみませんアリシエルさん、センセイ。嫌だったら戻ってくれて良いのです」

「タダメシが食えるんだろ？」

「付き合いますよ、友だちですから」

　グレイブとアリシエルは同席することを承諾した。




　各々が席に着いて程なく、食前酒のスパークリングワインが運ばれて来た。口当たりは極めて軽く、アルコールも弱く、料理の前に口の中をさっぱりとさせる。

「ここは、なかなか、悪くない料理を出すんだ。勿もち論ろん、懐かしき故郷風に」

「あーそうなのですかー、良かったのですねー」

　久しぶりに娘と食卓を囲むのが嬉うれしいのだろう、ビフロ王はスパークリングワインを口に含むと実に上機嫌な調子でそう言った。対照的にエミリアは食事が始まる前からおなかいっぱいとでも言いたげな顔をしている。心なしか尖とがり耳も萎しおれ気ぎ味みで元気がない。

「妖よう精せい族風、予想通りだな」

　グレイブが小声で呟つぶやき、苦笑した。

　この場合の懐かしき故郷風とは単なる妖精族風の料理という意味ではないだろう。間違いなく、妖精族の宮廷料理──フルコースをさしている。

『料理を芸術の域にまで高めた』と称される妖精族の宮廷料理ともなれば、当然、精せい緻ちで、繊細で、芸術的で、要するにルールやマナーが細かくて面倒くさい。間違えても、串くし焼やき肉に齧かじりつくような料理は出てこない。

　ちらと、グレイブは左隣にいるアリシエルを見た。

　凜りん、と、背筋を伸ばして椅い子すに座り、しゃらりと長い黒髪をかき上げる。グレイブの視線に気付いたように凍いて付ついた瞳ひとみを向け、小さく頷うなずいて見せた。

　程なく、扉が開き、銀の盆を載せたカートと共に、第一の皿が運ばれ食事が始まった。

　最初の皿は温野菜のグリーンクリームソースかけ、大きな皿にほんの少し花と蝶ちようを模して飾り切りを施された野菜が載せられ、その周囲にグリーンクリームソースで大自然を描き、草原の趣を再現している。

　ナイフとフォークでソースに絡からめた温野菜を口に運べば、確かに芸術と称されるのもわかる程に上品で、数十の材料が絡み合った複雑で繊細な味がするのだが……

「美う味まいか、アリシエル？」

「……美お味いしい、のではないでしょうか」

「…………まあ、多分、美味いよな。なんかよくわからんが」

　庶民代表のグレイブと、名門の生まれではあるがあまり良い生活をしていなかったアリシエルにとってはこの程度のものだった。

　逆に、これを故郷の味とすら言い切ってしまう妖精王親子は。

「悪くないだろう。ここの料理人は人間族だが、うちの料理長の曾ひ孫まご弟で子しだそうでね」

「道理でソースの味に覚えがあるのです。でも、夏に春の絵を描くってどういう感性をしているのですか。しかもここはポセイドンで、草原なんて見当たらないのです」

「ハハッ、『わたしの気難しい駒こま鳥どりさん』、大陸の東でそこまで求めてはいけないよ」

「だとしても、これではただの猿さる真ま似ねなのです。どうせ真似をするなら徹底的に真似をするべきで、真似をしないのなら師を越える気概を見せるべきではないのですか」

「辛口だね。珍しい。それに少し、機嫌も悪いようだ」

「こんな不意打ちみたいな真似をされて機嫌よくなるわけないのです」

　何を言ってるんだこいつら──と思わずにはいられないような論評をしていた。気のせいかエミリアの顔が普段よりもつんと澄ましているように見えるほどだ。

　金色の髪を優雅なほどにゆるりと揺らしてエミリアが首を振った。

「わたしとしたことが、確かにこれでは料理と、料理人に対して失礼なのです。八つ当たりで料理を侮辱するなんて、まったく最低の行いなのですよ」

　このような料理が、二の皿、三の皿、スープ、魚料理、肉料理にとひたすら続く。

　ビフロ王に遠慮したわけではないがグレイブもアリシエルもあまり口を開かない。かと言って妖よう精せい王父娘おやこの会話も弾んでいるわけでもない。主催者であるビフロ王は娘と話せるだけで楽しいのだろう、終始、笑顔を浮かべていたのが救いといえば救いだろうか。




　コースの最後はナッツとブランデーのケーキだった。

　これもまた、恐らくは目の玉が飛び出るような値段のブランデーを使っているのだろう、一口嚙かむだけでブランデーの芳ほう醇じゆんな香りが口の中に広がって行く。

　そして、デザートと入れ違いに、食後のお茶が各々の前に並んだ。

　黄金に近い鮮やかな茶からは仄ほのかに甘い香りが立ち昇り、口に含めば絶妙な渋みがデザートの後味を洗い流す。これもまた値段を聞けば震え上がるようなお茶なのであろう。

　眉一つ動かさず、エミリアは当たり前のようにお茶を飲み、改めて父親に問うた。

「で、お父さま──お見合いとはどういうことなのですか？」

「お見合いだよ」

　ビフロ王はそのままの答えを返し、匙さじで紅茶のカップを叩たたいた。

　チンチーンと甲高い音がすると程なく、特別室専任の給仕が、大仰な銀の盆を手にして現れた。盆の上には革で縫製された薄い本のようなものが十冊超、載せられている。

　給仕はテーブルの上、エミリアの前に、その薄い本を並べて行く。

　あるものは金糸の鮮やかな縁取りが、あるものには優美な花の刺し繡しゆうが、あるものにはとある詩人の歌が。いずれも趣向を凝らした表紙である。

　エミリアはうんざりしたような目でそれらを眺め、うち一冊を無造作に手に取った。

「……」

　一いち瞥べつするなり、エミリアは嘆息し、尖とがり耳をぴっこりと揺らす。

「どらどら」

　と、興味を惹ひかれたのかグレイブが横から身を乗り出して覗のぞき込こんだ。

　左のページには妖よう精せい族の美青年の肖像画、右のページにはその青年の名前や経歴等の個人情報が記されている。更にエミリアがページをめくると、家族の紹介、家紋の解説、家祖までの家系図等、当人の情報よりも詳細に家系の情報が掲載されていた。

「なんだこれ？」

「お見合い相手に送る家系書。つまり、本人や家族のこととかを記した本なのですよ」

「さすが王族、結婚一つとっても面倒なもんだな……つうか、おまえ、凄すごい勢いでめくってるけど、ちゃんと読んでるのか？」

「読んでいるのですよ。というかこんなの無駄に格式ぶって文章が膨れ上がっているだけなのです。必要な情報を拾い読みするだけで用は足りるのですよ」

「ふぅん、で、どうなのこいつ？」

「んー、公爵家の跡取りで家柄は申し分なしなのですね。実家の商売も上う手まく行っているようですし、家系にも数名優秀な魔法使いがいて王国の要職経験者も多数。当人も肖像画を見る限りは美形で、魔法学博士で、趣味は馬術。社交界での評価も悪くなく、誠実な人柄と評判……要するに、グレグレとは正反対ってことなのです」

「なんだ敵か」

　グレイブはふと、気付いて、エミリアの手を止め、ぺらぺらとページを戻す。

「なあ、この肖像画の兄ちゃん……下のロビーにいなかったか？」

「……え？」

　エミリアが自身の記憶を探るように視線を空に向けた。やがて、その視線がゆっくりと、対面に座るビフロ王に向けられる。

　道化師の格好をした王は、まさしく道化そのもののおどけた仕草で両腕を広げた。

「お見合い相手は、全員、このポセイドンに呼んである。非公式にね」

「アハッ、お見合い祭りなのですね……わたし、晩ばん餐さんとか式典があるのですけど」

「知っているよ。お茶会に晩餐に式典に視察だろう？」

「あー、つまり、わたしたちの行動予定が実質わたしのお見合いだと。教会の作った予定にお見合いをねじ込んだと…………お父さま、本気なのですね」

「もちろんだとも『わたしの幸せな砂糖菓子』」

「霊魔大戦の真っ最中なのですけれど？」

「式は、おまえが、《英雄》の務めを果たした後を予定して準備を進めている」

「随分と急な話なのですよ」

「婚姻は王族の義務だ」

　不意に、ビフロ王の道化めいた空気が消え、大陸の西を統治する王に相応ふさわしいだけの重みを纏まとった。

「勿もち論ろんパパリンは悲しい、本音を言うならお嫁になんか行かせたくない、おまえがお嫁に行く姿を想像しただけで全身の穴という穴から高貴な妖よう精せい汁が出て悶もん死ししそうだ」

「お父さま気持ち悪いのですよ」

「……おまえも似たようなこと言ってただろ美少女汁とか」

　重みを纏っても、ビフロ王の言動自体はあまり変わらなかった。

　エミリアが口を挟み、グレイブが更にぼそりと口を挟むが、ビフロ王は全く聞いていない。自分の言葉に興奮したのか、舞台役者のように身振り手振りを交えて語り続ける。

「それでも、それでも、泣く泣くお嫁にやらなければならないというのならばだ！　パパリンはおまえに世界で二番目に幸福な結婚を用意してあげたい！　一番目は当然パパリンと結婚したママリンなので用意して上げられないのが残念で仕方がないがともかく、これぞとパパリンが選よりすぐった優秀な嫁ぎ先を今日きようは持ってきたのだよ！　このパパリンの親心、賢いエミリアならわかってくれるね？」

「理解はしているのですよ。でも、納得しているとは言えないのです」

　相変わらず気乗りしない様子で、さして面白くもなさそうにエミリアがぼやく。

　テーブルに肘ひじをついて、ぱらぱらと家系書をめくり、また面白くなさそうに息を吐つく。

「要するに、わたしが《英雄》に選ばれたから、こぞってお見合い申し込んで来たってだけの話なのですよね」

「現金な話だね確かに。だが、逆に考えれば、それだけ良い話も多いということだ」

「良い話だろうが悪い話だろうが、面倒なのは同じなのです」

「どうしたんだい、おまえはそんなに物分りの悪い子ではなかったはず──ッ！」

　エミリアの冷たい態度に、ビフロ王は道化師の化粧の奥で困惑を浮かべる。そしてすぐに、何かに気付いたように、はっとして叫んだ。

「ま──まさか、『わたしの永遠の宝石箱』！　もう、心に決めた、愛する相手が！」

「んなわけねーのですよ。こちとら世界で二番目の美少女なのです」

　と、エミリアは言おうとした。

　言葉を声にする直前、電流のように、この面倒なお見合いの押し付けを先延ばしにする手段を閃ひらめいた。

「アハッ！　実はそうなのですよ！」

「な…………な、なんだっとぉおおおおおおおおおおおおお！」

　ビフロ王は頭を抱えて天を仰ぎ、部へ屋やが震えんばかりの大声で咆ほう哮こうする。テーブルを両手でばんばんと激しく叩たたき、立ち上がり、道化師の化粧の奥からきっと娘を睨にらみつけた。

「だ、誰だれだそれは！　おまえをたぶらかしたのは一体誰だ！　連れて来なさい！　今すぐに！　ここに！　その男を！」

「アハッ」

　エミリアは席を立ち、隣の席で、紅茶用の角砂糖を茶菓子代わりに齧かじって暢気のんきに見物しているグレイブの足をさり気なく、そして思い切り踏みつけた。

「いぎっ！」

　思わずグレイブが立ち上がったところでがしりと腕を摑つかみ、甘えるように腕を組み、太陽のような輝く笑顔を浮かべて言い放つ。

「実は、わたし、センセイとお付き合いをさせていただいているのですよ！」

「……え？」

「……なん、だと？」

　グレイブとビフロ王、二人の視線が同時にエミリアの方を向いた。

　グレイブは当然ながら困惑の視線で、ビフロ王は道化師の化粧の上からでもわかるほど、頭に血が昇って顔が真まっ赤かになっている。

「これが、その証明なのです」




　エミリアが少し背伸びをした。




「アハッ──」

「え？」




　彼女にとってこれは、あくまで、お見合いを先延ばしにするためのお芝居だった。

　だから、これも、ただのふりで誤ご魔ま化かすつもりだった。

　近付く顔、灰色の髪、ポセイドンの暑さ──ふと脳裏を過よぎる六年前の夏のこと。

　エミリアがまだ幼く、傲ごう慢まんで、才能を持て余していた頃ころのこと。

　エミリアが魔法について教える代わりに、灰色の髪の旅人から世界の話を聞いた。

　王城と三日月館しか知らぬ彼女にとって、旅人の話は面白く、興味深く、いつしかそれが楽しみになっていて──

『へえ、初めて見たよお嬢ちゃんが笑うところ』

『普段は無愛想なくせに、笑うとあれだな』

『太陽みたいだ』




　エミリアは少しだけ、背伸びをし過ぎた。

　桜色の小さな唇は、小鳥が啄ついばむような愛らしい音を奏でた。

　唇が離れ、その頰ほおを季節はずれの春の花のように染めて、ぽつりと呟つぶやいた。

「──確かに、思ったより、恥ずかしいものなのです」












　そっと、指先で、残されたぬくもりを確かめるようにエミリアが唇を撫なでた。

「でしょう、エミリア」

　感情を見せぬ静かな声で、薄い微笑ほほえみすら浮かべて言ったのはアリシエルだった。

　微笑みこそ浮かんでいたがその瞳ひとみは研ぎ澄まされた刃やいばのように鋭するどく、彼女の手の中で、お茶のカップが粉々に砕けていた。

　凍いて付ついた瞳と宝石の瞳。

　二人の少女が微笑み合い、見詰め合う。

　その傍かたわらで、教師と父親、二人の男たちは馬ば鹿かのように呆ほうけていた。

　少女たちから随分と遅れ、ギギギギギギと、油の足りないカラクリ人にん形ぎようのようにぎこちなく動き出し──爆発した。

「てんめええええええ、この《英雄》崩れ！　うちの娘に手を出しやがったな！」

「いや待て待て待て待て待て知らん知らん知らん知らん！」

「知らんだとこらああ、うちの娘のなにが不満なんじゃあああああああ！」

「どっちだよてめえ面倒くせえな！　父娘おやこ揃そろって面倒くせえな！」

「問答無用死ねやあああああああああああ！」

　大陸の西半分を統すべる妖よう精せい王はすっかり取り乱し椅い子すを蹴けり飛ばす勢いで、かつて世界を守った《英雄》に殴りかかった。

　一応、仮にも、相手は王族。グレイブにも本気で殴り飛ばさないだけの分別は辛うじて残っていた。猪いのししよろしく拳こぶしを振り上げて突っ込んで来るビフロ王の体を避よける。

　びたーん！

　結果、ビフロ王は勢い余ってすっ転んだ。くるっと体が一回転して思い切り頭を打ち、そのまま動かなくなった。

「…………あれ？」

「…………え？」

「……」

　グレイブが、エミリアが、アリシエルが、静かにビフロ王を見下ろす。

　目を回して気絶しているが、幸い、呼吸はしている。

　グレイブが思わず安あん堵どしたところ、ばたん、と、勢い良く扉が開いた。扉の前で見張りに立っていた妖よう精せい族の青年二人が、室内に飛び込んで来る。

「どうなされました妖精王！」

　緑の派手な軍服に、金糸の腰帯、芸術品としても通用する剣は妖精王国近衛このえ兵へいの制式である。つまり、二人はビフロ王の護衛ということだ。

「なっ」

「こ、これは、一体！」

　二人の近衛兵は部へ屋やの様子を見るや、即座に、険しい眼まな差ざしをグレイブに向けた。

　無理はない。一人だけ場所に似合わぬ古びた灰色の外がい套とう姿で、足元に妖精王が倒れていて、しかも、妖精王の娘の腕を摑つかんでいるのだ。これで疑われないわけがない。

「貴様！　妖精王を手にかけたばかりか、王女さまを誘拐するつもりか！」

「おのれ逆賊め！」

「待て誤解だ話せばわかる！」

「問答無ようげっおっ！」

「抵抗しなければ命だけはなんげぎゃっお！」

　グレイブの訴えも虚むなしく近衛兵たちは抜剣し──次の瞬間に、横から回り込んだアリシエルが二人の近衛兵を、椅い子すで思い切り殴り倒した。

　近衛兵たちは抜剣したまま、ずるずると、床の上にへたり込む。

　そして、部屋の中には何度目かの沈黙が訪れた。

「っておいおいおい！　何をしてくれるのアリシエル！」

「話を聞いてくれそうにもありませんし、一度黙らせた方が簡単ではないですか」

「あー、確かに、その考えも間違えてはいないと思うのですけれど……」

　続いて、複数の足音がした。

「何があった、今の音は何事だ！」

「妖よう精せい王！　妖精王！　ご無事ですか！」

「総員抜剣！　いざ、踏み込めええええ！」

「応！」

「応！」

　あっという間に、十人近い近衛このえ兵へいが、抜剣した状態で部へ屋やに踏み込んで来た。

　当然、彼らは、倒れた妖精王と同僚である近衛の青年を目にする。

「おのれ貴様！」

　やはり即座にグレイブが犯人と断定され、彼らは素早く扇状に展開した。グレイブを見る目は険しく、即座に切りかからなかったのはグレイブの傍そばにいる──見ようによっては人質に取られているようにも映るだろう──エミリアを考慮してのことだろう。

「……まあ、こうなるよな」

「……後詰のことは考えていませんでした」

「…………ま、まあ、話せばわかってもえらるのですよ」

「よし」

　グレイブは一人で頷うなずくと、エミリアを強引に、小こ脇わきに抱えた。

「逃げるか！」

「そうですね。エミリア、先程の口付けについては後でゆっくりと話し合いましょう」

「アハッ！　あれはそのー、ものの弾みと言うか何かの間違いと言うか」

　グレイブが凄すさまじい脚力でテーブルを蹴けり飛ばし、その勢いで、自分自身もエミリアを抱えたまま後ろに跳んだ。

「そこの妖精王に伝えておきな！　エミリアはおれが貰もらったと！」

「ななななななにをまた言いやがってるのですかってああああああああ！」

　窓を突き破やぶり屋外へと脱出。

　アリシエルもまた、何の躊ちゆう躇ちよもなくグレイブを追って窓から跳んだ。




「ハッハッハッ、こりゃあやっちまったなあ、まあ仕方がねえ──とりあえず昼めしでも食おうぜ。やっぱあの手の高級料理は食った気がしねえや」

　そして、中天の刻ときが近付き更に強く照りつける太陽の下、グレイブたちは朝と変わらず多くの屋台が並ぶポセイドンの大通り、通称『ポセイドンの台所』にいた。

「こんなに堂々と、表を歩いていて良いのでしょうか」

「下へ手たにこそこそ歩いてるよりも、ひとに紛れたほうが見つかりにくいさ。宿に戻ったら捕まっちまうだろうし、午後になるまでに、ねぐらを見つけにゃならんしな」

「まー、お父さまが意識を取り戻したとして、間違いなく怒り狂って話にならないのですよ。ほとぼりを冷ますまで隠れているのは良いと思うのです」

「だが、それもまた、考え方次第さ」

　グレイブが一度足を止めて、ぐるりと周囲を見渡す。

「来るなり西の王様に捕まってお見合いだの何だのって話を聞かされたが、おれたちがポセイドンに来たのはそもそも──霊魔大戦のためだ」

　霊魔大戦、その言葉に、アリシエルとエミリアの持つ空気が引き締まる。

　グレイブは言葉を続けた。

「ウンディーネを相手にすることを考えれば、お見合いやら式典やらでおまえらの精神を磨すり減へらすより今の状況はずっとマシだ。幸いポセイドンにはつてがある。ちょいと働いて日銭を稼ぐ必要はあるだろうが、それでもずっとマシな暮らしをさせてやるよ」

「先生、何だか楽しそうじゃありませんか」

「なのです。センセイ、まさか、そこまで考えて、逃げてきたのですか？」

「へっへっへっ、おれがそんなに考え深いように見えるかい。そう、その通り、ただの勢いでもっともらしい理由はさっき思いついただけさ！」

　びしり、と親指を立てて、グレイブが無駄に爽さわやかな笑顔を浮かべた。

　アリシエルの凍いて付ついた瞳ひとみは変わらず冷たく、エミリアの宝石の瞳は呆あきれたように輝き、二人揃そろって色々と諦あきらめたように首を振った。

「狙ねらい通りということですね」

「自分が遊びたいが六割、わたしたちの負担を減らすのが四割ってところなのですかね」

「やだ、この教え子たちやり辛づらい。やめて、先生の心の奥底を見透かさないで」

「慣れました」

「同じくなのです」

「まあいいや！　はぐれないように着いて来い！　ポセイドンといえば屋台めし！　手軽で色々あって安くて美う味まい屋台めし！　おれが、おすすめの店に案内してやる！」

　まさしく意気揚々と、古びた灰色の外がい套とうをなびかせてグレイブが歩き出した。二人の教え子は半信半疑、長い黒髪を、柔らかな金色の髪を、揺らしてその後に続いた。




　そして、大通りを歩くことしばし、グレイブはある屋台の前で足を止めた。

　他の屋台と何が違うわけでもない。やっているのも頭に布を巻いてサンダルを履いた枯れ枝のような老人だ。にこにこと愛想の良い笑みを浮かべて屋台の中で客を待っている。

　グレイブは屋台の前に立ち、軽く手を上げる。

「よう、船長。久しぶりだな」

「おまえさん、グレイブか！　久しぶりじゃのう。いつポセイドンに戻った！」

　船長と呼ばれた老人は驚いたように目を見開いた。よく見れば老人の左手は手首から先がなく鉄製の鉤かぎ爪づめが生えており、老いた体のあちらこちらに古傷の痕あとが残っていた。

「さっき来たばかりさ。ああ、後ろの二人を見ればわかるかもしれないが──」

「ほう！　言い寄る娘子を相手にせず商売女のひとりも近づけさせなかったおまえさんがどういう風の吹き回しだ。こんな若い娘さんたちを嫁にしたのか！」

「いや違う、色々あって面倒を見てるだけだ」

「嫁ではありません。ただ恋をしているだけです」

「アハッ、未み来らい永えい劫ごう、グレグレの嫁になるとかありえないのですよ」

　三人がそれぞれに言うが、老人はふむふむと頷うなずくばかりだ。

「いやめでたい、めでたいことじゃ」

「あー、まあ良いや。とりあえず、めし食わせてくれねえかな」

「わかったわい、待ってろすぐに用意してやるからの！」

「ところで先生、この看板に書いてある『汁しる麵めん』とはどんな料理なんですか」

「…………何って言われても、麵は麵だが、そうか東や西だと麵って見ないか、ううむ」

「小麦粉をこねて伸ばして細長く切ったものを茹ゆでた料理、なのです。わたし、何回か食べたことあるのですよ」

「どういうものか、ちょっと想像が出来ません」

「まあ見ればわかる……あ、忘れてた、爺じいさん、六人前な」

「はいよ、六人前じゃな」

「六？」

「それは多いのですよセンセイ！」

「ほっほっほっ、お嬢さん方はポセイドンは初めてかな？」

　老人は変わらず人の良い笑みを浮かべ、それこそ孫に向けてするように説明をする。

「ポセイドンの一人前は余よ所その半人前でな。屋台をはしごするのがポセイドン流じゃて」

「ついでに、クソ暑くて食欲がないときでも、半人前なら何とか入るだろってな」

「……なるほど、土地柄ですね」

「勉強になるのですよ」

　手軽な屋台めしは注文して出て来るまでの早さも重要だ。老人は右手と、鉤かぎ爪づめの左手を使い実に手際よく料理をする。小分けしていた麵を右手で放ほうり込むと、鉤爪の左手にざるを引っ掛け、鮮やかに取り上げる。そして、麵を澄んだスープで満ちた深い木の椀わんに入れ、上から緑の香草を振りまき、最後に半分に切ったゆで卵を一つのせ、突き匙さじと共に、汁麵の椀を三人の前に置いた。

「お待ちどう、さ、おあがりなさい」

　小麦の細麵に澄んだスープ、ゆで卵の黄色と香草の緑がいかにも涼しげで鮮やか。

　いただきますと手を合わせ、一行は食事を始めた。

「汁麵はだ。まず、椀を持って、こう口をつけてだな。この突き匙で麵を絡からめるようにして、ずるずるっと汁ごと口の中に入れるんだ」

「こうですね……あ、出来ました」

「どうよエミリア、味の方は」

「さっぱりしていて悪くないのです。上に乗ってる香草がちょっと苦いのですけれど」

「香草は好き嫌いがわかれるからなあ。香草なしも注文出来るから次はそうしとけ」

　最初は戸惑い気味だったアリシエルもエミリアもすぐにこつを飲み込み、ずるずると麵めんを啜すすり始めた。細麵の喉のど越ごしと僅わずかに酸味のあるさっぱりとしたスープの相性は抜群だ。

　いや、たださっぱりしているだけではない。何か滋味、こくがスープの奥にある。

　この『こく』がなければ、この料理は随分と味気がないものになっていただろう。

「海の味がしました」

「屋台料理とは思えない上品な味だったのです。人間族もやるものなのですよ」

「魚の骨を煮込んで、海の味をスープに溶け込ませるのさ」

「工夫ですね……そうだ、先生」

「おう？」

　アリシエルが慣れた手つきで、突き匙さじに絡からめた麵をグレイブの口元に運んだ。

「あーん、です」

「あーん……じゃ、アリシエルにもあーん」

「…………あーん」

　当たり前のように、二人がなれた手つきでお互いに食べさせ合う。

「昔は普通のあーんも出来なかったアリシエルが、立派になったなあ」

「はい、先生にはお世話になりました。私が立派にあーんを出来るようになったのも、たまに殺されかけていた先生のおかげです」

「あーんに、ひとの生き死にが出る時点で何かおかしいんだけどな」

「隙すきあらばいちゃいちゃしてんじゃねーのですよ。けっ」

　ぎろりと、あーんを繰り返す二人を睨にらんでエミリアが吐き捨てる。だが吐き捨てられたアリシエルはむしろ勝ち誇るように、余裕さえ感じさせて言い返した。

「羨うらやましいならエミリアもやれば良いじゃないですか」

「しないのですよ！」

　威嚇する獅し子しの如ごとくに吼ほえ、エミリアはずぞぞぞぞと自分の汁しる麵めんを盛大にすすった。

　程なく、三人は空になった椀わんを屋台に置いた。満足そうなアリシエルとエミリア、対照的にグレイブは怪け訝げんそうな顔をしている。

「ごちそうさまでした、美お味いしかったです」

「ごちそうさまなのですよ」

「ごちそうさん、なあ、爺じいさん、どっか悪いのか？」

「ほう？」

「味は良かったよ。ただ、麵めんの練りが、前に食ったときより甘い」

「気付きおったか……そうじゃろうな、わしも歳としには勝てんかった。引退を考えておったところじゃよ。最後に、おまえさんに会えたのも、何かの縁かもしれんな」

　老人の笑みが僅わずかに翳かげる。先程まで鮮やかなほどに素早く料理をしていた腕、その腕を支える肩が力を失ったように落ちて、首を振る。

「わしの自慢の海の男が、最近、元気がなくてのぅ。若い女房を貰もらったのにのぅ」

「おいこら爺じじい、おれの心配を返せこら」

「…………？」

「…………うわあ、このお爺じいさん、グレグレの同類なのですよ」

　グレイブが灰色の髪をわしゃりとかき、懐から数枚の銅貨を取り出した。

「ったく、真面目まじめに相手して損した。金、ここに置くぞ」

「ほいほい確かに──それで、おまえ、どうして、戻って来た」

　俄にわかに、老人の目付きが鋭するどさを増した。

「おまえが本当に、嫁を見せるためだけに戻って来たと言うならわしは嬉うれしい。だが、そうではないのじゃろう。おまえはそういう奴やつじゃよ」

「理由は言えない。だが、頼みがある」

「理由は言えない。だが、頼みはあると」

　刃やいばの如ごとき老人の視線が、ちらとアリシエルを、そしてエミリアを見やる。

　老人は頷うなずき、ばしん、と、枯れ枝のような体とは裏腹な力強さでグレイブの肩を叩たたく。

「よかろう、何があったのかは聞かん。おまえはわしの船に乗った家族だ。船長としておまえの面倒を見る義務がある。言え、何が必要じゃ」

「部へ屋やを一つ。着替えと食い物と日銭を稼げる仕事」

「手配しよう。その辺でめしでも食っておれ。わしの名前を出せば、金も取られまい」

　グレイブの図ずう々ずうしい要求を、老人は迷うことなく頷いて受け入れた。

「頼んだぜ」

「先生」

「説明は後だ」

　戸惑う教え子たちを促し、グレイブたちは屋台の前を離れた。

　刃の鋭さは幻であったかのように、枯れ枝のような老人はいかにも好こう々こう爺やといった笑みを浮かべて、鉤かぎ爪づめの左手を振って三人を見送っていた。アリシエルとエミリアは礼儀正しく頭を下げて手を振り返す。

　やがて老人の姿が見えなくなって二人はグレイブに問うた。

「……あのひとは元軍人ですか？」

「いんや、違う。ただの元漁師で、ポセイドンの顔役の一人だよ。船長キヤプテンホークアイっつー格好の良い爺じいさんだ。あの左手は昔、サメに食われたってよ」

「わしの船に乗ったとか、何の話なのです」

「ポセイドンの授業、この前したよな」

「はい。確か、独特の社会制度があると」

「ポセイドンは聖暦五十二年に人類王連盟に加入し東部統一法を受け入れた。けどな、そもそもポセイドンは船乗りと漁師の寄り合い所帯なんだよ」

「えーと、『船』を元にした『一家』制度、だったのですよね」

「そうそう、力のある船が他の船を従えて船団──『一家』を作って延々と抗争をやってたわけだ。で、『一家』の一番上が『船長』。今でも、この一家制度は生きていて、ポセイドンを実質的に仕切ってるのはあの爺さんを含めた『船長』たちだ」

「相変わらず、人間族はまとまりがなくてごちゃごちゃしているのですよ」

「おれは昔、あの爺さんにちょっと世話になってな。その縁が今も続いている」

　老人の話をグレイブが終えると、アリシエルがしゃらりと長い黒髪をかきあげた。

「道理で、あのお爺さんから、修羅場の匂においがするはずです」

「……いや、十五歳で修羅場の匂いを知っているおまえもどうなんだよ」






第四章「ポセイドンの午睡」









　ひとの心に必ず暗い部分があるように、ひとが集まれば必ず暗い場所が出来上がる。

　ポセイドンの場合は、大陸の方々から来て港の日雇い仕事で食いつなぐ流民たちが集まる貧ひん民みん窟くつとでも呼ぶべき一角だ。常に腐ったような匂いがしており荒っぽい漁師たちですら必要以上に踏み込みはしない。観光客や一般人が敬遠する一方、脛すねに傷持つものたちは次々に引き寄せられて行く。

　本物の闇やみの中に生きるものたちにもまた、その浅い暗闇は居い心地ごこちの良い場所だった。

「『毒の杯』に『拳けん闘とう士し』と『轟ごう雷らい師し』……ポセイドンの同志が勢ぞろいしているところ悪いんだけどさ、ボクは応援を頼んだ覚えはないよ？」

　貧民窟の薄暗い路地で、本物の闇の中に生きる白い少女が気だるげにそう言った。

　タルタロス禁忌教団内陣第七席『死の影』メメント・アコライト。

　色が抜け落ちたような白髪、硝子ガラス球めいて虚うつろな瞳ひとみ、死人を思わせる白すぎる肌、袖そでを余らせた大き目の服。彼女はやはり気だるげに、三人の男たちを眺めている。

「そうは言いますが、『灰色』の居場所を摑つかんだのはこのわたくしです。ならば、わたくしにも、この粛清に参加する権利があるとは思いませんか」

　慇いん懃ぎんな口調で告げる男の肌は浅黒く、もしもこの場にグレイブがいたら、『珊さん瑚ごの雫しずく亭』の受付で見た顔であったと気付いたであろう。

　その隣には岩を人の形にしたような大男がおり、ゆっくりと重々しく口を開いた。

「わたしは手柄に興味はない。だが、友を一人、『灰色』に討たれている」

「…………」

　三人目、最後の一人は何も言わなかった。頭からすっぽりとローブを被かぶっており、性別すらわからない。

　いずれもメメントと同じ禁忌教団に属し、契約魔法を修めた禁忌魔法使いである。

　グレイブを追いポセイドンまで追って来たメメントとは違い、彼らは元々、ポセイドンを拠点にしている禁忌魔法使いだ。

「それに、我々、特にこのわたくしはポセイドンに知り合いが多い。外からやって来たあなたと違いポセイドン教会の上層とも幾人かの『船長』とも繫つながりがある。たとえば『灰色』が頼りにしている『船長』の名前、その『船長』の縄張り、こういった情報はあなたにとっても役立つはずです」

「取引ってことか。別に良いけどさ、どうするの、まさか全員で？」

　メメントはどうでも良さそうに、白髪を揺らして肩をすくめる。

「まさかとんでもない。『我々は同志であれど仲間に非あらず』、ただ己の歩む外道の魔道こそが正しいとする狂信の徒。必要なのは協調ではなく境界線でしょう」

「はいはい、じゃあ、くじでも引いて順番を決めようか」

「ご理解頂き、感謝します」

「話が早いな、『死の影』よ」

「……」

「どうせ、ボク以外の誰だれにも、ししょーは殺せないからね」

　くじの結果、一番手は、『珊瑚の雫亭』にいた浅黒い肌の男に決まった。

「それでは、この『毒の杯』──一献、ご相伴に預かりましょう」

　闇やみの中に生きる、禁忌の魔法を使うものたちが、闇の中で蠢うごめき始める。




　ホークアイ老人に諸もろ々もろの手配を頼んだグレイブ一行は大通りで屋台をはしごしていた。

「うめえ、うめえ、やっぱりポセイドンは麵めんだな。いくらでも入る」

「このスープ、ぴりっと辛くて美お味いしいです」

「んー、香草抜きだとちょっとさっぱりしすぎて物足りない味になるのですね」

「『さっぱり』と『刺激』ってな。暑いからさっぱりしたものが良い、でもそれだけじゃ物足りないから刺激を、ポセイドンのめしはそんな感じだからなあ」

　やがて中天の刻ときを告げる鐘が鳴ると、屋台は次々と店みせ仕じ舞まいの準備を始めた。

「どうしたんでしょうか。まだお昼を過ぎたばかりなのに」

「あれ、本当だ。お店がどんどん閉まっていくのですよ」

「ポセイドンじゃ、ほとんどの店は昼を過ぎると『暑すぎて商売してらんねえ』って夕方まで休むんだ」

「……冬は休まないんですか？」

「『寒すぎて商売してらんねえ』って休んでるよ」

　因ちなみにポセイドンは冬でも温暖なため、下へ手たをすると夏より過ごしやすい程である。

　程なく、ホークアイ老人の使いという子供がやって来た。目がくりくりとしたいかにも利発そうで、真っ黒に日焼けしている男の子だ。

　男の子はグレイブたちを大通りから少々奥に入った位置にある安宿に案内し、宿の女将おかみさんと二、三言会話すると去って行った。

　宿の名前は『海風の歌亭』、木製の看板には船とイルカが描かれている。一階が酒場兼食堂で二階以降が宿屋という大陸ではよくある形式で、建物こそ古いが手入れは行き届いており小奇麗な印象を与えた。

　やはり日焼けした、恰かつ幅ぷくの良い女将は愛想良く三人を出迎え、部へ屋やに案内する。

「ここだよ。話は『船長』に聞いてるから、好きに使いな」

「どーも、良い部屋だ」

「自慢の宿さね。何かあったら下にいるから遠慮するんじゃないよ」

　通された部屋は本来なら一人用なのだろう、三人が入るといっぱいになってしまう程度の広さだった。しかし前述の通り小奇麗で、きちんと掃除されており、寝台のシーツも清潔で質の悪い宿のように虫が湧わいているようなこともない。

　床の上に丸い、わらを編んだ絨じゆう毯たんのようなものが敷かれている。それは机の代わりであり椅い子すの代わりでもあり食事や喫茶の際に座るためのものだ。

　アリシエルとエミリアは、どこか物珍しげに部屋の中を眺めていた。

　グレイブは窓の上部に巻物状に畳まれていた日ひ除よけ布を下ろして、窓を半分塞ふさいだ。そして備え付けの棚に畳んで置かれていたチュニクを──大陸で用いられる部屋着、一枚布から作る簡単な貫頭衣。丈は膝ひざ上、頭からすっぽりと被かぶって腰部分を紐ひもで結ぶ──二人に向けて放ほうり投げる。

「とりあえず、それに着替えとけ。これから、ポセイドンのクソみたいに暑い午後を乗り切る方法を教えてやるから」

「わかりました」

「はーいなのです。にしても、このチュニク、妙にごわごわしているのですね」

「風通しの良い麻布で作ってんだよ。ポセイドンだからな。案外、着き心地ごこちは悪くないぜ」

「では先生、着替えるので」

「わかってる。おれはちょいと、下に行ってるさ。適当に戻って来るよ」

　軽く手を振り、グレイブは部へ屋やを出た。




　そして、時間を見計らい、グレイブは部屋に戻る。

「チュニクの着き心地ごこちはどうだ？」

　ごわごわとした麻布の貫頭衣は何の模様も入っていない無地で、腰で結んだ紐ひもも同じく素っ気ないものだ。高級品になれば色染めや刺し繡しゆうが施されて煌きらびやかになるのだが、安宿の備品にそれを望んでも仕方がない。

「良いですね、これ」

「最初はどうかと思いましたけれど、本当に悪くない着心地なのですよ」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げて、文字通り、豊かな胸を弾ませてアリシエルが言う。エミリアは機嫌良さ気にふわりとその場で回って見せた。柔らかな金髪が揺れなびいて、チュニクの裾すそがふわぁりと膨らむ。

　何気ない仕草。チュニクが地味であるからこそアリシエルとエミリアという素材そのものが際立っているように思えた。具体的には、チュニクの裾から覗のぞく太もも等はすばらしいのではないのかとグレイブは考えた。

　アリシエルの凍いて付ついた瞳ひとみが、ふと、グレイブの手元を見た。

「先生、それは？」

「サングリアだよ。下の酒場で貰もらって来た。こいつもポセイドンの定番だ」

　グレイブは片手にくすんだ大きな硝子ガラス瓶をぶら下げていた。中は鮮やかなルビー色の液体で満ちており、皮ごとざく切りにしたオレンジが漬けられている。

「ワイン……に果実を漬けている、のですかね？」

「瓶に好きな果物をぶち込んで、ワインと水と蜂はち蜜みつに漬けて、ちょいと寝かせれば出来上がり。こいつを飲みながら、部屋でだらーっとするのもポセイドン流さ」

　エリュシオン大陸では東西を問わず飲酒に年齢制限はない。しかし一般的に『若者は飲酒を慎むべきである』ともされている。要するに、飲むならこっそり飲めということだ。

　二人ともあまり飲酒の経験はないのか、興味をそそられたようにルビー色のサングリアを見詰めている。エミリアに至っては、ぴこぴこと妖よう精せい族の尖とがり耳を揺らしている。

「んじゃ、早速だけど一杯やろうぜ」

　グレイブがどん、と、サングリアの瓶を置きわらの絨じゆう毯たんの上にあぐらをかいた。アリシエルとエミリアもそれに続き、腰を下ろして足を崩す。

「気の置けない連中となら瓶のまま回し飲み、なんてのもするんだがな」

　飄ひよう々ひようと肩をすくめ、グレイブは瓶と一緒に借りて来たカップにサングリアを注いだ。鮮やかなルビー色で満ちたカップを、それぞれが手に取る。

「そんじゃあまあ、乾杯するか」

「何に、でしょうか」

「ポセイドン旅行記念で良いんじゃね？」

「忘れてるかもしれないのですけれど、わたしたちは霊魔大戦に来ているのですよ」

「んじゃまあ、これから霊魔大戦頑張りましょうの会で良いや。ほれ、かんぱーい」

「乾杯」

「相変わらず適当なのです……はいはい、乾杯なのですよ」

　軽く、カップ同士を打ち鳴らし、彼らはサングリアを口に運んだ。

　鮮やかなルビー色、ワインとフルーツの香り、口に含めばさらりと甘く、後味も悪くはない。暑い夏の午後に、日陰でだらだらと飲むには悪くない、適度に、緩い味がする。

　にっ、とグレイブが笑った。

「悪くないだろ」

「……のんびりした味ですね」

「…………明らかに安物のワインなのに結構美お味いしいのですよ。いえ、これは逆なのですね、安ワインを美味しく、楽しく飲むための工夫なのです」

　サングリアはきつい酒ではない。むしろ、水で割りフルーツを漬けているために酒精は弱い。酔いはゆっくりと、そして、穏やかに進むのも特徴だ。

　日ひ除よけ布を半分下ろした窓から、生なま温ぬるい午後の風が部へ屋やの中に吹き、何とも弛し緩かんした空気が流れる。

「あー、しかし、これから、どうなるのですかねえ」

「なるようになります」

「気にするな。ビフロのおっさんも、今は頭に血が昇ってるだろうがそのうち折れる」

「わたしが言うのもあれですけど、お父さまって結構に親馬ば鹿かで馬鹿親なのですよ」

「関係ないさ。なあ考えてみろよ、どうして、教会が用意したはずの宿に、ビフロのおっさんがいた？　晩ばん餐さんやら式典やらにエミリアのお見合いなんてのをねじ込めた？」

「何らかの取引があったと？」

「その可能性もあるのですけど、多分、普通にお願いしただけなのです。お父さま──妖よう精せい王の『お願い』って、実質的には命令と変わらないのです」

「権力って恐ろしいねー、先生、怖すぎて全身の穴という穴から先生汁漏らすわ」

「汚いですね」

「最低なのです」

　アリシエルとエミリアが冷たい眼まな差ざしを向ける。グレイブは肩をすくめ、からからと陽気に笑い飛ばした。

「逆に言えば、妖精王も教会って権力をまるで無視は出来ない。絶対に向こうから折れて来る。理由は簡単、おれたちがいなけりゃ世界は滅ぶからだ」

「……あれ？　何だか、わたしたちの方が性た質ち悪くないのですかそれ？」

「そうだよー。おれたちは世界を人質にとってるようなもんだよー」

「先生が私たちの教師でなかったら、そんなこと、思いもつかなかったでしょうね」

「《英雄》は世界を守るもの、世界を守ることが《英雄》の使命……なのですからね」

　悪びれないグレイブの言葉に、アリシエルとエミリアの二人は思わず苦笑する。何が面白いのかグレイブは、へっへっへっと悪戯いたずら小僧のように笑っている。

「歴代《英雄》を並べてもかなりの不良《英雄》って自信はあるぜー。だからようエミリア、おまえのお見合いをぶっ壊すぐらい、簡単に出来るんだぜー」

「気持ちはありがたいのですが、婚姻は王族の義務なのですよ。遅かれ早かれなのです」

「おれが嫌だ」

「えっ──！」

　ぐびぐびとサングリアを飲み干しながらグレイブが言った。酒精がやんわりと体に回っているのか、顔は僅わずかに赤く、普段よりも更に口が軽い。

　エミリアもそうなのだろうか、急に、頰ほおを赤く染めてはにかむように顔を伏せた。

「ま、おれは王族じゃないから無責任に言わせてもらうがな。あの男のやり方が気に食わない。あの男が用意したのは『選ぶ』という選択肢だけだ。『選ばない』という道を許さない押し付けだ」

　はんっ、と、グレイブは皮肉と自じ嘲ちようを込めて鼻を鳴らした。

　自分でもわかっているのだろう。グレイブの言葉は所しよ詮せん、何も持たない根無し草だからこそ言えることだ。世界はいつだって誰だれかの犠牲で成り立っている。

「まったく、この世界は、クソの塊だ」

　かつて《英雄》を押し付けられた男が言った。

　生なま温ぬるい風が吹く、煮え切れない午後、静かに重なる杯。

　グレイブが何杯目かの酒を飲み干す。

　その静かな瞳ひとみに、エミリアは、六年前の夏に訪れた旅人のことを思い出していた。

　それは、幼い魔法の天才だった彼女が旅人に魔法の基礎を教えていた時のことだ。




「ねえ野蛮な人間族の旅人」

「なんだ偉そうな妖よう精せい族のお嬢さん」

「あなた、何のために魔法を学んでいますの？」

「突然どうした？」

「単に興味が湧わいただけですわ。魔法の基本も知らない人間族がいきなり三日月館に飛び込んで来るなんて、普通はありえませんもの。聖ウェルギリウスとかいう学園を卒業した人間族が更に魔法を学ぶために入学するという話はたまに聞きますけれど」

「どうせ教わるなら一番上のが良いだろうと思ってなー。お嬢ちゃんは確か、大賢人プルタークの残した魔法書目当てだっけ？」

「話を逸そらさないでくださいまし。わたしが聞いているのはあなたの理由ですわ」

「…………そうだなあ、罪滅ぼしかな？」

「は？」

「いや、どっちかって言えば復ふく讐しゆうかも」

「どっちですの」

「わっかんねーや、おれにも」

　灰色の髪をした旅人はそう言って、寂しげに笑って見せた。

　幼い彼女には、やはり、その意味などわかりもしなかった。

「ま、あれだな。ひょっとしたら何かの役に立つかもしれないから学んどこうってな」

「適当ですわねえ」

「んー、そうだなあ。おれは、魔法使いとしてはお嬢ちゃんの足元にも及ばない」

「ですわね。あなた、ド素人しろうと同然ですもの」

「お嬢ちゃんは魔法の天才、鬼子、微笑ほほえむ魔女と褒めてるのか貶けなしてるのかわからんあだ名をいくつも頂戴しているわけだ」

「ですわね。根も葉もない噂うわさを流してはくれますけれど、わたしに勝てない凡才どもの嫉しつ妬とだと思えば腹も立ちませんわ」

「だが、おれにとって、お嬢ちゃんはただのお嬢ちゃんだ。全然怖くない」

「…………それはそれで、不愉快ですわ」

「はっはっはっ、ま、おれがお嬢ちゃんの可愛かわいいところを知ってるってのもあるが」

「…………そ、それはそれで、ふ、不愉快ですわよバァカ」

「それ以上に、いくら優秀でも、魔法しか使えない魔法使いは怖くない」

「どういうことですの、それ」

「手札は多いほうが良いってこと」

「そうとも限りませんわ。大賢人プルタークや剣神レガリアのように、一つの道を究めて極めたひともいます。いえ、むしろ、歴史に名を残すのはそのようなひとです」

「魔法以外も知った上で魔法の道を選んだ奴やつと、魔法しか知らなくて魔法の道を進む奴が同じだと思うかい？」

「視野の問題だと」

「おれはそう思うね」

「つまり、わたしの視野は狭いと」

「そいつは、これからのお嬢ちゃん次第だろうさ。言うだろう、『鳥とり籠かごの中にいる限り、大空を知ることは出来ない』ってな」

「…………」




　昔のことを思い出すうちに、ぼうっとしてしまっていたのだろう。

　ぱたり、と、何かが倒れる音がして、はっ、と気付いたエミリアが目にしたのは、

「アリシエル……」

「……先生、そんな、急に、困ります。困りますが恋人だから仕方ありませんね」

　グレイブが、アリシエルを押し倒し、わらの絨じゆう毯たんの上に組み敷いている姿だった。

「ななななななな、何をしやがっているのですか！」

　ぴっこーんと、妖よう精せい族の尖とがり耳を立て、エミリアが勢い良く立ち上がる。返答次第では、否いな、返答を待つまでもなく、エミリアはグレイブを蹴けり飛ばさんと構える。

　押し倒される側のアリシエルが満更ではなさそうなのは、今更であろう。

　だが急に、アリシエルの顔から表情が消えて、嘆息した。

「エミリア」

「はい！」

「先生が寝てます」

「……………………はい？」

　アリシエルがグレイブの体を自分の上からどかした。床に仰あお向むけに転がされたグレイブは目を閉じて、すこーすこーと、寝息を立てている。

　しゃらりと長い黒髪をかき上げてアリシエルが首を振った。エミリアは宝石の瞳ひとみを何度もぱちくりさせて、小さく苦笑した。

「アハッ。センセイってお酒に弱かったのですね」

「そうみたいですね。いっそ、酔い潰つぶしてしまうのも手ですか」

「何を恐ろしいことを企たくらんでいるのですか」

「子供の名前はどうしましょうか？」

「全力で突っ走り過ぎなのですよ！　いつものことなのですけれど！」

「冗談ですよ、まだ」

　言って、アリシエルはサングリアが入ったカップを取り、ぐいと飲み干した。

　ちら、と凍いて付ついた瞳がサングリアの瓶を見る。まだ四割ほども残っている。彼女は、瓶を手に取ると、そのまま、口に運び、ぐびぐびと一気に飲み干してしまった。

「ちょ、な、何を考えてるのですか！」

「これぐらい飲んでいれば、大抵のことは酔った勢いで許されますよね」

「いや許されないと思うのですよ！」

　アリシエルは表情一つ変えず、酔った素振りも見せず、淡々と言ってのける。

　エミリアの言葉を半ば無視して、彼女はグレイブの隣に寝転んだ。

「これで間違いが起きる準備は完璧です。ではエミリア、おやすみなさい」

「アハッ、アリシエルさんが止められないのですっていうかまったく止まらないのです」

「剣士として、攻め時は見極めていますから」

　凜りん、と──無駄に凛り々りしく告げ、アリシエルは凍いて付ついた瞳ひとみを閉じた。

　グレイブの隣で、わざわざ、グレイブに体を、特に、麻布のチュニクに包まれた豊かな膨らみを押し付けるようにして彼女は眠りについた。

「どうしろって言うのですかこれ」

　エミリアは頭を抱えて、柔らかな金髪を揺らして首を振る。だが、やがて覚悟を決めたように、アリシエルとはグレイブを挟んで反対側にごろんと寝転んだ。

「これは、あくまで、間違いが起こらないように監視するためなのです！」

　きりり、と宝石の瞳に力強い輝きを宿してエミリアは言った。

　生なま温ぬるい午後の風、ひんやりとした床の上、程よい酩めい酊てい。

　グレイブはとうに、すやすやと寝息を立てて眠っている。

　まどろみが、彼女たちの上にも、落ちて来る。













第五章「ふつうのせいかつ」









　日暮れと共に、ポセイドンは二度目の朝を迎える。午睡が終わり都市が目覚める。

　暗く沈んでいた町に多くの火が灯ともり、店が開き、屋台が並び、人々が行きかう。『船の都』のもう一つの顔、眠らない夜の町としてのポセイドンが始まる。

　グレイブたちが潜む安宿、『海風の歌亭』の周辺も例外ではない。そして、目覚めた夜の町に、その男が紛れていた。

「わたくしとしたことが、少々手間取ってしまいましたね」

『珊さん瑚ごの雫しずく亭』の受付にいた浅黒い肌の男、タルタロス禁忌教団に属す禁忌魔法使い『毒の杯』である。

　さすがに受付に立っていた時とは違い、ポセイドンの地元住民と同じ服装をしていた。頭に日ひ除よけの布を巻き、膝ひざまでのズボンをはき、サンダルを履いている。

　彼は一つ向こうの通りから『海風の歌亭』を眺めていた。

　今、一人の男が、『海風の歌亭』を出た。灰色の古びた外がい套とうをなびかせ、真まっ直すぐに、こちらへ向かい、歩いて来る。男は『毒の杯』の前で立ち止まり告げた。

「や、どーもどーも。何か、闇やみっぽい匂においがしたから多分敵だろうなと思って出てきたんだけど、間違えてない？　間違えてたらごめんなさいするから」

「謝る必要などありません。わたくしは間違いなく闇の住人、禁忌なる教団に属して魔の外道を歩むもの──教団内陣第十八席『毒の杯』と申します」

『毒の杯』は愚かな獲物に向けるような高慢な憐れん憫びんの微笑を浮かべ、慇いん懃ぎんに、体を折って一礼する。

「謝る機会などありません。裏切り者の『灰色』は、ここで、わたくしに殺されるのですから」

「なるほどねえ、まあ丁度良かったよ。実は、着替えを覗のぞこうとしてうちの生徒たちに部へ屋やを追い出されたところだったんだ」

『灰色』──グレイブは、さして興味もなさそうに頷うなずいた。

「おれの事情に巻き込まずにすんだ」

「わたくしも、無関係の相手を巻き込むのは趣味ではありません」

「はっはっはっ、紳士だ。でも驚いたぜ、来るなら『死の影』だろうと思ってた」

「名高い『灰色』を狩れば教団内での序列も上がるというものです」

「手柄争い……じゃねえか、そもそも『同士であれど仲間に非あらず』なのが教団だしな」

「その通りでございます」

「つまり、おまえを倒しても、まだ、何人かいるってことか」

「その通りでございます」

　また慇いん懃ぎんに、『毒の杯』は微笑ほほえんだ。

「参考までにお伝えするならば、残りは『死の影』を含めて三人おります」

「親切だねえ、わざわざ、そんなことを教えてくれるなんて」

「わたくしの自信の現われだと思っていただければ問題ないかと」

「ふぅん？　『毒の杯』の名前を聞いた覚えはないんだがなあ。五年前の内陣にいなかったか、まあ、単におれが知らなかったか……」

「前者でございます。わたくしが内陣に上がり、偉大なる霊魔と契約し、『毒の杯』となったのは三年前のことでございますから」

「へえ、三年で十八席か、あんた、なかなか優秀なんだな」

「光栄の極み。しかし、序列こそ最下位でありながらその力は教団でも屈指と語られた『灰色』に褒められるのは少々こそばゆくもありますね」

「その言われ様こそ、こそばゆいもんだ」

　からからとグレイブは笑う。

　日が沈んだ、薄暗い通り道、昼の暑さと夜の冷たさが混ざった生なま温ぬるい風が吹く。

　二人の男が静かに対たい峙じし、周囲に、ひとの影はない。

「『毒の杯』というからには、やはり、毒を使うのかい」

「無論でございます」

　す、と、『毒の杯』は右手を掲げ、その五指を開いて見せた。

　その爪が鋭するどく尖とがり、何か、ぬめぬめとどす黒い液体で濡ぬれている。

「毒をその身に蓄え、自在に操るのが我が加護。この五指に宿したるは、いずれも、一滴でひとの命を奪う猛毒でございます」

「かすり傷一つか」

「はい、かすり傷一つでも負えば、あなたの命はございません」

「怖いな」

「いいえ、いいえ、何を仰おつしやいますか。あなたは、相手がわたくしであったことを喜ぶべきでございますとも。このわたくしは、『死の影』を含め、あなたの始末に手を上げた禁忌魔法使いの中では最も慈悲深い」

　さも驚いたように、しかし、あくまで慇懃に──その態度の裏に冷笑を隠して、『毒の杯』が語りかける。

「わたくしの与える死には僅わずかな苦痛もない。毒をほんの一滴、かすり傷一つで、夢を見ているようにあなたの生は終わるのですから」

『毒の杯』は、文字通りに一撃必殺の、猛毒の右手を緩やかに構えた。

　グレイブは構えを取らず、両手をだらんと下げたまま、ごく自然に立っている。

　否いな。

　そのまま、突然、全身の力が抜けたように、ばたんと、通りに、倒れた。

「…………なんだ、体が、動かない、違う、力が入らない？」

「どうやら、やっと、効いて来たようですね。思ったよりも時間がかかったのは、あなたの肉体がそれだけ頑健であるということでしょうか」

　グレイブは辛うじて動く首を上げ、倒れたまま、『毒の杯』を見上げた。

『毒の杯』はこの状況にあっても慇いん懃ぎんな態度を崩さず、儀礼的に微笑ほほえんでいる。

「少しばかり、濃度を上げて、見えるようにしてさしあげましょう」

　言葉と同時に、『毒の杯』の全身を薄っすらとした霧のようなものが覆った。いや、正確に言うならば、霧のようなものが濃くなり、結果として見えるようになったのだ。

「この世界で最も優れた飛び道具は矢でも魔法でもございません。それは、我が毒を宿した空気でございます。音もなく、匂においもなく、味もなく、忍び寄り感染する」

「ああ、なるほど。道理で、ぺらぺらと、よく、喋しやべってくれる、と、思ったぜ」

「その通りでございます」

　初めて、『毒の杯』は、その慇懃な態度という仮面を脱ぎ去り本当の顔を見せた。

　勝ち誇り、見下す、傲ごう慢まんで残酷な、勝者の笑みを浮かべた。

「あなたは、わたくしの前に立った、その瞬間に、敗北していた」

「なるほどな」

「それでは、『灰色』さま」

　文字通りに一撃必殺の右手を己の胸元に当て、『毒の杯』が一礼する。

「『毒の杯』を一献、ご相伴致しましょう」

「悪いな」

　グレイブが言った。

「時間を稼ぎたかったのは、おまえだけじゃないんだ」

　──ガンッ！

『毒の杯』は頭を上げた、その瞬間、後頭部を凄すさまじい衝撃に襲われた。

　太い木の棒ぼうか何かで強打されたような衝撃である。目の奥で火がついたような痛みが走り、為なすすべもなく、地面の上に倒れる。

「なっ──！」

　倒れた『毒の杯』は容赦なく棒で打ち据えられる。それも一人ではない、あっという間に何人もの屈強な男たちが集まり、一言も喋らず、ひたすらに囲んで棒で殴りつける。

「宿を出る前に、小僧に使いを頼んでな。若いのを何人か、回して貰もらったんだよ」

　グレイブがゆっくりと身を起こしながら、ぎこちなく肩をすくめる。

「おまえは、おれの前に立った、その瞬間に、負けてたのさ」

　やがて『毒の杯』はぴくりとも動かなくなった。




　屈強な男のひとりが、動かなくなった『毒の杯』を手早く、船の帆の修繕に使う厚布で包み、縛り、抱え上げた。そして男たちは、背後にいた枯れ枝のような老人に頭を下げ、何事もなかったかのようにその場から去って行った。

「すまんね爺じいさん、便利に使っちまって」

「構わんよ。あれは、ひとの道を外れた外道の匂においが染み付いておった。要するに、自分をひと以上の何かと思い上がった間抜けの匂いじゃ」

　枯れ枝のような老人の左手は、鉤かぎ爪づめになっている。

「生かしておいて、ポセイドンに害を為なすことはあってもその逆はあるまい」

「それを言うなら、おれも、そうだろうがな」

「この馬ば鹿か者が！」

　ごん、と、出来の悪い息子を叱しかるように老人──船長ホークアイは、やっと立ち上がったグレイブの頭に拳げん骨こつを落とした。

「いってえ！　おい、爺さん、ちょっとは手加減しろよ！」

「なんで良い歳としした男を叱るのに加減がいるんじゃ」

「それもそうだな」

　苦笑し、納得するグレイブ。わしゃりと灰色の髪をかく。

「んじゃ、とりあえず、おれは戻るわ」

「待てい」

「あん？」

「おぬしはやるべきことをやった。それは誇るべきことじゃとわしは思う」

「どうだか」

「それと、屋台の売れ残りを小僧に持って行かせた。嫁さんと食え」

「ありがたい、助かるよ」

「同じ船に乗った仲間じゃ、遠慮はいらん」

　軽く手を振り、グレイブは背中を向けた。

『海風の歌亭』に向かってグレイブが歩き出す。

　その背中を、ホークアイ老人は見詰めていた。

　多くの哀かなしみと、僅わずかな憐れん憫びんを宿して。




　その頃ころ、アリシエルたちは──部へ屋やの中で、体を洗っていた。

　日ひ除よけの麻布を下ろして、部屋の真ん中に大きなたらいを置いて、そのお湯で体と髪を洗う、いわゆる行水だ。

「……正直、ちょっとだけ、センセイの気持ちがわかるのですよ」

「何の話ですか？」

　長い黒髪を頭の上にまとめて、アリシエルは濡ぬらした洗い布で体を拭いている。

　具体的には、片手で、僅わずかにその豊かな膨らみを持ち上げるようにして、その巨乳の下を拭いている。

　乳の、下を、拭く。その動作は、一定以上に豊かな胸を持たねば必要ないものだ。

「アリシエルさん」

「嫌です」

「まだ何も言ってないのです」

「私の胸を憎しみの眼まな差ざしで見詰められても困ります」

「ちょっとだけ！　ちょっとだけ！　怒りのままに揉もみしだきたいだけなのですから！」

　さっ、と、アリシエルが自身の膨らみを隠すように腕で覆う。エミリアがわきわきと、両手の指を蠢うごめかし獲物を狙ねらう獣のようにじわじわと近付く。

「ほら、これも恋の練習なのですよ。センセイに揉まれる前に、このわたしが！」

「そういう、もの、ですか？」

「なのですとも、さあ、わたしを信じるのですよー」

　アリシエルの凍いて付ついた瞳ひとみに僅かな逡しゆん巡じゆんが浮かぶ。












　やがて。

「…………少しだけですよ」

「アハッ！　もちろんなのです！」

　解き放たれたアリシエルの膨らみに、エミリアは飛びついた。

　文字通り、手に余るほどの大きさ。

　文字通り、指が沈むほどの柔らかさ。

　一揉もみするたびに、エミリアの頭の中で祝福の鐘が鳴る。

　いつまでも揉んでいたい。そう思わずにはいられない。

　夢中になる。夢中にならないわけがない。

「エミリア」

「はい、どうしましたアリシエルさん」

「わたしの勘違いであれば謝りますが」

「はい」

「あなた、先生に恋をしていませんか」

「は──いい！」

　いつの間にか、アリシエルの両腕が、エミリアを抱き締めるように首と腰の後ろへ回されていた。

　互いの吐息が聞こえるほどに、鼓動が聞こえそうなほどに、口付けをする直前のように二人の距離が近付いている。

　アリシエルの豊かな胸の膨らみが、エミリアの控え目な膨らみに当たる。互いに押し付け合い、擦れ合い、柔らかなパン生地を手で押したように、楕だ円えんを作る。

　エミリアが思い浮かべたのは昼のこと、父親の前でグレイブと口付けを交わしたこと。

　宝石の瞳ひとみが揺れる。

　凍いて付ついた瞳が、じっ、と、静かに彼女を見詰めている。

「わたしが、恋をして、気付いたことの一つです」

「何に、気付いたのですか」

「好きなひとを困らせて、我わが侭ままを言って、甘えるのは楽しいと言うことです」

「わたしが、そうだと？」

「エミリアは親切なひとです。よく気付いて、よく気を遣い、ひとを悪く言わない」

「美少女は心まで美少女でなくては美少女ではありませんからね。世界で二番目の美少女として、ひとに優しくするのは当たり前なのです」

「そうですね、そんなあなたが遠慮なく悪口を言って我侭を言って困らせるのが、二人だけです。一人は、父親のビフロ王──もう一人が、先生です」

「──え」

　自分でも自覚していなかった何かを不意に射抜かれたように、エミリアが言葉を喪うしなう。

「もし、あなたが恋をしていたとして、あなたを責める気はありません」

　淡々とした声だった。

「仕方のないことです」

「わ、わけがわからないのですよ。大体、どうして、わたしがあんな駄目なひとに恋をするのですか。隙すきあればパンツだのお風ふ呂ろだの覗のぞきに来ますし、いっつもお金に困ってますし、へらへらして調子が良いことばっかり言っている、もう駄目過ぎて駄目過ぎてどうしようもないのです」

「でも、私たちに優しい」

「それ……は…………」

　エミリアの脳裏に過よぎるグレイブの姿、六年前の夏の、灰色の髪の旅人と重なる。




「そういや、お嬢ちゃんって友達いないのか？　いっつも、おれと遊んでるけど」

「あ、遊んでなどいませんわ。わたしは、あなたを監視していますのよ！」

「なんだ、やっぱり友達いねえのか」

「……ふん！　わたしに釣り合う相手がいないだけですわ。まったく、天才過ぎるというのも困ったものですわね。もっとも、友達が必要だと思ったことなんてありませんけど」

「ふぅん、おれは、お嬢ちゃんのことを友達だと思ってるけどねえ」

「なっ、え、ふえっ！」




「仕方のないことです」

　やはり淡々と、僅わずかな憐れん憫びんを込めて、アリシエルは言葉を続けた。

「先生は、私たちに優しいですから。あなたもきっと、負けます」

「何に」

「優しさは毒です。ゆっくりと全身を回って、気がつけば魂まで侵される。もう、今までの自分ではいられない。先生の優しさは、私たちのような相手にはとても良く効く」

「……それ、は」

　剣の達人／魔法の天才──『化け物』と呼ばれて忌み嫌われた。疎外された。恐れ、畏おそれられた。受け入れてくれるものも受け止めてくれるものもいなかった。

「優しさは、『化け物』を殺す毒です」

　愚かさと幼さ、不釣合いなほどに突出した才覚が、そうさせた。

「先生は、私たちに優しい。私たちのような『化け物』に優しい。私たちのような『化け物』、だけに、優しい。だから私はこんなにも溺おぼれている」

　遅れて、エミリアは、これがアリシエルにとっての告白でもあることに気付いた。

　胸のうちに抱えていたものを、吐き出す。

「私たちは似ていません。ですが『化け物』という意味ではどうしようもなく同類です」

「……もし、アリシエルさんの言葉が正しかったとして、アリシエルさんはどうしたいのですか。自分から、恋こい敵がたきを増やすような真ま似ねを、しているだけなのです」

「あなたを友人だと思っているからです」

　白い裸身が二つ、抱き締めて、抱き締められて見詰め合う。

「そして、剣士としての私は知っているからです。半端な勝利は完全な敗北よりもひとを腐らせることを」

「あ──」

　エミリアは何かを言おうとした。何かを答えようとした。

　しかし、自分自身、何を言えば良いのか、わかっていなかったのだろう。

　結局、どんな言葉も、その小さな唇からは出てこなかった。

　自分自身のことがわからなくなった。

　恋をしているのか、恋をしていないのか、それすらも。

　その時、扉が開いた。

「ただいまー、いやあ、ホークアイの爺じいさんにばったり会ってさあ。そうそう、爺さんが屋台の余り物を色々くれたんだよ。これを晩めしにしようぜ………………」

　大きな包みを抱えて扉を開け、入って来たグレイブが目にしたのは、行水の最中、互いに肌を晒さらして抱き締め合うアリシエルとエミリア、二人の教え子の姿。

　グレイブは非常に申し訳なさそうな顔をして頭を下げた。

「すまん、先生、もうちょっと散歩して来るから。その間に、な？」

「待ってください、誤解です」

「なのですなのですなのです！」

「いやいやいや！　大丈夫だ。先生、そういうの気にしないから。うん、良いと思うよ！　性別とかそんなの些さ細さいなことだよね！　うん、大丈夫！」




「な、なんだ。つまり、うっかりエミリアが足を滑らせたのをアリシエルが受け止めて、その時、おれが戻って来たと！」

「はい、偶然とは恐ろしいですね」

「そういうことなのですよ！」

　最終的に、そういうことになった。

『毒の杯』と一戦交えたグレイブと、行水を終えて着替えたアリシエルとエミリア。

　アリシエルの長い黒髪に、エミリアの柔らかな金色の髪にはまだ水気が残っており、麻布の簡素なチュニクに包まれた肌からは僅わずかな石せつ鹼けんの香りが漂っている。

「言われたとおり、お湯は全部使ってしまいましたが良かったんですか」

「ああ大丈夫大丈夫、下で井戸水浴びてきたからよ。ほれ、おれも髪が濡ぬれてるだろ」

「ありがとうございましたのですよ。潮風のせいで髪がきしきし言って、ずっと気になっていたのです」

「わかります。わかりますよエミリア。潮風があんなに髪を傷めるとは」

「ふぅん、女はそういうの大変だな。おれはそんなの気にしたことねえわ」

「アハッ、将来禿はげるのですよ」

「恐ろしいことを言うな！　うちは親父おやじも爺じいさんもそのまた爺さんもふさふさだったことが自慢の家だぞ！　ハゲはジョージひとりで充分だ！」

「私は先生がハゲても、変わらずに恋をしています」

「ありがとうアリシエル、おまえは良い子だ！　禿ないけど！」

「わたしは先生がハゲたら思いっきり笑ってやるのです。先生がよぼよぼのおじいさんになった時も、妖よう精せい族のわたしは若いままなのですよー」

「エミリアは悪い子だな！　爺じじいになっても禿ないけど！」

「先生がお爺さんになる頃ころには、私も先生と同じ、よぼよぼのお婆ばあさんですね」

「アリシエルさんはきっと素敵なおばあさんになっていると思うのですよ」

「ありがとうございます」

「この扱いの差。たまんねえな」

　わしゃり、と、湿った灰色の髪をかきグレイブはわらの絨じゆう毯たんに腰を下ろした。

「ま、とりあえず、めしにしようや」

　小こ脇わきに抱えたままだった包みを、自分の前に置いて、解ほどいていく。

　ふわり、と、美う味まそうな匂においがした。

　まだ柔らかいパンに、揚げた小魚、茹ゆでた小こ海え老び、焼いた烏い賊か、丸ごとの林りん檎ごなど、余り物とは気を遣わせないために言ったのだろう、どれも新鮮で四、五人前はある。

　新鮮な海の幸の香りに食欲をそそられたのか、アリシエルとエミリアも腰を下ろした。アリシエルの頰ほおは僅わずかに緩んでおり、エミリアの宝石の瞳ひとみは普段に増して輝いている。

　いただきます、と、唱和して、夕食が始まった。

「うん、やっぱ美味いな。ポセイドンのめし」

「普通の食べ物が普通に美味い、でしたか。確かに凄すごいことですね」

「良い町なのですよ」

「そうですね。先生が、将来はここで店を出したいと言ったのもわかります」

「その時は頼むぜ看板娘」

「努力します」

「アハッ、センセイ、看板娘の二人目が欲しかったりしませんか？」

「おいおい、そんなこと言われたら惚ほれちまうだろ」

「アリシエルさんに怒られるのですよ」

「怒りませんよ、友達ですから。でも、負けませんよ、恋する乙女ですから」

　グレイブは小こ海え老びを殻ごと、頭からバリバリと齧かじりながら思い出したように言った。

「なあ、おまえらは、魔法も使える殺し屋とひとを殺せる魔法使い、どっちが怖い」

「……それ、食事中にする話なのですか？」

「前者です。殺し屋が恐ろしいのは、殺すために手段を選ばないその精神性であって身につけている技術ではありません」

　アリシエルはパンに揚げた小魚を挟み、口に運びながら答えた。

「そうだな、『絶対に殺す』という意思こそ殺し屋が殺し屋たる由縁だろう。逆に言えば、殺せないと判断した瞬間に逃げるのが殺し屋だ。いくら能力に自信があっても決闘者気分で堂々と挑んで来るような奴やつは殺し屋に向いちゃいねえ」

「狙ねらわれる側だって馬ば鹿かじゃなければ、逆に罠わなを仕掛けるぐらいのことはやるのでしょうしねー……で、どうかしたのですか本当に、突然に唐突に」

「ちょっとした雑談さ。殺し屋に狙われたときに役に立つかもしれない」

「そんな知識が役に立つ方が嫌なのです」

　あむあむと、エミリアは甘辛いタレをつけて焼いたイカを齧る。

「む、このイカ、かなり良いのですよ。ちょっと焦げたタレが香ばしいのです」

「へー…………待てよ、その余っているタレに、この小海老をつけたら」

「美お味いしそうですね」

「美う味まそうだろ？　はい、アリシエルあーん」

「あーん…………先生も、あーん」

「アハッ、てめえら隙すきがあればそれやってるなおい」

　満面の笑顔で吐き捨てるエミリアに向かって、グレイブは真顔で答えた。

「慣れると楽しいもんだぞ」

「あなたもやりますか」

「そーですね。うざいと切り捨てるだけでは美少女らしくないのです。たまには心を広く持って、わたしも参加してみるのですよ。はい、アリシエルさん、あーんなのです」

「あーん」

　わいわいと、グレイブたちのポセイドンの夜は過ぎて行く。




　一方、その頃ころ。

「騎士団を呼べ！　三日月館もだ！　王国の全戦力を集めてあの腐れ灰色野郎を血祭りに上げてやる！　暦を聖暦以前に戻して世界大戦じゃああああ！」

「落ち着いてください妖よう精せい王！　今は霊魔大戦の最中です！」

「そうです！　それこそ大陸を滅ぼしかねません！　わたしは嫌ですよ、こんな理由で世界を滅ぼしたと歴史に残るのは！」

「残る歴史があれば、良いね、ふふっ」

「やかましい、おまえもしっかり押さえろ！」

『珊さん瑚ごの雫しずく亭』の一室では、娘のことで完全に我を忘れている妖精王が、四人の近衛このえ兵へいたちに押さえ込まれている真っ最中であった。

　恐ろしきは父親の執念、多勢に無勢ながらじわじわと近衛兵たちを押し返しつつある。

　このままでは、妖精王の親馬ば鹿かで、ひと同士の世界大戦が始まりかねない──

「…………ふぅ、まあ、仕方なかろう」

　急に、賢者にでもなったかのように、ビフロ王が落ち着きを取り戻した。

「よ、妖精王？」

「余の護衛は最低限で構わん。娘を探せ。無理に連れ戻せとも言わん。だが、何かある前に居場所だけは摑つかめ。あの教師についても今は何も言わん。業腹だが、今が霊魔大戦の最中である以上、こちらが折れるしかないのは理解しておる」

「はっ！」

「しばらく、誰だれも部へ屋やにいれるな。余は疲れた。休む」

「かしこまりました！」

　妖精王の命令に従い、近衛兵たちが部屋を飛び出して行く。

　部屋の外の見張りを除き、部屋の中には、ビフロ王の傍そばには誰もいない。

　すると、ビフロ王は、起き上がり、寝台の下に手を突っ込んだ。

　取り出したのは小ぶりな鞄かばん、鞄を開けば、そこには、庶民が着るような地味な服が詰め込まれていた。




　二日目。まだ、夜が明けたばかりの頃ころ。

　今日きようもまた天気は快晴、夏の朝の爽さわやかな風が潮の匂においと共に吹いていた。

　アリシエルとエミリアはチュニク姿のまま、『海風の歌亭』の裏で体を動かしていた。

「──はっ！　せっ、かあ！」

「──おっと、えいっと、えいやっ！」

　模擬戦。アリシエルの手には木剣、エミリアの手には短たん杖じよう、正しくはそれと同じような大きさの棒ぼう切れである。

「朝から精が出るねえ」

　そこにぶらりと、灰色の古びた外がい套とうを纏まとってグレイブが姿を見せた。

「うひー、つめてえ」

　グレイブはアリシエルたちよりさらに早く目を覚まし、ポセイドンの教会を訪ね、帰ってきたところである。冷たい井戸水で顔を洗った。

　アリシエルとエミリアの二人が手を止めて、グレイブに朝の挨あい拶さつをする。

「おはようございます先生」

「おはようございますなのですよ」

「おはよーさん。調子はどうだ？」

　問われると、アリシエルは汗に濡ぬれた長い黒髪をかき上げて淡々と答えた。

「いつもどおりです」

「アハッ、同じくいつもどおりなのですよ。つまり、世界で二番目の美少女ということで、むしろ絶好調と言い換えることも出来るのです」

　ぴこりと妖よう精せい族の尖とがり耳を動かし、エミリアが太陽のような笑顔で言う。

「いつも通りか、良いことだ。いつ、ウンディーネが来るかわからんからな」

「はい」

「面倒なお見合いから逃げられて個人的には助かるのですけれど、良いのですかね？　霊魔大戦の真っ最中に《英雄》が行方不明って」

「良くはないだろうなあ。てーことで、ジョージのハゲに個人的に会って来た。いよいよとなったら連絡が来るから、おれたちは、『いつも通り』、適当にやろうや」

「何も言われませんでしたか」

「無む茶ちや苦く茶ちや怒られた」

「当たり前なのです」

「ま、でも、ハゲもわかってはいたよ。霊魔大戦の真っ最中に、《英雄》を詰まらん政治劇に巻き込むのが愚の骨頂だってってことぐらいはな」

　飄ひよう々ひようとグレイブは肩をすくめる。

「そもそも今回のポセイドン行きに式典やら何やらをぶち込んで《英雄》のお披ひ露ろ目めっつーか教会の権威強化っつーかをやろうとしたのは、あいつの上の老人どもが言い出したことだ。妖精王はそれに乗っかったってところだろうな」

　第二にして最弱の霊魔、水の悪姫、ウンディーネ。

　流星として空より来るそれが海に落ちる前に倒すことこそが、今回の『戦い』である。

　アリシエルが剣で切り払うにしても、エミリアが魔法で射抜くにしても、特別な技術は必要ない。ただ、確実に、『いつもどおり』の実力を発揮する必要がある。

　一度、否いな、二度か、機会を逃せば、ウンディーネは海そのものとなり大陸を吞のみ込こむ。ウンディーネとは恐るべき最弱に他ならないのだから。

　ぺこり、と、エミリアが金色の髪を揺らして頭を下げた。

「うちの父親が、ご迷惑をおかけするのですよ」

「そんなもんさ。おれの時だって、色々、面倒はあった。気にするな」

　からからと笑って、グレイブが肩をすくめる。

「おっと忘れてた。めし食ったら、ホークアイの爺じいさんのところに行くぞ」

「あの隻腕のお爺さんとですか？」

「あの屋台のお爺さんなのですか？」

「ハゲから金を借りても良かったんだが、折せつ角かくだから仕事を紹介して貰もらうことにした」

「仕事、ですか。興味はあります」

「アハッ、わたしもなのですよ。何せ、そんな機会はありませんでしたから」

　意外と言うべきか、アリシエルたちは乗り気だった。むしろ、わくわくしている。

　剣の申し子として、魔法の天才として、孤立した幼少期を過ごした彼女たちには、市井の子供のように、小遣い稼ぎのちょっとした仕事の経験もないのだろう。

「ちょっとした社会勉強ってとこだな。着替えたら、宿の外に来てくれ、朝めしは……道すがらに適当な屋台で何か食うとしようか」

「わかりました。では、着替えてきます」

「着替えを覗のぞいたらぶん殴るのですよ」

「つまり、見るなら堂々と、齧かじり付きで見せてくれると？」

「良いですよ、私は、別に、先生がそれ相応の責任──代償を支払うというなら」

　グレイブが冗談めかして言うと、アリシエルはそう答えた。

　恐ろしく淡々とした声だった。冬の湖のように凍いて付ついた瞳ひとみからはどんな感情も見えなかった。端正な顔がただ美しく──何な故ぜかグレイブは蜘く蛛もの巣を連想した。

「はっはっはっ、しかし、着替えか。そうだ給料が出たら、服でも買ってやろうか？」

　露骨に話題を逸そらし、グレイブが誤ご魔ま化かした。

「…………」

「…………」

　二人は少し考え、声を揃そろえて言った。




「えっちな服ですか」

「そうじゃなければメイド服なのですよ」




　グレイブが驚きよう愕がくした。

「何故、どうして、贈り物にかこつけておれの趣味の服を着せてやろうというおれの計画がばれているんだ！」

「先生ですから」

「アハッ、腐れ駄目教師の考えることなんてお見通しなのですよ」

　凍いて付ついた瞳ひとみで無表情に淡々と、太陽の笑顔を浮かべてにこやかに、二人は断言した。

　そして二人は木剣を拾うと、着替えるために部屋に戻った。




　グレイブが宿の外で待っていると、やがて着替えたアリシエルたちが姿を見せた。

「へえ、古着って聞いたが、これは、なかなか」

　ひゅぅ、と口笛を吹いてグレイブは改めて教え子たちを眺める。

「悪くないですね、動きやすいです」

「……うーん、おへそが見えてるのって、ちょっと落ち着かない気分なのですねえ」

　短いシャツに、膝ひざまでのスカート、いずれも簡素なものだ。無難なものを選んだという言葉に噓うそはなく、ポセイドンの若い娘にとっての飾らない格好といったところだろう。

　アリシエルは長い黒髪を頭の後ろで結び、長い尻尾しつぽのように垂らしている。一方のエミリアは頭に布を巻いて妖よう精せい族の尖とがり耳を押し込むようにして隠していた。

　ポセイドンの地元住民を装うには充分であろう。これもまた、ホークアイ老人が、宿に届けてくれたものである。

「何か、変なところでもありますか先生。じっと見詰めて」

「ああ……いや…………凄すごいなと思って」

「…………どこを見ているんですか」

「乳」

「えいっ」

　物凄い真顔で物凄い真剣に物凄い情熱でグレイブが見詰めていたアリシエルの乳は確かに凄いとしか形容できなかった。シャツの短さ、薄さが、ただでさえ十五歳と思えぬ豊かな膨らみを強調し、何気ない動きでもゆさゆさと揺れ、その短い丈から膨らみの下半分がまろび出てしまいそうである。

　ごすん、と、アリシエルが手刀をグレイブの頭頂部に落とすその時ですらも、グレイブの目を吸い寄せて離さないほどに、見事にたゆゆんと揺れていたのだ。

「紐ひもかなにかでシャツの下も縛ったほうが良いのですよ」

「そうしましょうか」

　エミリアに言われて、アリシエルは手早くシャツの下側を紐で絞った。これならば、動いた拍子に、膨らみの下半分が零こぼれ落おちてしまうようなことはあるまい。

「ふぅむ、これはこれで悪くない。乳の大きさ、張りが強調されている」

「……」

「……ごめんなさいなのですよアリシエルさん」

「いえ、もう、何と言うか、諦あきらめます」

　ただでさえ冷たいアリシエルの瞳が、更にもう一段階冷えていた。おまけに声まで心なしか冷たくなっている。

「まあポセイドンじゃあ普通だ。誰だれもじろじろ見たりはしないさ」

「ただしセンセイを除くのですね」

「先生はポセイドンのひとじゃないからな」

「目突きでもしてしまいましょうか」

「ごめんなさい、それはやめて下さい洒落しやれになりません」

　アリシエルが人差し指と中指を伸ばして、しゅしゅっと素早く目突きの練習を始めた。グレイブは恐怖を浮かべて、ようやっとアリシエルの乳から目線を外す。

　視線はそのまま、隣のエミリアに。

「エミリア」

「アハッ、センセイが何を言うのか、大体わかるのですよ。どうせアリシエルさんほどに胸が大きくないのですよ。それがどうかしたのですか、え？　こら？」

　実に美少女らしい微笑ほほえみを浮かべて、エミリアは拳こぶしを握り締めた。

　グレイブは軽く屈かがんで、エミリアと目線の高さを合わせた。

　頭に巻いた布から零こぼれる柔らかな金色の髪、きらきらと輝く宝石の瞳ひとみ、愛らしい顔立ちに桜色の唇、艶つや々つやとした頰ほお──グレイブはじっ、と彼女の顔を見詰めた。

「……」

「え、あの、センセイ？　じっと見詰められるのも恥ずかしいのですけれど」

「綺き麗れいな目をしている、澄んでいて、輝いていて、星のようだ」

「うえっ！」

「金色の髪にも張りがある、惚ほれ惚ぼれするほどにしなやかだ」

「な、何事なのですかセンセイ！」

　困惑するエミリアを無視して、グレイブはそっと彼女の頰に手を添える。

「肌艶も良い」

　頰を撫なで、グレイブの手は首筋へ。

「……少し、脈が早いな。緊張しているのか？」

「す、するに決まってるのですよ、な、な、何なのですか本当に！」

「そうか」

　す、とグレイブはエミリアから手を離し、体を起こす。

「よし、間違いない、エミリア健康！」

「どういうことなのですか！」

「昨日きのう、ちゃんと眠れたかなーって、ほら、お姫さまがいきなり安宿暮らしだろ？」

「心配してくれてありがとうございますなのですよ死ね！」

　顔を真まっ赤かにしてエミリアが叫んだ。

　グレイブが飄ひよう々ひようと、肩をすくめる。

「先生」

　そして、アリシエルが、ずい、とグレイブの方に近寄った。

「おまえにも、やれと？」

「はい。それとも、私の体調はどうでも良いと？」

「いや、そんなことはないんだが。まあ、それなら」

　グレイブがエミリアにしたように、アリシエルの顔を見詰めて身を屈かがめる。

「ふむ……全体的に調子は良さそうだな」

「瞳ひとみはどうですか」

「……あー、綺き麗れいだよ」

「もっと具体的にお願いします」

「…………瞳に曇りがない、目の周りにくまもない」

「もっと私が気分良くなれるように」

「ああ、キミの瞳は冬の湖のように澄み渡り、傷一つない水晶のように輝いている。じっと見詰められているだけで心が騒ぐのに、いつまでも見詰めていたいと思わせるぐらいに魅力的で、とても可か憐れんだ！」

「髪には少し自信があります」

「静寂の夜を紡いだ糸のように黒く、最上級のビロードのように艶つややかで、触れれば絹よりも心地ここちが良い。一度はきみの長い黒髪に我が身を包まれてみたいものだ！」

「肌も」

「まさしく処女雪の白さ、御お伽とぎ噺ばなしに聞いた氷の女王とてきみほどに美しい肌は持つまい。ありとあらゆる獣たちも、その肌の美しさと比べれば己の毛皮をみすぼらしく感じ嘆くであろう、あるいは滴る水すらも！」

「大おお袈げ裟さすぎて噓うそくさいですね」

「おまえが綺麗過ぎて、褒めようとするとつい大袈裟になってしまうんだ！」

「だったら仕方ありませんね、誤ご魔ま化かされてあげます」

　と、アリシエルは冷たく答える。

　が、その顔はどこか嬉うれしそうで、僅わずかに頰ほおを赤く染めてはにかんでいた。

「先生も……」

「おれも？」

「目は…………曇ってますし、光に溢あふれてもいません。髪はぼさぼさで艶がなくて痛んでいます。背は高いですけど姿勢が悪いですし、顔も、別に、普通ですよね。身だしなみも気を使っていません」

「まあ全部事実だから仕方ない」

　酷ひどい言われようにグレイブが思わず苦笑する。

　アリシエルは唇の端に小さな笑みを浮かべて頷うなずいた。

「でも、私には、とても、素敵なひとに見えます」

「……そりゃどうも。褒められるってのも照れくさいもんだな」

「……わかります」

　グレイブも少し顔を赤くして、指先で頰ほおを搔かく。

　自分で言っておいて恥ずかしくなったのかアリシエルが顔を伏せる。

　けれども、二人の顔には笑みがあって、くすくすと小さく笑っていて──

「アハッ──で、いつまで続くのですかこの茶番」

　大変に剣けん吞のんな空気を撒まき散ちらしながらエミリアが吐き捨てた。

「ひとを当て馬にしやがってぶん殴るぞこらグレ公なのですよ。っていうかわたしの存在忘れて二人の世界作ってんじゃねえのですよぶっ殺すのですよ」

　にこにこと、太陽のような笑顔を浮かべているのが余計に怖かった。

　ずい、と、エミリアが一歩、前に、踏み込み、グレイブを見詰める。

　何も言われずとも理解できた。

『わたしのことも、もっと褒めろ』──エミリアの笑顔がそう告げていた。

　グレイブの頰に一筋の汗が流れる。

　何な故ぜだろう、この危機を乗り越えても、また同じことが繰り返される気がした。




　屋台が立ち並び、屋台が群れを作り、屋台が道を作るポセイドンの大通り。

　早朝は一日で最初の稼ぎ時だ。一仕事行く前の腹ごしらえ、あるいは逆に夜の仕事を終えて帰る前に腹を落ち着かせるために、多くの住人が屋台を利用する。

　最初の波が過ぎ去り、まだ客の姿は多いが、多少は落ち着いた頃ころ。グレイブたちは、先日のように鉤かぎ爪づめの船長ことホークアイ老人の屋台に顔を出した。

　今日きようもまた、あの海の味のする澄んだスープの香りが屋台の周りに漂っている。

「悪い爺じいさん。遅くなった」

「まったくじゃぞ、ひとに頼みごとをしておいて遅れるもんじゃないわい。ところで、おまえの後ろの、そのお嬢さん方はどうした？」

「ちょっと、朝っぱらから、色々あってな……」

　グレイブが言葉を濁し、ちら、と古びた灰色の外がい套とう越しに後ろを向いた。

　アリシエルとエミリアの二人は、何だか、つやつやしていた。

　対照的にグレイブは少々、ぐったりとしているように見える。

　ホークアイ老人はにやりと笑って合点がいったとばかりに頷く。

「朝から嫁さんと一戦、いや、二戦して来たということかの。そりゃ遅れるわい」

「……当たらずとも遠からずというか」

　実際は、グレイブが全力でエミリアを褒めちぎり、再びアリシエルを褒めちぎり、最後に二人まとめてひたすらに、舞台役者顔負けの歯の浮くような台詞せりふを雨あめ霰あられとあびせかけた結果がこれである。

「そういえばじゃな。今朝、いや、昨日きのうから、緑と金の派手な軍服を着た妖よう精せい族が何かを探してうろつき回っとるぞ」

「ふぅん、まあおれには関係のない話だな」

　グレイブは飄ひよう々ひようと肩をすくめた。

「で、爺じいさん、仕事の話だが」

「うむ、おまえのことじゃ下へ手たにあれをやれと言うよりは好きにやらせた方が良いじゃろう。屋台を一つ貸してやるわい、諸もろ々もろを引いたあがりの半分がぬしの取り分じゃ」

「なるほど、食材はどうすりゃ良い？」

「わしの『一家』の店ならツケで買える。話は通しておいた」

「さすが船長ホークアイ、思い切りと面倒見が良い。で、その屋台ってのは」

「これじゃよ」

　ぽん、と、ホークアイ老人は、鉤かぎ爪づめではない方の手で自身の屋台を叩たたいた。

　グレイブが目を丸くし驚きの声をあげる。

「おいおい、良いのかよ。あんたがもう何十年も付き合ってる屋台を」

「引退を考えていると、昨日も言ったじゃろう。息子の誰だれかに譲るつもりじゃったが……まあ、おまえも、わしの『一家』、息子みたいなもんじゃ。貸しても構わんさ」

「大事に使わせてもらうよ」

　珍しくグレイブは本当の意味で真剣な顔をして言った。ホークアイ老人が目に優しい光を宿して頷うなずき、ぽん、と、グレイブの肩を叩いた。

　何かを喪うしなった男たちの間に流れる、独特の空気が、二人の間にもあった。

「かっはっはっ、いかんいかん歳としを食うとつい辛気臭くさくなっちまうわ」

「まったくだな」

　しかしすぐに二人は、げらげらと声をあげて、笑い飛ばした。

「ま、期待しとるぞ灰色の。わしの屋台を貸すんじゃ──思わず店を畳みたくなるような、あっと驚く皿を出してくれるとな！」

「おい爺さん。無理難題って言葉知ってるか？　こっちは素人しろうと三人組だぞこら」

　しかしホークアイ老人はグレイブの苦情を無視し、話は終わりとばかりに軽く手を振り屋台を離れた。グレイブはその背中を見送り、わしゃりと灰色の髪をかいた。肩をすくめて二人の教え子に声をかける。

「なんか、妙なことになったなあ？」

「そうですね」

「あっと驚く皿、ですか」

「別に本当に、あっと驚くめしなんて出す必要もねえんだろうが、どうする？」

「決闘を挑まれたのなら受けるべきです。そして勝たねばなりません」

「どうせ屋台をやるのなら、美少女的には新しいことしたいのですよ」

「わかった。そんじゃ、あの爺じいさんの腰を抜かしてやるとするか」

　こうして、かつて世界を守った《英雄》とこれから世界を守る《英雄》たちは──その肩書きに似合わぬ『普通の仕事』をすることに、自分たちで屋台を出すことになった。




「夏のポセイドンなら、こいつかな」

「トマト、ですね」

「そういえば、今はそんな季節なのですよ」

　グレイブが調達してきた食材、ぎっしりと箱に詰まったトマトを一つ、エミリアが手にとって眺めた。鮮やかな赤色。大きく、形が良く、瑞みず々みずしい。ヘタもまだぴんとしており、その新鮮さは一目瞭りよう然ぜんだ。

　トマトはエリュシオン大陸のいたるところで栽培されており、夏場であれば値段もお手て頃ごろである。アリシエルもトマトを一つ手に取り、じっと見詰めて言った。

「良いトマトですね。この時期は、よく食べていました」

「おれもだよ。水で冷やしてそのままがぶっと齧かじりついていたもんさ」

「わかります」

「わたしはトマトといえば、スープかソース、たまにサラダって印象なのですよ」

「そうそう、生で食ってよし、料理してもよし、全くトマトってのは良いもんだよ。ちょいと試作してみるから、おまえら、感想頼むぞ」

　ぽん、ぽん、と、教え子二人の頭に手を乗せてグレイブは早速料理に取り掛かった。

　屋台の内側で、火を起こし、大おお鍋なべに湯を沸かす。大鍋は中央で二つに仕切られており、片方をスープ用とし、片方で麵めんを茹ゆでるのだ。

　二人の教え子は、グレイブの手が乗っていたところを撫なでるように、艶つややかな黒髪に、柔らかな金色の髪に、触れていた。

「……嫌いじゃないですけど」

「……なんだか、子ども扱いされているような気がするのですよ」

　乙女心は少々複雑なようである。

　一方、グレイブの料理は単純で明快。

　トマトのスープを作り、麵に合うように味を調え、皿に盛る。上には色味を重視して、鮮やかな緑の香草を散らした。

　透き通るような赤と散らばる緑の組み合わせが美しい、トマトの汁しる麵めんである。

「ほい完成。感想頼むぜ」

　ポセイドンの一人前を椀わんに盛り、突き匙さじと共に教え子たちに差し出した。

　アリシエルとエミリアの二人は受け取ると、いただきますと言って食べ始めた。ちゅるるんという可愛かわいらしい音がしばらくの間、グレイブの眼前で鳴っていた。

　程なく、二人が空にした椀を置いた。

「ちょっと酸っぱくて、でも、爽さわやかで、美お味いしかったです」

「なのですね。こくもあって、さっぱりしているけれど物足りないわけではないのです。ホークアイのおじいさんが使っていた海の味のスープとセンセイが作ったトマトスープを混ぜて使っているのですかね」

「エミリア正解。トマトの汁麵も悪くはなさそうだな」

　グレイブが満足そうに頷うなずくが、エミリアは僅わずかに瞳ひとみを細めて首を振った。尖とがり耳を隠すために巻いた布から零こぼれる金色の髪がふわりと揺れている。

　ポセイドンは今日きようも見事な快晴で、日差しはじりじりと、地を這はうひとを痛めつけるかのように強さを増していた。

「確かに美味しいのです。悪くはないのです。ただの屋台料理なら充分に合格点なのです」

「ほう」

「この料理には感動が足りない。この料理でなければならないだけの何かが明確に欠けているのですよ」

「……私は普通に、良いと思ったのですが」

「いや、エミリアの言ってることもわからなくはない」

　グレイブは、椀に残っていたスープを指先でなぞり口に含む。一つ唸うなり、口元に手を当てて考えるような仕草をする。

「確かに、ホークアイの爺じいさんが『あっと驚く』ような料理じゃねえなあ」

「美味しいのは間違いないのですよ。でも、この料理はセンセイの知識が裏目に出ていると思うのです。ポセイドンで頭一つ抜けるにはあまりにポセイドン過ぎるというか」

「ポセイドン過ぎるか、なるほどねえ……」

　結局、その日は、トマトの汁麵をそのまま出した。

　売り上げは中々のものだった。






第六章「海辺にて」









「考えたって仕方ねえ！　遊びに行くぞ！　むしろ遊んでりゃ何か思いつくだろ！」

「それでこそ先生です」

「なのですよ、真面目まじめな顔して悩んでるセンセイとか気持ち悪くて仕方ないのです」

　屋台の稼ぎ時その二である昼時──中天の刻ときを回ると、ポセイドンは静まり返る。ポセイドンの午睡と呼ばれ、ほとんどの店は閉まり屋台は撤退し、陽が落ちて涼しくなるまで休むのだ。これはポセイドンの気候と付き合うために生まれた生活のための知恵である。

　しかし、午睡にも例外はある。

　それがこのグレイブたちがやって来たポセイドンの海辺である。

　訪れる観光客の大半は、この海を目的にしているほどであり、かつては血生臭ぐさい船同士の争いが繰り広げられていたとは思えない見事な青が水平線の彼方かなたにまで広がっている。

　青い海で泳ぐもの、桟橋や岩場から釣り糸を垂らすもの、砂浜でくつろぎ焼けるような日光を浴びるもの。各々が思い思いに過ごしており、ひとが集まれば当然、それを目当てにした店もある。軽食の店、釣具屋、水着や日ひ除よけの傘などを売る店などだ。

　いつもの古びた灰色の外がい套とう、その下は海水浴用のパンツ一枚、肩には借り物の釣つり竿ざおを担いだグレイブは白い砂浜を両足で踏み締めると、力強く拳こぶしを掲げて歓喜の声を上げる。

「青い空、白い砂浜、水着のねーちゃん！　やっぱりポセイドンは最高だな！」

「……そうですか、良かったですね」

「本当に、センセイは自分に素直というか、なんというか」

「海といえば水着、遊ぶんだから水着、素敵なのは水着、着替えたか水着」

「落ち着いてください先生」

「水着（そうだね）！」

「ひとのことばを喋しやべりやがれなのです！」

「すまない、水着に対する期待で少しおかしくなっていたようだ」

　グレイブはきりりと顔を引き締め、だが、その瞳ひとみに多くの希望を込めて、ゆっくりと、二人の教え子の方へと振り返った。

　そう、グレイブは、二人の教え子が水着に着替え終わるのを待っていたのだ。

「別に、先生のために、水着を選んだわけではありませんからね」

「アハッ、まったくなのです。センセイの感想なんてどうでも良いのですよ」

　口ではそう言いながらも、二人は軽く腰を捻ひねり、わざわざ水着によって浮かび上がるしなやかな体の線がより魅力的に映るように立っていた。

　グレイブが、霊魔との戦いを前にしても見せることはないだろうと思うほどに鋭するどい目つきをして二人の水着姿をつぶさに観察する──

「そうだな」

　アリシエルが選んだのは鮮やかなほどに赤い水着だ。上下は別で、大胆で、僅わずかに施された刺し繡しゆうを除いて余計なものがない。その豊かな胸の膨らみは今にも零こぼれ落おちそうで、奇妙な言い方だが、ある種の質実剛健さすら感じさせる。

　しかし、だ、しかし。

　凍いて付ついた瞳ひとみの奥に僅かに浮かんだ恥じらいが、そこに限りない可か憐れんさを添えていた。

　自分が着たい水着を選んだ、というよりも、誰だれかに見せたい水着を選んだ、そのような風情があるのだ。

　そのいじらしさに、心を撃ち抜かれない男がいるだろうか。

　グレイブはそっと彼女の両手を取り、告げた。

「結婚しようアリシエル」

「はい、先生」

「アハッ、おまえ本当に調子良いなこのクソ野郎なのです」

　アリシエルが長い黒髪を揺らして頷うなずくと同時にエミリアが横合いからグレイブを蹴けり飛ばした。反射的に腰を引いて蹴りを避よけ、グレイブは反論する。

「何を言う！　おれは本気だ！」

「本気だったら尚なお更さら性た質ちが悪いのですよ、この馬ば鹿か！」

　エミリアの水着は、彼女に似合った純白のもので上下が一体になっている。腰元や胸元など要所に飾りがつけられ、背中には小さな翼を模した刺繡が施されていた。

　アリシエルとは違い、妖よう精せい族の体つきは種の傾向として華きや奢しやである。アリシエルが真っ向からの勝負を挑んだとするならば、エミリアは絡からめ手──己の持つ、明るさ、無邪気さ、輝きを、最大限に引き出すための水着を選び、あざといほどの可愛かわいらしさを作っている。

　この場合、どちらが良い、悪いはもはやない。あるのは趣向の違いでしかなく、違う領域で最善を尽くしているというだけだ。

「わかったエミリア」

「……な、なんなのですか。言っておきますけれど、わたしはちょろーいアリシエルさんと違って結婚を申し込まれても受けませんし喜びませんからね──」

「エロいことをしよう」

「直球かこのクズ馬鹿教師！」

　がすん、と、今度こそエミリアの蹴りがグレイブを捉とらえた。

　げっほおと呻うめき声ごえを上げて蹴られた腹を押さえるグレイブ。エミリアの頰ほおは赤く、大きな瞳は吊つり上がり、妖精族の尖とがり耳は怒りでぴんと立っている。

　これにはアリシエルも呆あきれた様子で、　長い黒髪をかきあげ呟つぶやく。

「さすがに今のはどうかと思います」

「素直な気持ちを素直に表現したら蹴けられるなんて、やっぱりこの世界はクソだな！」

「アハッ、グレグレがクズなのを世界のせいにするのは良くないのですよー」

「もうちょっと婉えん曲きよくに、寝台の中で甘えさせてくれとか頼めば？」

「結果は同じなのです」

「好きだエミリア！　エロいことをしよう！」

「とってつけたように言われても全然心に響かないのです」

「ちえー、仕方ないなあ諦あきらめるか」

　飄ひよう々ひようとグレイブは肩をすくめ、思い出したように言った。

「そうそう」

「今度はなんなのですか」

「可愛かわいいな、良く似合ってるよ、その水着」

「……ふ、ふんっ。そんなのセンセイに言われるまでもないのですよ。世界で二番目の美少女が可愛くないわけがないのです」

　ぷい、とエミリアはそっぽを向いた。

　拗すねたような仕草で、グレイブからは見えなかったが、エミリアは緩みそうになる頰ほおを懸命に留とどめようとしていた。

　ぽつりとアリシエルが呟つぶやく。

「エミリアちょろーい」

「ちょろくないのです！」

　顔を赤くして怒鳴り返し、エミリアは薄い胸の下で腕組みをした。

「大体センセイが、今更、水着如ごときで変なことを言うのが悪いのです。スカートはめくる、着替えは覗のぞく、一緒にお風ふ呂ろに入ろうとするセンセイのくせに」

「それは違うぞエミリア。裸は裸、パンツはパンツ、水着は水着だ。全部違って全部最高に素晴らしい。いや、もちろん、いつ誰だれがどこで着ているかってのも重要だけどな」

「なるほど、勉強になります」

　何な故ぜか、エミリアの怒りの矛先がグレイブに向き、グレイブが真面目まじめに答え、アリシエルが長い黒髪をしゃらりとかき上げて静かに頷うなずいた。

　凍いて付ついた瞳ひとみは、じっと、静かにグレイブを見詰めていた。薄い唇に、薄い笑みが浮かんでいた。それは敵手の弱みを、確実に見抜き、決して忘れない剣士の態度であった。

　グレイブはぞくりと冷たいものを背筋に感じ、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをした。

　数歩離れた位置で、白い砂浜に突き立てられている日ひ除よけの大傘を指差す。

「そ、そうだ。そこの三番って書いてある青と白の大傘な。あそこ、おれが借りといたから、休みたいときには使ってくれ」

「アハッ、グレグレのくせに気が利くじゃないですか」

「まあね、で、これからどうする？　おれは釣りに行くつもりだが」

「折せつ角かくですから、水練がてらに海で泳ごうかと。エミリアもどうですか」

「少しだけお付き合いするのです。後は日陰でのんびりしておくのですよ」

「見事にバラバラだな」

「そうですね」

「ま、適当で良いのですよ」

「だな、んじゃ解散！　久しぶりの海釣り、上う手まく行けば今夜はご馳ち走そうだな！」

　話がまとまり、グレイブは喜び勇んで、釣つり竿ざお片手に走り出した──

「アリシエルさん、泳ぐのなら日焼け止めを塗っておいた方が良いのですよ」

「日焼け止め、ですか？」

　──足を止めた。釣竿を放ほうり投げ、白い砂を蹴け散ちらし逆送する。

　エミリアがアリシエルを日ひ除よけ傘の下に連れ込んでいた。

　水着と一緒に調達していたのだろう、掌てのひらに載るほどの小さな壷つぼを手にしている。

「なのです。小麦色の肌というのも魅力的ですが、アリシエルさんの場合は肌が白いですから無理に焼かないほうが良いと思うのですよ」

「よくわかりませんが、エミリアが言うのならそうなのでしょうね」

「ですです。アリシエルさんにも塗ってあげるのですよ」

「その役目はこのおれが！」

「てめえは釣りでもしてろなのです」

　てりゃっ、と、傘の下へ走り込んで来たグレイブをエミリアが容赦なく押し蹴って追い出す。アリシエルはちらとグレイブを見て、しゃらりと長い黒髪をかきあげた。

「待ってください。もしかして、日焼け止めを塗ってもらうというのは、とても、恋人らしい行いではないのですか？」

「良いぞアリシエル、もっと言ってやれ！」

　思わぬ援軍に、グレイブの濁って淀よどんで腐っている瞳ひとみが輝いた。

「アハッ、ここぞとばかりにおっぱいだの太ももだのを好き放題にされたいのなら止めはしないのです」

「エミリアにお願いします」

「畜生！」

　だが希望は一瞬、すぐに潰ついえて、負け犬の如ごとくにがくりと砂浜に膝ひざをついた。

　背中をちりちりとポセイドンの暑い太陽が焼いていた。

　傘の下からは、アリシエルとエミリアの愛らしい声がする。

「それでは、日焼け止めを塗って行くのですよー」

「んっ……冷たい、ですね。少し驚きました」

「アハッ、それは仕方ないのですよ。我慢してくださいなのです」

「……っ、あの、エミリア、その、手つきが」

「日焼け止めは満遍なく塗らないと意味がないのですよ。だから、丁寧にしているだけなのです。他意はないのですよ。うひひひひひひひひ、白くて綺き麗れいな肌なのです」

「はぁんっ。ど、どこを、触って」

「これは仕方のないことなのです。おっぱいもきちんと塗っておかないといけないのです。だから仕方ないのです。指が埋まるぐらいに柔らかいのです」

「最後はっ、関係っ、なっ、えっ、エミリア、少し、手加減して、んっ」

「アハッ、アリシエルさんはここが敏感なのですねー。その恥ずかしげな顔もかわいいのですよー。ほーらほーら、ここなのですねー」

「だかっ、あっ」

　二人の美少女がじゃれ合う、微笑ほほえましくも甘い、声がグレイブの耳に届く。

「はーい、おしまいなのです」

「はぁ……はぁ…………はぁ」

「ふぅ、満足満足なのです」

　何かをやり遂げた、達成感に満ちたエミリアの笑顔。額の汗を拭うような仕草をして、満足感に浸る。

「さて、わたしも日焼け止めを塗ってと──」

　がしり、息を荒らげたアリシエルがエミリアの手を摑つかむ。

　彼女の凍いて付ついた瞳ひとみの中に、何か、怖いものが宿っていた。

「今度は、私が、塗って、あげますよ」

「アハッ……これは、ひょっとして、やってしまったのですかね？」

　終わったかと思えば、攻守を入れ替えて始まったじゃれ合い。

　グレイブは、様々な理由で立ち上がることが出来ず、砂浜に膝ひざをついたまま、心の中で血の涙を流していた。

「くそっ、どうして、おれは、あの場所に混ざることができないんだ！」

　魂からの、男の嘆きが、真っ白な砂浜に響き渡っていた。




　多くの失意と絶望、過ぎ去って行く美しい光景──要するに日焼け止めを塗り終えたアリシエルとエミリアが海に向かうのを見送り、グレイブは釣つり竿ざおを片手に歩き出した。

　海側でなく、横へ。しばらく進むと砂浜が途切れて岩場にぶつかる。岩場は海の中へと向かって伸びており、グレイブは岩場の端に立ち、海へと目を凝らす。

　晴れ渡る空、彼方かなたへと広がる海原、決して混ざらぬ二つの青色。

　灰色の外がい套とうをなびかせて、グレイブが跳んだ。

　十メルトル以上も跳んだだろうか、グレイブは海の上に片足で着地する。よくよく見れば、その足元には僅わずか、カード一枚分ほど、岩の頭が顔を出していた。

　グレイブはその、僅かな足場を、飛び移りどんどん、沖へと向かった。

　小島のように、やや広めに（とは言ってもひとが四人も座ればいっぱいになるだろう）顔を出している飛び岩に辿たどり着ついた。そこはグレイブだけが知っている穴場である。

　岸から泳いで来れないほどの距離ではない。しかし、釣つり竿ざおを持って泳ぐものなど滅めつ多たにいない。小船を出したなら普通はもっと沖の方へと向かう。だから誰だれも知らない。

　釣り糸を垂らすことしばし、何度か、魚信はあったものの。

「……んーむ、なかなか釣れんな。潮の具合が変わったか？」

　釣れた魚はいずれも掌てのひらより小さもので、そのまま海へ逃がしてやった。

「ま、のんびりやるか」

　心地ここちよい海風に目を細め、潮の香りに故郷の懐かしさを思い、大きな欠伸あくびをする。グレイブの肩からは力が抜けて、背中もぐんにょりと曲がっている。

　今にも釣り糸を垂らしたまま、船を漕こぎ始めそうな塩あん梅ばいだ。

　緩みきっている、隙すきで溢あふれている、なーんにも考えていない。

　くい、と竿がたわんだ。

「おっ！　来たか」

　グレイブの意識が竿に、そして、かかった魚へと一気に向かう。

「だーれだ」

　瞬間、グレイブの視界が闇やみに包まれた。小さな手が両目を後ろから覆っていた。

　背中に、仄ほのかな胸の膨らみの感触がある。あまりに肉付きが薄く、胸というよりは肋ろつ骨こつが当たっている。

　グレイブは心底から、ぞっ、とした。

　相手が、その気であれば、最悪、両目を抉えぐり取とられている。無論、グレイブが抵抗しないわけがない。相手も無事ではすまない。下へ手たをすれば肘ひじを叩たたき込こまれ、折れた肋骨が肺に突き刺さって死に至る。

「誰だろうなあ。ひょっとして、もしかして、可愛かわいい可愛いメメントちゃんかな？」

　それを理解しているからこそ、彼女は何もしなかったのだ。

　殺し屋の仕事は殺すことだ。両目を抉られても、死には、しない。

「当ったりー」

　かたかたかたと、しゃれこうべのように笑ってメメントが目隠しを解ほどいた。

　グレイブが振り返る。

　色の抜け落ちた白髪、硝子ガラスの瞳ひとみ、幼くも妖あやしい死美人の美び貌ぼう。そして──アリシエルの水着をより先鋭化させた紐ひものような水着に、長すぎて余る袖そでだけをくっつけた奇妙な姿。

「………………なに、それ、え、水着？」

「ししょーのために選んだ水着だよ。どう、似合うでしょ？」

　けたけたとしゃれこうべのように笑い、メメントは舞台の上の踊り子がするように片手を腰に、片手を首の後ろに当てて、腰をくねらせた。

　瘦やせた、少女のような体に、水着としての用をなすのかすら怪しい紐のような水着。メメント自身の持つ妖あやしさと相まって退廃的な魅力を醸し出してはいる。

　グレイブは明らかに困ったような顔をして、気のない拍手を送った。

「似合ってる似合ってる。おれの好みかどうかはおいといて似合ってる」

「えへへー、やったね」

　はにかんで笑う姿は、彼女がタルタロス禁忌教団に属する禁忌魔法使いであり殺し屋でありついでに実年齢が三十路みそじに近いことさえ考えなければ可か憐れんであった。

「高かったんだよこの水着」

「その、布地が全然ない、どこが水着なのかも怪しい紐みたいなのがか？」

「うん、ボクもちょっとびっくりだよ」

「不思議なもんだなあ……待て、いま、恐ろしい可能性に気付いたぞ。おまえ、折せつ角かく買ったんだからって水着を見せびらかしに来ただけか？」

「うん！」

「まあ迷いのない素敵な笑顔」

「『毒の杯』はぶっ殺されたみたいだけど、二番目の『拳けん闘とう士し』の奴やつが動かないからさあ、ボク、暇なんだよねえ。少しでもししょーを消耗させてくれるなら良いやって思ってたのに、本当に使えない奴らだよ」

　呆あきれた、と言わんばかりに、メメントは長い袖を揺らして肩をすくめた。

　同じタルタロス禁忌教団に属するものを平気で捨すて駒ごまにする冷徹さ、道化のように振舞ってはいるがやはり彼女は手段を選ばぬ殺し屋である。

「遊びなら、正面から来いよ。おまえに後ろを取られるのはぞっとしねえ」

「んー、背後を取るのは殺し屋の習性みたいなものだし難しいかなあ」

「……おまえって、怖い女だよな。殺す相手と、当たり前のように仲良くできる」

「なに言ってんのししょー？　仲良しの方が殺しやすいじゃない」

　かたかたかたと、下へ手たな冗談でも聞いたようにメメントが笑い飛ばす。

　グレイブは様々なものを諦あきらめたように肩をすくめ、また釣つり竿ざおを手に取る。

「やっぱりおまえは生粋の殺し屋だな。そろそろ帰れ、おれは釣りがしたい。何より、おまえと一緒にいるところを、教え子に見られたくない」

「えー、ししょー、何だか冷たくないー？　もっとボクを構えよー。ほら、ここで捕まえようと頑張ったりしてさ、ちょっとぐらいなら変なところ触っても怒らないし」

　誘っているつもりなのか、メメントがくねくねと腰を揺らして、長い袖そでを振る。グレイブはわしゃりと灰色の髪をかき、盛大に嘆息した。

「上から下までまな板みたいな体のどこを触れってんだよ」

「ししょーみたいな変態は、そこがたまらない。この薄っすらと浮いた肋ろつ骨こつとか鎖骨とかが大好きだよね？」

「嫌いとは言わないが、ちょっと、ううむ、何か違うな」

「仕方ないなあ。ししょーが遊んでくれないなら、他のひとと遊んで来るよ──アリシエルとエミリア、だっけ？」

　次の瞬間、グレイブは振り返り、メメントの首を絞めていた。片手で、そのか細い首をへし折らんばかりに力を込めて、メメントの体が宙に浮くほどに。

「うふふ」

「……」

　グレイブが手を離した。

　メメントがどこかうっとりと、恍こう惚こつを宿し、甘い吐息を漏らす。

「頭がいっちゃうかと思ったよ。ししょーの方こそ、怖いひとだよねえ」

　長い袖に包まれた手が、首筋に残ったグレイブの手の痕あとを愛いとしげに撫なでている。

「さっさと失うせろこの三十路みそじ変態女。まったくろくなもんじゃねえ」

「やめてよ、罵ののしられると気持ちよくなっちゃうじゃない」

「おまえどんだけこじらせてるんだよ！」

「ししょーだって似たようなもんでしょう？」

「おれはもっとわかりやすくて健全なエロさが好きなので、おまえのちょっといっちゃった趣味には付き合いきれません」

「またまたー、ししょーに限ってそれはないでしょー」

「何一つ信用されていない！」

「っていうかさししょー、アリシエルちゃんとエミリアちゃんと、どっちが本命なの？」

「そしてまた話が唐突に違う方向に行く！　どっちが本命ってそりゃおまえ、あわよくば両方ともひゃっほいしたいに決まってるだろうが！」

「ししょーがクズだ」

「だってそうだろ！　あの乳と！　あの尻しりと！　どっちかなんておれには選べねえよ！　どっちも張りがあってすべすべしてて、乳は指が埋まるくらいに柔らかくて、尻はみっしりとちょっと硬めの弾力があって、揉もみくちゃにしたいし、揉みくちゃにされたいし、あれで十五歳だぞどういうことだ！　まったくけしからん！」

「そっかー、そうなんだー」

　光が強いほどに闇やみもまた深くなる。

　ポセイドンの太陽が作り出すグレイブの影は濃く、その影に身を浸すメメントもまた暗く──死美人の唇に、酷薄な笑みが浮かんでいる。

　硝子ガラス球の瞳ひとみが、全すべてを飲み込む虚うつろのように、グレイブを見上げていた。

「ししょーにも、大切なひとが出来たんだね」

「待て──！」

　と、叫んだときには既に遅かった。

　彼女の姿は既に、影の中に沈んで消えていた。

「……これだから、あの殺し屋は、やり辛づらい」

　正面から戦えばグレイブが勝つだろう。だが、メメントもそれを理解しているから戦わない。そして逃げに徹したメメントを捕まえる方法をグレイブは持っていない。

　そして殺し屋であるメメントは、決して、諦あきらめるということをしない。

　果たして、何を見られたのか。

　メメントの不吉な笑みを思い出し、グレイブは苦く、口元を歪ゆがめた。

　気持ちを切り替えるように、改めて海に向き直り、釣り糸を垂らす。

　メメントのことは考えるだけ無駄だと理解している。

　心を鎮めて、糸から竿さおを通して伝わる海の鼓動と一つになるように、目を閉じた。

　海の上にぽつりと浮かんだ岩の上、孤独な海風がすぐ傍そばを通り抜けて行く。

　くん、と、僅わずかに竿がたわみ、手に重みがかかる。

　グレイブは目を見開き、一息に、それを吊つり上げた。

「今だ──あん？」

　糸が切れたのかと思うほどに、突然、手て応ごたえがなくなった。しかし、釣り糸の先には針があり、針の先には赤い布切れのようなものが引っ掛かっていた。

「何だこりゃ？」

　グレイブは水に濡ぬれたその赤い布を手に取り小首を傾かしげ、特に意味もなく匂においを嗅ぐ。

　ぱちゃんと、水音がした。

　濡れた長い黒髪、上目遣いにこちらを睨にらむ瞳、首から下はまだ海の中にあり、両腕で胸元を隠すように自分自身を抱き締めている──アリシエルだった。

「……返してもらえますか、水着」

「…………すまん」

　グレイブは珍しく素直に、頭を下げて、謝った。




　釣り上げてしまった赤い水着（上）を返すと、彼女は海の中で水着を付け直して、グレイブのいる飛び岩の上に登って来た。












「酷ひどい目にあいました」

「だから悪かったって、あと、説得力がないのは百も承知で言うが事故だからな」

「わかっています」

　濡ぬれた長い黒髪をかき上げて、アリシエルは釣り糸を垂らすグレイブの隣に座った。

「ここは、よく釣れるんですか？」

「おう、ひとの滅めつ多たに来ない穴場だよ」

　グレイブが心なし自慢気に言うと、アリシエルがちらと傍かたわらの魚び篭くを覗のぞいた。

「その割には、釣れていませんね」

「……今日きようはちょっと調子が悪いんだ。これからだから、本当に」

「期待はしてません」

「よーし、なら賭かけるか、大物を釣ったら乳を揉もませやがれ」

　はい、とも、いいえ、とも答えず、アリシエルが言う。

「ポセイドンでは、より、恋人らしいことをしようと考えていました。しかし、全然、恋人らしいことが出来ていないような気がするのです」

「…………あ、あー」

「同じ部へ屋やで眠り、同じ部屋で食事をして、同じ場所で働いて、楽しかったです。楽しかったですけれど……恋人らしいというか、家族みたいではありませんでしたか？」

「ハッハッハッ、家族か、成る程ね。確かにね」

　思わず、と言った調子で、グレイブが笑った。

「笑い事ではありません」

「すまんすまん、おれは差し詰め、頼れるお兄さんってところかな？」

「働かない駄目な父親ですかね」

「ちょっと待って！　え、おれ、父親？　おっさん？　まだ二十代なんだけど？　それに働いてるからね。先生だからね。確かに心は無職のままだけど」

「その必死さに、若さが感じられません」

「反論の余地もない！」

「それとも、頼たより甲が斐いがあるところを、私に見せてくれますか」

「たとえば？」

「たとえば……」

　問うと、アリシエルは上からそっ、と、グレイブの左手に自分の右手を重ねた。

「アリシエル？」

「……」

　沈黙。じっと見詰めて、見上げる、彼女の凍いて付ついた瞳ひとみ。

　赤い水着に包まれた豊かな膨らみが作る、深い谷間。

　雪のように白い頰ほおに走る、僅わずかな赤み。

「たとえば、また、私に恋を、教えてくれますか？」

　雲一つない夏の青空と、波も穏やかな夏の海の間。岸から離れた飛び岩の上。

　この広い世界に二人きり、取り残されてしまったよう。

「二人きりですね」

「そう、だな」

　アリシエルは、グレイブの肩に体を預けるようにもたれかかる。

　濡ぬれた赤い水着と、僅かに汗ばんだ白い肌、重なった手がひどく熱く感じた。

　それは恐らく、彼女の、精一杯の、勇気であったのだろう。

　グレイブが、彼女の手を、握り返す──その瞬間だった。

　かつてないほどの引きが、グレイブの釣つり竿ざおを襲った。ぐいぐいと竿ごと海中に引きずり込むような強さ、竿は折れそうなほどにたわみ、釣り糸はぴんと張る。

「ぬおおおおおおおおりゃあああああ！」

　大物の予感。それも、今までにないほどの！

　片手では竿を保持しきれない。グレイブは両手で竿を握り、立ち上がった。岩場の上に踏ん張り、海中で荒れ狂う大物の動きに合わせて竿を動かす。時に緩め、時に強め、獲物を弱らせる。

　釣り人と獲物の間にあるのは一筋の細い糸のみ、糸を巡る主導権の奪い合い。

「ぐ、ぐぬぬぬぬ、やるじゃねえか！」

　かっ！　太陽が照りつけグレイブを焼く。

瞳ひとみに炎が灯ともり、額には汗が浮かぶ。一匹の獣にも似た凶暴な笑みを浮かべてグレイブは吼ほえ続けた。

「うおおおおおおおおおりゃああああああああああ！」

「あああああああも、なんなのですかああああああああ！」

　叫び声と共に、ざばん、と、海の上に姿を表したのはエミリアだった。

　照りつける太陽が、きらきらと、水に濡ぬれた金色の髪を輝かせる。宝石の瞳は僅わずかな苛いら立だちを宿し、羽を描いた白い水着の肩口に、釣り針が引っ掛かっていた。

「……何してんの？」

「それはこっちの台詞せりふなのです！　わたしは、アリシエルさんを追いかけて来ただけなのですよ。軽く泳ぐだけのつもりだったのに、一人でどんどん沖へ行っちゃったから！」

「ああ──！」

　アリシエルのことを思い出した。ちょっと良い雰囲気とか、彼女の見せた精一杯の勇気だとか、そういうものを思い出した。グレイブの背筋に、メメントに背後を取られたときと同じ、否いな、それ以上の悪寒が走る。振り返ろうとして、それは出来なかった。

　むぎゅん。

　アリシエルの腕がグレイブの首筋に絡からむ、彼女の豊かな胸の谷間に顔を埋めるように一気に引き絞られ、互いの鼓動が聞こえてしまいそうなほどに密着する。

　逆の手は首筋に絡めた腕を更に上から固め、両足は相手の両足に絡めた。己の体重を相手に預けて重石おもしとし、相手が背後に倒れて逃れることを防ぐ。前に倒れるならば、相手は顔面を地面に打ちつけて自滅するだけ。

　一度決まってしまえば、逃げるのは不可能に近い。アリシエルの学ぶレガリア流では、その技を、獲物を締め上げる大蛇の姿になぞらえてこう呼ぶ──

「レガリア流体術『ヒュドラ絡み』」

「おっ、ごっ」

　首筋に回された腕は、恐るべき強さで首を締め上げ、恐るべき速さで意識を奪う。

　ついでに、顔を埋めた谷間の柔らかさに抵抗する気が失うせる。もっとも、これはアリシエルの巨乳があるからそうなるのであり、グレイブがグレイブだから発揮される効果だ。

「…………何をしてるのですか、アリシエルさん」

「……知りません」

　珍しく、彼女は拗すねたように唇を尖とがらせて言い。グレイブが乳の谷間に溺おぼれて意識を失う直前、ヒュドラ絡みを解ほどいた。




　げっほげっほと、グレイブが飛び岩の上に四つんばいになり必死に呼吸をしている。

　エミリアも飛び岩の上に登って来た。そして、アリシエルから事情を聞くと、宝石の瞳ひとみに呆あきれの色を宿して大きく嘆息した。

「そりゃセンセイが悪いのです」

「……はい、反省してます。うえっ」

「……」

　因ちなみに、アリシエルはまだ拗すねたように唇を尖とがらせてそっぽを向いている。

　エミリアが妖よう精せい族の尖り耳をぴっこりと動かしてもう一度嘆息した。

「アリシエルさんも、そろそろ許してあげるのですよ」

「つーん」

　言って、アリシエルがもっとそっぽを向いた。

「くそっ、なんてことだ、アリシエルが拗ね拗ねアリシエルになってしまった！」

「拗ね拗ねアリシエルさんなのですか！　あれ、それ可愛かわいくないですか！」

「ああ、かなり可愛いぞ！」

「つ、つーん……」

「やっぱり可愛い！」

「アリシエルさん可愛い！」

「可愛い！」

「可愛い！」

　そして、可愛い、の声が続き、顔を真まっ赤かにし、追い詰められたアリシエルは。

「……用事を思い出しました」

　どぼん！　海の中に飛び込んだ。

「可愛いアリシエルが逃げたぞ！」

「可愛いアリシエルさんを追いかけるのですよ！」

　グレイブが釣つり竿ざおを担ぐ、エミリアが海に飛び込む。

　そして始まる追いかけっこ。

　一応、立派ではないが、間違いなく大人であるはずのグレイブも一緒になって、彼らは子供のように、海を遊び尽くした。




　気がつけば、陽が傾いていた。

「……すっかり、先生で遊んでしまいましたね」

「なのですねー、何だか、とってもすっきりした気分なのです」

「せめて、先生とであって欲しかったね。おれとしちゃ」

　アリシエルが、ざらりと、長い黒髪をかき上げた。

「今日きようは、お風ふ呂ろに入りたいですね」

「『海風の歌亭』にはお風呂がありませんし、公衆浴場にでも行くのですよ」

「ちょっと歩いても良いなら、温泉があるぞ？」

　グレイブが言った。




　砂浜をしばらく歩き、岩場を二つ越えると途端に観光客の姿が消える。

　岩場と砂浜が混ざったような地形はくつろぐには向かず、潮の流れが速くまた変わりやすいため泳ぐにも向いていないからだ。

　しかし、そこからさらに進むと、今度は白い湯気と簡素な小屋が見える。

　地元の住人ぐらいしか知らない、海沿いの小さな露天風呂だ。傍そばの小屋は脱衣所で、温泉の管理人がいる。入浴料の徴収の他、洗い布などの貸し出しもやっていた。

　入浴料は公衆浴場と同額と良心的で、原則混浴のため水着着用で入浴する。

　グレイブたちは入浴料を支払うと、かけ湯をし、水着のまま海を臨む温泉に浸つかった。

「うんああああああ、暑い季節に熱い風呂ってのも、また悪くないもんだ」

「不思議な気分ですね。目の前に海があるなんて」

「アハッ、絶景なのですよ」

　よく働きよく遊んだ一日だった。熱い湯が体に染み渡り、疲れが溶けて行くようだった。今のところ温泉にいるのは彼らだけで、遠慮なく体を伸ばしてくつろげる。

　アリシエルとエミリアもお気に召したのだろう、頰ほおを桃色に染めて、心地ここちよさ気に、ほう、と熱っぽい吐息を漏らしていた。

「気持ち良い……」

「あふぅ…………水着だからセンセイを警戒する必要がなくて気楽なのですよ」

「おれは水着だって全然構わないぜ？」

「黙れクズなのです」

「まあ温泉は良いもんだよ」

　うーん、と、グレイブは伸びをした。

「肩こったなあ、久しぶりに真面目まじめに働いたせいかな？」

「グレグレはいつも真面目に働くべきだと思うのですよ。お金がないのですから」

「揉もみますか」

「じゃあ乳を」

「逆です」

「アリシエルがおれの乳を？　いや、だが、おれには乳というほどの膨らみは」

「殴りますよ」

「すみません」

「肩を揉もんであげると言っているんです。先生が、今日きよう、頑張っていましたから」

「まーたアリシエルさんはグレグレを甘やかすのですから」

「まあまあ、たまには良いじゃないかお母さん。グレイブくんだって頑張ってるんだからもっと甘やかしてあげるべきだと思うね」

「誰だれがお母さんなのですか、しかも自分で自分の弁護してんじゃねえのです」

「では先生、失礼します」

　アリシエルがグレイブの背後に回った。

「いつかみたいに首を捻ひねるのは勘弁してくれよ」

「大丈夫です…………多分」

「…………多分なんだ」

「最近、剣を振っていないので、ひょっとしたら、我慢できないかも」

「ええと、お気持ちはありがたいのですが、今回は遠慮したいかなと──」

　むぎゅん、と、グレイブの背中に、何かとても柔らかい膨らみが二つ当たった。

「──思ったけれど気のせいだったのでお願いしますアリシエルさん」

「はい」

　ぐいぐいと、背中に胸の膨らみを押し付けるようにして、アリシエルはグレイブの肩をやや強めに揉もみ解ほぐす。

「おうふっ、おうふっ、ああ……気持ち良いわ柔らかいわ、たまらんわい」

「もっと気持ちよくなって下さい。先生が気持ちよくなってくれると私も嬉うれしいです」

　耳元で囁ささやくようにアリシエルが言った。その凍いて付ついた瞳ひとみは静かに、唇には薄い微笑ほほえみが浮かんでいた。

「明らかに、狙ねらって胸を押し当てているのですよあれ……手段を選んでいないにも程があるのです。というか、あれ、もしかして、おっぱいを使ってセンセイを調教…………」

　エミリアは途中で言葉を飲み込んだ。呆ほうけた犬のような顔をしているグレイブの肩越しに、アリシエルが彼女を見据えていたからだろう。

「……ん、どうした、エミリア？」

　グレイブは妙な空気に気付いたのか、首を傾かしげた。そして何事か閃ひらめいたように手を叩たたいてエミリアを手招きする。

「な、何ですか」

「エミリアも疲れただろう。お兄ちゃんが肩を揉んでやろうじゃないか」

「…………ああ、肩を揉むふりをして？」

「わあ、全く信用がない」

「私は先生に恋をしていますが、信用されないのは当たり前だと思います」

「むしろ信用があると思うほうがびっくりなのですよグレグレの分際で」

　言いながらも、エミリアは一応、グレイブの前まで行き。背中を向けた。白い水着の背中には小さな白い翼が描かれている。

「変なところ触ったら、締めちゃってくださいなのですよアリシエルさん」

「わかりました。死なない程度に首を絞めます」

「おまえらちょっと先生に対して容赦がなさ過ぎないか！」

　完全なる自業自得だ。しかしグレイブはそれでも諦あきらめず、こっそりと、さり気なく、エミリアの肩に置いた手を下へとずらそうとしたが──

「先生」

　少しでも手が肩からずれた瞬間、アリシエルが耳の穴に吐息を吹き込むようにぞくぞくと囁ささやくために諦めざるを得なかった。間違いなく首をこきゅっとやられる。その確信がグレイブにはあった。普通にエミリアの肩を揉もむ以外の選択肢はない。

「肩揉みなんて久しぶりだなあ、どうだエミリア」

「んにゃー、き、気持ち良いのです。温泉で解ほぐれた体が更にほぐれるのですよ」

　エミリアもまた、ふにゃん、と顎あごの下を撫なでられた猫のように顔を緩ませる。

「後で交代なー、今度は、アリシエルの肩も揉んでやるよ」

「そうですか。折せつ角かくですし、お願いします」

「なーに、気にするなって。ほら、おまえ、乳がでかいと肩がこるって──ぐえっ」

「あれえ、センセイ、手が止まってるのですよ」

「く、苦し、アリシエル、悪かった。ああ、でも、乳に、頭が、包まれて」

　余計なことを言ったばかりに、グレイブは、背後のアリシエルから締め技をかけられていた。片腕を首に回して、もう片方の腕で絞り上げる。必然、グレイブの後頭部は赤い水着に包まれたアリシエルの胸に埋まることになり、幸福と苦痛の間で彷徨さまようのだった。

「……えいっ」

　その状態で、あろうことか、エミリアは更に身を寄せて、グレイブの膝ひざの上にちょこんと座った。ぐいぐいと尻しりを、というか体全体を押し付けて、体を預ける。

「アハッ、最初からこうすれば良かったのです」

　容赦なく遠慮なく躊ちゆう躇ちよなく五体を武器にするアリシエルを目の前にして、エミリアは何かに気付いた、あるいは、何かに目覚めたように清すが々すがしい微笑ほほえみを浮かべた。

「えみ、りあ、な、にを」

「えー、聞こえないのですよセンセイー、ほらー手が止まってるのですよー」

　かくてグレイブは、二人の教え子が満足するまで、その間に挟まれることになった。




「そろそろ、あがりませんか」

「なのですね。随分と長湯してしまったのですよ。他のお客さんも増えて来たのです」

「もうちょっと待てよ。ひとが増えたのには理由があるんだから」

　貸切状態だった温泉は、今や随分と賑にぎやかになっていた。殆ほとんど全員が地元民であり、示し合わせたようにやって来て、のんびりと、海の方を向いてくつろいでいる。

　グレイブたちも片隅に固まり、グレイブに促されて海の方を向いていた。

「もうすぐ、陽が沈む」

　傾いた太陽、茜あかね色いろに染まる空、どこまでも広がる海原。

　誰だれもが黙って海を見ている。

　太陽はやがて海に触れ、巨大な火の玉が海に溶けるように全すべてを赤く染める。

　天も地も、海も、輝く赤に照らされる。

「──綺き麗れい」

　その一瞬は、神々しくすらあり、手を合わせて拝むものの姿すらあった。

　アリシエルが呟つぶやき。

　エミリアは言葉を失う。

　熱い湯、真まっ赤かな太陽、染まる赤色。そしてグレイブはぽん、と掌てのひらを打った。

「あ、閃ひらめいた」






第七章「地じ獄ごく麵めん」









　翌日のことである。グレイブが言った。

「今日きようは昼から屋台を出すつもりだから、おまえたちも適当に過ごしててくれ。あー、暇なら、ちょいと、手伝ってくれても良い」

「わかりました」

「突然、どうしたのですか？」

「昨日きのう思いついた。あっと驚くようなめしを出すんだよ。おれたちの屋台で」

　悪戯いたずらを思いついた悪がきそのままに、にやりと、グレイブが笑った。




　三人は協力し、大通りを走り回って食材を買い集め、昼に間に合うよう大急ぎで仕込みをした。時間は瞬く間に過ぎて行った。

　そして中天の刻ときが近付き、第二の稼ぎ時である昼めし時を迎えた頃ころ。

　グレイブの屋台は、良い意味でも悪い意味でも注目の的になっていた。

　理由は匂においだ。屋台から漂う匂いが、ひとの足を止める。だが、その匂いのために近寄るかを迷わせる。食欲を刺激し同時に恐れさせる、凄すさまじく『辛い』匂いだ。

「……匂においだけで汗が出ますね」

「だ、大丈夫なのですかねこれ。味見もさせてもらえなかったのですし」

　仕込を手伝った教え子二人も、若干、戸惑い気味である。

　最初の客が、全すべての評価を決めるだろう。しかし、その最初の客に誰だれもならない。人々はグレイブの屋台を遠巻きに眺め、屋台の周囲にぽっかりと空白が出来上がっていた。

　そこに、何人もの屈強な若者を伴い、左手が鉤かぎ爪づめの老人がやって来た。

『船長』ホークアイ。ポセイドン顔役の一人でありグレイブの旧知、グレイブに屋台を貸した男だ。体は老いて枯れ枝のようでありながら、むしろ、力強さの方を感じさせる。眼光は鋭するどく、顔は険しく、背筋はぴんと伸びている。

　ホークアイ老人は屋台の前に立ち、じろりと、グレイブを見た。

「二人前、貰もらおうかの」

「はいよ」

　手早く麵めんを湯がき、木もく椀わんに盛り、具を乗せ、汁というよりタレ、あるいは、アンに近いどろっとした赤いスープをかけて出す。

　ホークアイ老人は突き匙さじと共に差し出された椀をまじまじと見詰めた。

「赤いのう」

　ポセイドンではあまり見ない太麵、どろりとしたスープ、麵の上に乗せられた挽ひき肉にくの丸い塊、全てが赤い。海に沈む太陽を椀の中に再現したような強烈な赤さだ。

「なんという料理じゃね」

「地じ獄ごく麵めん」

「食べたら死ぬか」

「死人も走り出す」

「なるほど」

　ホークアイ老人が頷うなずく。背後に控えていた筋骨逞たくましい若者──漁師が一歩前に出た。

「親爺おやじ、ここはおれが」

「そうはいかん。これは、灰色が、わしのために作ったというめしだ」

　にやり、と笑い、ホークアイ老人は突き匙を手に取った。

　赤い挽ひき肉にくの塊を崩し、赤い麵に、赤いタレを絡からめ、ずぞぞぞぞと勢いよく啜すすり込む。

「むう！」

　食べた途端に、ぶわりと、ホークアイ老人の体から汗が噴き出した。全身余すところなく例外なく、枯れ枝のような体から滂ぼう沱だと汗が流れた。頭から湯気が立っているような錯覚すら覚える。

「お、親爺！」

　若い衆が思わず声をあげたが、老人は構わず突き匙を握り直し、左手の鉤爪で引っ掛けた椀わんに直接口をつけた。ずぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ！　鯨のように力強く凄すさまじい勢いで、真まっ赤かな地じ獄ごく麵めんを啜すすり込む。

　空になった椀を、叩たたきつけるようにして置き、くわりと目を見開いて叫んだ。

「辛い！」

「そりゃあなあ。赤唐辛子を山ほどぶちこんでる」

　グレイブがからからと笑う。

　ホークアイ老人もげらげらと笑った。汗と共に、体に溜まっていた毒が全すべて流れ出して、代わりに活力を叩たたき込こんだ。そんな豪快な笑みだった。

「まったく、尻しりを蹴けり飛ばされたような気分じゃよ」

「効いたろ？」

　にやりとしてグレイブが言った。

「……赤唐辛子だけじゃあないのう。大蒜にんにくじゃな？」

「ああ、そっちも大量にぶち込んだ」

「基本にしているのはトマトのスープじゃな。恐ろしく辛いが、辛さの中にも旨うまみがある。そして辛すぎるスープを、食べられる程度の辛さにしている」

「正解」

「汁ではなくタレにしたのは、タレに溶け込んだ滋養を余さず食わせるためで、太麵にしたのはどろりとしたタレがよく絡からむようにじゃな」

「正解」

「曲くせ者ものなのは、上に乗せた挽ひき肉にくじゃ。あれは見た目は挽き肉じゃが、実際には殆ほとんど肉を使っておらんな？」

「ああ、刻んだ大蒜だの胡桃くるみだの、大陸中の『精がつく食い物』をたっぷりと混ぜ込んである。ここがポセイドンじゃなきゃこんなの作れないぜ」

「ほほっ、大陸中とは豪胆、なるほど死人も走り出すわい」

「爺じいさんの爺さんも立ち上がる」

「生意気を言いおる。しかし、また思い切ったものを作ったのう」

「ポセイドンの料理ってのは暑さをしのぐために『さっぱり』してるよな。でも、さっぱりしてるだけじゃ物足りないから『こく』が必要で、更に香草やらで『刺激』をつける。だから、その流儀に合わせて『さっぱり』して『こく』があるトマトの汁しる麵めんでやろうと思ってたんだがな。それじゃあ物足りないと言う奴やつがいたんだよ」

　ちら、とグレイブが視線をエミリアに向けた。エミリアが驚いて宝石の瞳ひとみを見開く。

「え、わたしなのですか？　そう言えばそんなことも言ったような……」

「んで、温泉に浸つかって、沈む夕焼けを眺めてて、こいつを思いついた。精がつくものをたっぷり食わせて、体を燃えるように熱くして、尻を蹴っ飛ばすめしさ」

「なるほどのう」

　ホークアイ老人もまた、ちらとアリシエルを、そしてエミリアを見て頷うなずいた。

「嫁さんを二人も貰もらえば、そりゃあ毎晩大変じゃろうなあ」

「いい歳としして、若い嫁さん貰った爺じいさんほど大変じゃあねえさ」

　互いに言って、げらげらげらと、互いに笑った。

　ホークアイ老人は実に豪快な笑みを浮かべて、懐から取り出した、財布を丸ごと、屋台に置いた。後ろの若い衆を親指で指して告げる。

「うちの連中にも、地獄を味わわせてやってくれるかのう。わしは、今からちょいと、嫁さんのところに行ってくるわい」

「毎度あり。ま、ほどほどにな。元気になっても爺さんは爺さんだ」

「わしを心配するなんぞ五十年早いわい、この若造が」

　足取りも軽く、ホークアイ老人が歩き出した。入れ違いに、老人が連れて来た若い衆がわっと屋台に並ぶ。野や次じ馬うまを決め込んでいた連中も、同じようにだ。

　グレイブは教え子たちに声をかける。

「おーい、そろそろ手伝ってくれるか」

「はい」

「わ、わかりましたのですよ！」

　かくて、グレイブたちの屋台は、ただの屋台ではなく、『死ぬほど辛いが美う味まい』地獄の屋台として一躍有名になった。

　多くの屋台の中から、地じ獄ごく麵めんを目当てに、この屋台を選ぶお客がついた。

　しかし、商売が繁盛するということは、同時に忙しくなるということである。




　日々の生活に追われ、瞬く間に──五日が過ぎた。

「地獄を四人前ね！」

「はーい、わかりましたのですよ」

　お客を捌さばききれなくなったので周りの屋台に頼み、少し場所を貰って椅い子すを置くようにした。地獄麵が人集めの効果を果たし、近くの屋台の売り上げも増していたために快く場所を使わせて貰えたのは幸いだ。

　グレイブが料理を担当し、アリシエルがそれを手伝い、エミリアが主に接客を担当するという分担が自然と為なされ、すっかり、仕事にも慣れて来た。

「エミリアちゃん、今日きようも一生懸命だねー」

「アハッ、そんなの美少女として当然なのですよ！」

　お客は老若男女さまざまだが、やはり、肉体労働に勤いそしむ男が多い。地獄麵の強烈な辛さと、滋養強壮効果がぴったりとはまったのだろう。

　中には顔を覚えたお客もいる。時にはちょっとした言葉を交わすこともある。

「機嫌が良さそうですけど、何かいいことでもあったのですか？」

「そりゃあエミリアちゃんの顔を見たから、と言いたいところだけど、実は、うちのかみさんに子供が出来たみたいでねえ」

「おめでとうございますなのですよ！」

「いやあ、ありがとう。父親になるんだし、おれも、もっと頑張らないと」

「アハッ、うちの地じ獄ごく麵めんを食べて頑張ってくださいなのですよ」

　エミリアだけではなく、アリシエルもそうだ。

　どちらかといえばエミリアは男性客に受けがよく、アリシエルは女性客に受けが良かった。夜の仕事をしている女たちが、仕事帰りに寄って行くのだ。

「ご馳ち走そうさまでした、アリシエルさん」

「いつもありがとうございます」

「うーん、いつ見ても綺き麗れいな肌してるわねえ。どう、うちのお店で働かない？」

「この屋台が、気に入っていますから」

「気に入ってるのは、あのひとがいるから？」

「……違います」

「うふっ。わかりやすいわねえアリシエルちゃん。良ければ、教えてあげましょうか、男の人を虜とりこにする、色んな方法を」












「………興味はあります」

「じゃあ、まずは簡単なところから、耳を貸して」

「………………なるほど」

　いつかグレイブが言ったように、二人とも、立派に看板娘をしていた。

　そのおかげもあるだろう、屋台は繁盛し、大忙しである。

「いつもの」

「はーい、地じ獄ごく麵めんを一人前なのですね」

　また一人、屋台にお客がやって来る。

　珍しい黒眼鏡をかけており、日ひ除よけの布を耳が隠れるほどに長く巻きつけた男だ。ポセイドンの男にしては肌が白く、体の線が細すぎる。恐らくはまだ若い。

　エミリアは空に浮かぶ夏の太陽よりも眩まぶしい微笑ほほえみを浮かべ、そのお客の前に一人前の地獄麵を置いた。

「ところでお父さま。もしかして、まだ、その変装がばれてないと思ってるのですか？」

「………あ、やっぱり、ばれてた？」

　照れくさげに男──大陸の西を統すべる妖よう精せい王国のビフロ王は、黒眼鏡を外した。

　親子だけあり、道化師の化粧を落としたビフロ王の顔立ちはエミリアに似ていた。グレイブあたりが見たら、不機嫌になりそうなほどの美形である。

　エミリアが軽く肩をすくめた。

「そりゃ気付くのですよ。毎日毎日通ってれば」

「わたしの『愛の蜂はち蜜みつケーキ』ちゃんをこっそり見守るつもりだったんだがね」

　互いに、僅わずかに、沈黙した。

「すみません、お父さま。今は、お見合いをする気になれないのです」

「いや、今回はわたしも焦りすぎた。もう少し考えることにするよ」

　ビフロ王が微笑む。寂せき寥りようの混ざった、父親の微笑みだ。

「屋台で働くおまえは楽しそうだった。あんなに楽しそうなおまえを見たのは初めてだ」

「お父さま……」

「少し悔しい気持ちもある。わたしが、父親として、おまえに与えてやれなかったものだ。恥ずかしい話だ。実の娘の、魔法の才に、目が曇り、おまえ自身を見てやれなかった」

「それは、わたしもなのですよ。自分の才能に目が眩くらんで、思い上がっていたのです」

「……聖ウェルギリウスでの生活は、楽しいかい？」

「はい、とても！」

「そうか。それなら、やはりわたしはあの『灰色』に感謝するべきだろうね」

　ただの少女のように、エミリアが微笑む。

　眩まぶしげに、ビフロ王は瞳ひとみを細める。

「ただし、あの『灰色』を完全に認めたわけじゃあないよ。おまえが本気で『灰色』と結婚すると言い出したら、パパリン、全力で反対するから。全身の穴という穴から高貴なる妖よう精せい王汁を垂れ流して抗議するから」

「あ、はい。わたしも、それは仕方ないと思うのです。基本、あのひと駄目ですから」

　グレイブがするように、エミリアは肩をすくめて見せた。

「でも、たまに、頼りになるのですよ」

「そうかい」

「ところでお父さま」

「うん」

「冷めるのですよ、地じ獄ごく麵めん」

「おおっと！　いけない忘れてたあ！」

　ずぞぞぞぞぞぞぞ、ビフロ王は突き匙さじを摑つかむと一気に地獄麵を啜すすり込んだ。とてつもなく辛い地獄麵を、一気にだ。口の中に火がつき、全身の汗が一気に吹き出る。

「来たぁああああああああああ！　この体中が燃えるような感覚、ううんたまらん！」

　だが、その熱さが良いのだろう。ビフロ王はひどく嬉うれしげな顔をして言った。

「おかわり、次は二人前で！」

「はいはい…………まったく、わたしの様子を見に来たとか言っておいて、単に、ごはん食べに来ているだけなのですよ」

　呆あきれたように、だが、少しだけ楽しげに、エミリアは宝石の瞳を細めた。




　中天の刻ときを過ぎて、やっと、客足が落ち着いた。

「ふぅ……やっと一段落か。今日きようも、忙しかったなあ」

「はい、順調です。この調子で油断せずに行きましょう」

「うちの地獄麵を真ま似ねした、激辛麵の屋台も出て来てるらしいのですよ」

　午睡を前にして、お客の引けた屋台で、三人はずるずると麵を啜っている。賄いめしは、地獄麵のスープに牛乳を混ぜて辛味を抑えたものに、半熟の卵をのせたものだ。

「うん、激辛ばっかりだと胃がやられそうだし、適当に作ってみたがいけるなこれ」

「個人的にはこれぐらいの辛さが丁度良い気もします」

「半熟の黄身を麵と絡からめてちょっと辛いスープと一緒に啜るとか絶対美お味いしいのです」

「問題は名前だな」

「そうですね……優しい地獄麵？」

「どうなのですかそれは」

「よくわからんが、どんなめしか気にはなるな。案外、悪くないのか？」

「頑張りました」

「何にせよ、また爺じいさんに食わせて反応見るか」

「……ホークアイのお爺ちゃんは実験台じゃないのですよ」

「爺さんには、おれたちの屋台のために死んでもらおう」

「真面目まじめな顔してなにを言ってやがるのですか」

「そして、金をためて、店を出す。そう、おれたちの店をだ！」

「はい、頑張りましょう」

「まーた調子の良いことを言って、わたしたちの社会勉強とか言っておきながら、センセイが一番楽しんでいるのですよ」

　本当に楽しげに、力いっぱい遊ぶ子供のように笑うグレイブを見て、我知らず、アリシエルとエミリアの口元も綻ほころんでいた。

　ふらり、と、一人の客が屋台の前に立つ。

「まだ、やってるかな？」

「あんた運が良いぜ。まだギリギリ二人前残ってる」

「ハハハ、それは良かった。じゃあ二人前貰もらおうか」

「はいよ」

　と、グレイブが屋台に入り、お客の顔を見た。

　聖霊教会の白い僧衣を着た青年、年の頃ころはグレイブと同じぐらいであろう。体格は堂々として騎士のように逞たくましく、顔立ちは凛り々りしく気品があり瞳ひとみには学者の如ごとき知性の輝きがある。

「時間だ、迎えに来た」

　彼は禿はげていた。

　聖霊教会司教にして聖霊騎士団副司令、十三度目の霊魔戦争を指揮する若き才人。

　その名をジョージ・アーカンシー、その頭部を除いて限りなく完璧に近い男。

　霊魔大戦の最中、ウンディーネの出現を目前にして、彼がどれだけの激務を背負ったのか、その姿を見るだけで理解できた。頰ほおはこけ、目の下にくまが浮かび、何よりも、その大切な毛髪が更に減少していた。

　禿はげに磨きがかかっていた。

　激務の中には、無論、数々の予定された式典を無視して姿を消した《英雄》たちの穴埋めもあったであろう。

「おまえが教えるべきことを、教えることは出来たか」

「ああ」

「なら良い、苦労をした甲か斐いがあった」

　ことん、と、グレイブが地じ獄ごく麵めんをジョージの前に置く。

　ジョージが、突き匙さじを手に取り地じ獄ごく麵めんを口に運ぶ。

「辛いな。だが、美う味まい」

「おまえ、辛いもの好きだったよな」

「ああ、それがどうした」

「辛いものが髪に悪いって話を思い出した」

　くつくつくつ、と、昼下がりの大通りに男二人の静かな笑いが零こぼれた。

「ぶん殴るぞ」

「すまん、悪かった」

　グレイブは素直に頭を下げた。

「で、いつだ。招かれざるお客さんがやって来るのは」

「二日後、中天の刻ときの頃ころ合あいだ。明日の朝、一番に迎えを寄よ越こす」

「今からじゃあないんだな」

「別れを告げる時間ぐらいはあるべきだろう。ついでに言うなら、世話になった相手に挨あい拶さつをしていくのは常識だ。きちんと、働いている、大人ならな」

「手厳しいねえ。ま、確かにおれは常識もクソもない根無し草だ」

「まったくだ。おかげでいつもボクが面倒を押し付けられる」

　ずぞぞぞぞぞ、苦笑を浮かべて、ジョージはまたグレイブの作った食事を口に運んだ。

　食べ終えると、ジョージは踵きびすを返し、どこかへ行った。きっと仕事であろう。

　真昼の太陽に照らされた輝く頭頂部を見送り、グレイブはわしゃりと灰色の髪をかく。

「やれやれ、この屋台ともお別れか。やっと馴な染じんだところだったんだがな」

　そして、ゆっくりと、教え子の方を振り返った。

「寂しいもんだな」

　夢の終わりを見てしまったような顔をしていた。

　アリシエルは、エミリアは、ほんの少し前、子供のように夢を語っていた、グレイブの笑顔を思い出した。

　こうして、かつて世界を守った元《英雄》とこれから世界を守る《英雄》の、ふつうの生活は終わりを迎えた。

　あっけなく、泡のように。




　屋台を返却し、ホークアイ老人や『海風の歌亭』の女将おかみさんを始めとする世話になったひとたちに挨拶をした。

　グレイブたちが去ると聞いて、ホークアイ老人は別れを惜しみ、ちょっとした宴を開いてくれた。『海風の歌亭』の一階でのどんちゃん騒ぎである。

　最後の夜にはきっと相応ふさわしい賑にぎやかさだった。

　やがて夜もふけて、彼らは眠りについた──

「待たせたかい。爺じいさん」

「なあに、丁度良いところじゃよ」

　宴が終わった、深夜の頃ころ。グレイブはそっと部へ屋やを抜け出した。

　ポセイドンは眠らない町としての側面を持つ。都市の一角には夜の店が集まり、文字通りの不夜城を形成している。

　これは宴の続き。

「さあ、おねーちゃんがいる店で、もう一杯やろうか！」

「うむ！」

　グレイブとホークアイ老人は連れ立って、意気揚々と夜の街に出かけて行った。

　彼らを追う、その影に気付かないまま。




　男は『拳けん闘とう士し』と呼ばれていた。『拳闘士』は己を魔法使いとは思っていなかった、無論、殺し屋とも思っていなかった。『拳闘士』は己を戦士だと決めていた。




「今更だけどよう、良かったのかい爺さん。若い嫁さん貰もらったんだろう」

「なぁに、この程度は甲か斐い性しようのうちよ。明日、二日分、満足させてやるわい」

「元気だねえ」

「おまえこそ、二人も嫁さんを貰っとるじゃないか」

「ありゃ嫁じゃねえよ」

　不夜城の明かりに惹ひかれた羽虫のように、グレイブと老人は暗い夜道を歩いていた。

　通りの向こうに、僅わずかに、空を照らす不夜城の明かりが見えていた。周囲に人影はない、人の気配もない。静かなものだ。

「おまえは──」

　だから、待ち構えている人影にも、すぐに、気がついた──

「アハッ、明日も早いってのに、どこへ行く気なのですか、この駄目教師」

「ぐ、ぐぬう。ま、まさか、気付いて、お願いだ！　朝には戻るから、今夜は、今夜だけは許してくれ！　美人のおねえちゃんと酒を飲むだけだから！」

「絶対許さないのですよ」

　実に愛らしい、真夜中の太陽のような微笑ほほえみを浮かべてエミリアは断言した。

　力尽くでも止めると宣言するように、魔法使いの武器──短たん杖じようを握っている。

　グレイブは顔に絶望を浮かべ、そして、気付いた。

「……あれ、おまえだけか？　アリシエルはどうした？」

「え？　あれ？　アリシエルさん、さっきまで一緒にいたはずですのに？」

　金色の柔らかな髪を揺らして、エミリアが周囲を見回し首を傾かしげる。にわかに、グレイブの瞳ひとみが鋭するどさを増した。




「何の用事ですか」

　暗い夜道に一人、アリシエルはそう言って振り返る。

　潮の匂においがする夜風がしゃらりと、紐ひもで一つに結んだ長い黒髪を揺らしていた。腰に、一本、木剣をぶら下げている。

「その足運びはレガリア流、それも、相当な達人と、お見受けする」

　襤ぼ褸ろをまとった巌いわおの如ごとき大男は、その体たい軀くに似合った低く岩のようにざらりとした声で言った。武器の類は持ち合わせていない。しかし、その巨体と、岩のような拳こぶしは充分すぎるほどに凶器であるだろう。

「わたしは『拳けん闘とう士し』と呼ばれている」

「確かにレガリア流ですが、名乗るほどのものではありません」

　構えるでもなくゆるりと木剣を握りアリシエルは言った。

「強盗の類ではありませんね。辻つじ斬ぎりでもない。野仕合は久しぶりです」

「何な故ぜ、もう一人の娘を先に行かせた」

「最近、剣を振っていなかったので、久しぶりにと思いました」

「ほう」

「私の勘違いでなければ、三日前から、私たちを見張っていましたよね」

「気付いていたか、気配は消していたつもりだが」

「気配はありませんでしたよ。でも、その図ずう体たいでは、気付かれて当たり前です」

「……ふん」

「私が気付いているということは先生も気付いているということです。その先生が一人で夜に出歩いているということは、先生があなたを誘い出したということです」

「そうだとしても、何も変わらん。貴様を蹴け散ちらし『灰色』を討つ」

　ゆるりと、熊くまのように男は両腕を上げた。これが男の構えなのだろうか、胴体はがら空きで、隙すきだらけ、いくらでも木剣を叩たたき込こむ隙があるように見えた。

「隙だらけに見えるのならば、一度、打ち込むが良い」

「随分と親切ですね」

「我が望みは強者との戦い。弟子がやられたとなれば『灰色』もやる気が出よう。『灰色』が、アレ以外の弟子をとっていたとは初耳だがな」

「そうですか、では、遠慮なく」

　すっ、と、アリシエルは自然体で、殆ほとんど音もなく前に出ていた。

　しゃらりと夜の街に長い黒髪が揺れる。何の躊ちゆう躇ちよもなく、彼女の木剣が『拳闘士』の胴を凪なぐ。べきり、と、音がした。恐ろしく重たい、鎧よろいを打ったような、否いな、鉄の塊を打ったような手て応ごたえがして、木剣の先端から約十セルチまでが折れていた。

「我が五体は鉄、故に我は『拳けん闘とう士し』」

　男が纏まとう襤ぼ褸ろの隙すき間まから、ⅩⅤという印が鈍にび色いろに輝いていた。

「堅けん牢ろう無比の肉体はいかなる刀とう槍そうをも防ぎ、一撃必殺の拳こぶしは鋼をも砕く。これぞ我が武の極致、見るが良いレガリア流、そしてその身をもって知るが良い」

「そうですか」

　平然と答え、長い黒髪をかき上げて、彼女は折れた木剣を片手にぶら下げる。

　あくまで自然体の構えを崩さない。

「まさか、卑ひ怯きようとは言うまいな」

「言いませんよ」

『拳闘士』はのそりと、僅わずかに身を屈かがめた。

　そして、二人は、同時に、動いた。

「──はっ！」

「おおおおおおおおおお！」

　その巨体に似合わぬ俊敏さで『拳闘士』は踏み込み、そして、また、熊くまのような構えとは裏腹に華麗とさえも言える軽やかさで拳を振るう。

　右の拳が上から、左の拳が下から、殆ほとんど同時に、巨大な獣の顎あごのように、アリシエルを襲う。右にも左にも上にも下にも逃げられない、前に出ても後ろにでも突進する巨体に弾はじき飛とばされる。

　巨大で素早い鉄の塊、掠かすめれば肉が裂け、当たれば骨が砕ける。

　武の極致を自称するだけはある。なるほど、恐るべき化け物だ。

　ただしそれは、あくまでひとの領域で比べるならばの話である。

　アリシエルの脳裏に赤い蜥蜴とかげの姿が浮かび。彼女は口元に笑みを浮かべた。

「あなたでは、化け物の、程度が低い」

　ひゅん、と、アリシエルが懐から、小さな何かを投げた。

『拳闘士』は顔面に向かい飛んで来るそれを避よけようともしなかった。それが何であれ、鉄と化した五体には通用しない。文字通り、全身を鎧に包まれているようなものだ。

　アリシエルが投げたのは、卵だった。

　当然、卵は『拳闘士』の顔に当たれば砕ける。

　必然、『拳闘士』はその中身を顔面に浴びる。

　次の瞬間、『拳闘士』は悶もん絶ぜつし、膝ひざをつき、顔を押さえて悲鳴に近い呻うめき声ごえを上げた。

「目、目があ、目があ、鼻が、な、何を、これは、何だ」

「卵の殻に赤唐辛子の粉を仕込んだ即席の暗器です。本当は、先生に使う予定だったのですが仕方ありませんね」

　平然とアリシエルは言う。

「五体が鉄であったとしても、ひとなら、呼吸はしているはずですから」

「ひ、卑ひ怯きような！」

「私は剣士です」

　長い黒髪をしゃらりとかき上げて、彼女は木剣を片手につかつかと歩く。

「レガリア流にとっての武とは『何をしてでも勝つ』こと、それだけです」

「ふざけるな、貴様の行いの、どこに、武がある。強者との戦いが──」

「剣士でないあなたには、未み来らい永えい劫ごう理解できないでしょうね」

　先端が折れた木剣を、彼女は、無造作に、『拳けん闘とう士し』の口に突っ込んだ。

「五体が鉄になっているそうですが、体の中も鉄ですか？」




　グレイブが、ちい、と一つ舌打ちをした。

「しくじった。くそっ、悪い爺じいさん、先にアリシエルを探さないと──」

「呼びましたか、先生」

　不夜城へと向かう夜道、丁度、グレイブたちの後ろから声がして。横道の暗がりから足音もなくアリシエルが出てきた。そのまま、彼女はグレイブのすぐ目の前まで進んだ。

　前をエミリアに、後ろをアリシエルに、挟み込まれた形ではあるがグレイブは、まず、ほっと安あん堵どの息を漏らした。

「何だ無事か、良かった…………けど、一つ聞いてもよろしいですかね」

「はい」

「その、手に持っておられる、先の折れた木剣がですね、真まっ赤かなのは」

「はい」

「何ていうか、生臭ぐさいっていうか、血生臭いのは」

「はい」

「いや、はいじゃなくて」

「先生を狙ねらっているらしい、男が、後をつけていたので」

　アリシエルは、ぽっ、と可愛かわいらしくはにかんで頰ほおを染めた。片手に無造作に血濡ぬれの木剣を握ったままである。

「つまみ食いをしちゃいました」

　上目遣いにグレイブを見ながら、そっと、自らの豊かな胸で挟むように、グレイブの右腕に抱きついて寄り添った。やっぱり片手に血濡れの木剣を握ったままである。

　素直に喜んで彼女の膨らみの柔らかさを堪能するには血濡れの木剣が怖すぎた。

「え、な、何？」

「わかりました先生。夜中につまみ食いをするような悪い生徒にはお仕置きが必要だと言いたいんですね。望むところです、さあ部へ屋やに戻りましょう、お仕置きの時間ですね」

「そんなこと言ってないよ！」

「心の声が聞こえました」

「アハッ、お仕置きはともかく、もう夜は遅いのですしさっさと帰って寝るのですよ」

「いや、おれは、これからおねーちゃんのいる店に」

「はあ？」

「あん？」

　甘えるような上目遣いではにかむアリシエルと、太陽のように愛らしく微笑ほほえむエミリアが、二人揃そろって、表情を全く変えないまま、大変に低くどすの利いた声を漏らした。

　グレイブは自分の心の中で何かがぽきりと折れる音を聞いた気がした。

「…………あ、はい、何でもありません。帰って大人しく寝ます」

「最初から素直にそうすれば良いんです」

「まったく、世界で二番目の美少女とそれに勝るとも劣らない美少女を侍はべらせておいて、女のひとがいるお店に遊びに行くとか、何を考えてるのですか」

「あれだよ、鉄の林りん檎ごは食えないっつうだろ。ほら教え子に手を出せないっていうか？」

「出せば良いじゃないですか」

「とってつけたように教師ぶってんじゃねえのですよ」

　グレイブの言い訳に二人は更に不機嫌の度合いを増したようだった。アリシエルはともかく、エミリアまでだ。二人はホークアイ老人の方を向くと、揃って小さく頭を下げた。

「先生がお世話になりました。このスケベ爺じじい」

「それでは失礼するのですよ。この狸たぬき爺」

　そして彼女たちはずるずると、グレイブを両側から挟んで、引ひき摺ずるように宿へと引き返して行く。

　グレイブはただ静かに、絶望と諦てい念ねんの面持ちを浮かべて夜空を見上げていた。

　暗く、どこか寒々しい夜に、星が二つ、妙に明るく輝いているように思えた。

　二人と、それに引っ張られるグレイブを見送りホークアイ老人は苦笑した。

「ありゃあ、将来苦労しそうじゃのう。今から尻しりに敷かれておるわい」

　ホークアイ老人は夜の店で遊ぶのを取とり止やめ、家で嫁と飲みなおすことにした。






第八章「我が過ちを背負いて」









　ポセイドンから海沿いにしばらく歩いた場所に小さな入り江があった。

　鳥の瞳ひとみで上空から見れば、それまでなだらかであった海岸線がぽっかりと不自然なぐらい内陸へ向かって抉えぐれているのがわかるだろう。

　グレイブは入り江の縁に立ち、海を背負い二人の教え子の方を向いていた。皮肉っぽい笑みを隠しもせずに道化芝居の如ごとく大仰に頭を下げる。

「ここがポセイドン名所の一つ。トリトーンの入り江だ。『恋人たちの聖地』なんて、呼ばれていてな、海に向かって大切なひとの名前を叫びながらコインを投げると幸せが訪れるなんて噂うわさがある──だからまったく恋人だらけで気分が悪くなるなちくしょうが！」

　この小さな入り江は初々しい少年少女から長年連れ添った老夫婦まで、恋人や夫婦に大人気だ。今も、入り江の縁には、そういう習性を持つ鳥のつがいのよう、老若男女の恋人たちが二人の世界を作ってコインを投げて互いの幸せを願っている。

　ついでに、その恋人たちを目当ての似顔絵描きや装身具売り、『恋人たちの絆きずな』なんて名付けられた一つのカップに二人分の蜂はち蜜みつ水を注いだ飲み物まで売っている始末だ。

　独り者にとっては悪夢のような場所であり、もてない者にとっては地獄のような場所であり。そこにいるだけで砂糖菓子を口いっぱいに頰ほお張ばったような甘さを感じるだろう。

　グレイブは我慢の限界と言わんばかりに、鼻を鳴らして小石を蹴けっ飛ばした。

「ったくよう、まったく、やっぱりこの世界はクソの塊だぜ」

「落ち着いてください先生」

「アハッ、嫉しつ妬とは醜いのですよー？」

「うるせえよ！」

　七年前、この場所は入り江ではなく、トリトーンの岬と呼ばれていた。

　グレイブは見慣れた古い灰色の外がい套とうを纏まとい、アリシエルとエミリアの二人は聖ウェルギリウス学園の制服を着ている。

　制服姿の教え子たちは、今、恋人だらけになっている入り江を眺めて言った。

「七年前、先生は、この海で、霊魔と戦ったんですね」

「戦いはあまりに激しく、光の刃は海を切り裂き大地を抉り、戦いが終われば岬はなく、巨大な入り江だけが残っていた──《英雄》語りの通りなのですね」

「そうだよ。いや、本当にまったく、どこでコインを投げるなんて話が出来たんだ？」

　盛大に嘆息し、グレイブは気を取り直すように首を振る。

「ああ面倒くさい、ああ嫌だ嫌だ。けれども、教えておかないわけにはいかない。だから、今から、ウンディーネと戦う前に、授業をする」

「はい」

「はいなのです」

　しゃらりとアリシエルが長い黒髪をかきあげ、エミリアが柔らかな金色の髪を揺らして頷うなずいた。グレイブはもう一度、入り江を見て、改めて告げる。

「最初に言っておく、この入り江は、七年前のおれが失敗した証だ」

「失敗、ですか」

「第二にして最弱の霊魔、水の悪姫、《水胡貪霊：波濤の如くに喰らうものスピリツト・オブ・ウンデイーネ》。奴やつについてはデルフォイを出る前に説明したな。どれほど、厄介な弱敵であるかを」

「《侵食の魔装》」

「一度逃がせば取り返しがつかない、必ず、一度目で倒さなければならない」

　彼らの眼前に広がる青い海。文字通り、大陸を包むほどに巨大な水の塊。しくじれば、その全すべてが、敵になる。万物を吞のみ込こみ全てを滅ぼす敵になる。

　グレイブが空を見上げた、唇に皮肉の笑みを浮かべた。

「本当は、この岬に、おまえたちを連れて来るべきか迷った」

「先生？」

「七年前、おれは、ウンディーネを倒し損なった」

　雲一つない初夏の青空、太陽は輝き、裏腹に、深く濃い影を地面に落とす──

「外したと思った瞬間、おれの体が勝手に動いた、まるで、聖霊剣がおれを動かしたようにだ。後先も何もない、全力の一撃を海に向けて叩たたき込こんだ。海が消し飛んだよ。おれが乗っていた船ごとだ。ここが岬から入り江になったのなんて、可愛かわいいもんさ」

　グレイブが嗤わらう。

「大津波が起きた。いくつもの船が沈んで、いくつもの家が流されて、多くのひとが死んだ。霊魔大戦に犠牲はつきものだ。過去の大戦じゃあ、大陸の四分の一が焦土になったこともある。それと比べりゃあ全然ましだ。世界が丸ごと滅ぶより、ずっとましだ」

「……それが、わたしたちと一緒に、屋台を引いた、本当の、理由ですか」

「……」

　凍いて付ついた瞳ひとみでグレイブを見詰めて、アリシエルが静かな声で問うた。エミリアもまた宝石の瞳でじっとグレイブを見詰めて、同じことを沈黙のうちに問うていた。

　グレイブは頷いた。

「おれたちが世話になったホークアイの爺じいさんな、その大津波で、嫁さんと八人居た息子を全部亡くしてる」

　少女たちの脳裏に枯れ枝のような老人の姿が浮かび、ついで、短かった『ふつうのせいかつ』で出会った人々の顔が浮かんだ。『海風の歌亭』のおかみ、使い走りの少年、屋台を訪れたお客さん。そして、そのひとたちと交わした、他た愛あいのない会話を思い出す。

　ハ、ハ、ハと、グレイブが乾いた声で笑った。

「《英雄》なんぞ、そんなもんだ。世界を守れても、全すべてを守れるわけじゃない」

　海風が吹き、灰色の外がい套とうがはためく。

　長い黒髪がなびき、柔らかな金色の髪が弾み、白いスカートが揺らめく。

　アリシエルの凍いて付ついた瞳ひとみに、エミリアの宝石の瞳に僅わずか、痛ましげなものが宿る。

　どちらからともなく、彼女たちは、二人の《英雄》は手を、握り合った。

　かつて《英雄》だった男と、このとき《英雄》である二人の少女。ほんの一メルトルも離れてはいない。だが、その一メルトルが絶望的に遠い。

　それは戦い傷を負ったものと、これから戦い傷を負うであろうものの差だ。

　ぱんっ、とグレイブが手を鳴らした。

　何事もなかったかのように、にかっ、と笑う。

「と、いうことで、今から霊魔大戦前の景気付けに『入り江にいる恋人撃退ゲーム』をします。石をぶん投げて、先に十組を海に落っことしたら勝ちです」

「捕まりますよ」

「アハッ、センセイはそれで満足なのですか？　惨めな我が身と照らし合わせて喜べるのですか？　他人の足を引っ張ってもセンセイは何一つ得るものはないのですよ？」

「そんなことわかってらあ！　それでも、おれは憎い！　幸せそうな恋人たちが憎い！　滅べ、滅んでしまえこんな世界は！　おれが幸せになれない世界なんて大嫌いじゃあああああああああああ！」

「…………顔が本気ですね」

「ひとはこれほどまでに醜くなれるのですねえ。覚えておくのです」

「へっ、おまえらもそのうちわかるさ。真面目まじめに生きてたって良いことなんて一つもありゃあしねえんだ。全く、この世界はクソの塊さ──」

　やさぐれた様子で吐き捨てたかと思うと、グレイブは途端に肩を落として、どんよりとした重苦しい溜ため息いきを吐き出した。先程までの空元気ならぬ、空絶望が、割と本格的な絶望に成長しているようだ。

「『恋人たちの聖地』とか皮肉が効き過ぎだろうが畜生。おれの恋人死んだっつーの、世界は守れても恋人一人守れませんでしたっつーの、馬ば鹿かじゃねえの」

「うわっ、さっきまで世界を呪のろってたのに、今度はいきなり落ち込んだのです。しかもさり気なく結構重たい過去を告白しやがってるのです」

　そして落ち込んでいたかと思ったら顔を上げて、目を輝かせて更に語りだす。

「大丈夫、この世界は素晴らしい。まだまだ楽しいことがある。だから、おれは生きてなきゃいけないんだ。美う味まいめし食って美人のねーちゃんと遊んで釣りをしてれば楽しいから大丈夫、おれは大丈夫、うん、ちゃんと生きてる」

「じ、自分で自分に説教を始めたのです。何なのですかこのひと、やめてくださいなのですよセンセイ、なんだかちょっと涙が出そうなのですよ！」

　見ていられないとは、今のグレイブのことであろう。痛々しいにも程がある。

　しかしアリシエルだけは、凜りん、とした態度を崩さず一歩グレイブに近付いた。

「仕方のないひとですね」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げ、凍いて付ついた瞳ひとみでグレイブを見据えて、彼女は──

　パシン！

　と、思い切りグレイブの頰ほおを叩たたいた。

「ひげふっ！」

　叩いた、というよりも、殴った、に近い勢いだったのは置いておこう。グレイブはさすがに驚いたような目をして、叩かれた頰を掌てのひらで押さえてアリシエルを見る。

　凜、と、真まっ直すぐにグレイブを見据えて彼女は言った。

「しっかりしてください。それでも、あなたは先生ですか」

「そーです、こんなのですけど先生です。けっ、悪いか」

「過去を受け入れろと、私に教えてくれたのは先生です」

「…………ああ、そういえば、そんなことも言ったか」

　グレイブの顔に再び皮肉と自じ嘲ちようが浮かぶ。同時に軽さが。

「吹っ切ったつもりだったんがなあ。難しいもんだ」

「はい」

　アリシエルが頷うなずく。

「安心してください先生。すぐに、楽にしてあげますから」

「殺されるのおれ！」

「もうこの世にいないような女に負けるような恋をしているつもりはありません」

「良かった違った。あれ、でも、それも何か怖い気がするぞ！」

「勘違いしないで下さい。あくまで、私の聖霊剣をときめきの炎で満たすためです」

「そ、そうだな」

「一体、私の何が不満だというんですか」

「会話が落ちつかねえ！　おまえの本心はどこにあるんだよ！」

「全すべて本心です」

「わかった、やっぱりおまえ面倒くさいんだ！」

　わしゃり、と灰色の髪をかき、グレイブは肩の力を抜いて首を振る。

「取り乱して悪かったよ」

「はい」

「おっぱい揉もませて」

「嫌です」

「くそっ、引っ掛からなかったか！」

「時と場合を選んでください」

「時と場合を選んだら良いと」

「……」

　無言のまま、アリシエルがぽっと頰ほおを染める。

　グレイブは力強く拳こぶしを握り、高々と天へと掲げた。

　強い夏の日差しがグレイブを照らし、足元に残る影すらもまた力強く。

　海風が古びた灰色の外がい套とうを揺らし、その顔には静かだが力強いものが浮かんでいた。

「なんだか生きる希望が湧わいて来た！」

「アハッ、良い話のようで絶妙にどうでも良い話なのですよ」

　はっ、とエミリアは何かに気付いたような顔をして周囲を見回した。

「センセイ、今更ですけど、今のって、こんなひとの多い場所でして良い会話だったのです？　ウンディーネのこととか、普通に喋しやべっちゃったのですよ」

「どうせ誰だれも聞いちゃいねえよ」

　ぱたぱたと手を振り、グレイブも同じように周囲を見回す。

　なるほど、確かにグレイブの言葉通り、入り江に集う恋人たちは自分の世界に入っていて、お互い以外の何も見えないし、他人の声なんて雑音ぐらいにしか届いていないだろう。

　エミリアは愛らしい顔に、何とも微妙な、苦笑いと呼ぶには虚うつろな何かを浮かべた。

「…………ひとは、恋をすると、馬ば鹿かになるのですか？」

「恋は良いぞ、生きる希望を与えてくれる」

「恋は良いですよ。強くなれます……そして、毎日が、楽しくなります」

「うわっ、何か二人して訳知り顔で良い感じのこと言って来やがったのですよ！　わたし、いま、何だか凄すごくイラッとするのです。イラッと！」

「大丈夫エミリア、おまえにもいつか素敵な恋が訪れるさ」

「応援していますよエミリア。先生と一緒に」

　アリシエルがこれ見よがしにグレイブの腕に抱きつき、グレイブの方も満更ではなさそうな顔でわしゃりと灰色の髪をかく。当然エミリアの苛いら立だちはさらに募る。

「アハッ、わたしが恋をする？　それは何の冗談なのですかね。世界で二番目の美少女は恋なんてしないのですよ」

　どこか、自分でそう思い込もうとしているような響きを感じたのは気のせいだろうか。

「まったく、底辺駄目教師に憐あわれまれるとはとんだ屈辱なのです」

「ハッハッハッ、先生は間違いなく底辺だけど今はちょっと幸せだから気にしないぜ！　心に余裕がありまくるので、本当にどこから来た噂うわさなのかわからないけど、コインとか投げて教え子の幸せを願っちゃうぜ！」

「私は先生の幸せをお願いします」

「アリシエルは良い子だなあ！」

「はい、良い子ですからよしよしするべきです」

「よーし、よーし、よーし、アリシエルは良い子だー」

　また、エミリアの目の前でいちゃいちゃとするグレイブとアリシエル。今度は怒る気力もなくなったのか、エミリアの瞳ひとみに真っ白な諦てい念ねんが宿った。

「もう好きにしやがれなのですよ。どうせそんな噂うわさ、商人が適当にでっち上げてひと集めに使ってるだけで効果なんてあるわけないのです」

　入り江の縁にならんで、それぞれ、大きく振りかぶり。

　ぶんっ、と、コインを投げる。

「アリシエル！　んで、エミリアっと！」

「グレイブ先生、エミリア」

「んどりゃーグレグレの馬ば鹿か野郎！　ついでにアリシエルさんのこんちくしょー！」

　きらん、と、六つのコインが輝いて、遠い海の中へと落ちて行った。

「はい、今日きようの授業終わり！　おれ、頑張った、よく働いた！」

　グレイブは満足そうに頷うなずき、大きな背伸びをした。

　アリシエルとエミリア、二人の教え子を引き連れて歩き出す。

「さあて、ちょいと世界を守りに行くぞ」

「はい」

「なのです」

　トリトーンの入り江の外に、教会の紋章が入った馬車が待っていた。

『いるべき時に、いるべき場所にいる』ために、彼らは港へ向かい船に乗る。

　明日の中天の刻とき、空より現れるウンディーネを迎え撃つために。

《英雄》として、世界を守るために。




　彼らの乗る船の名前は、アンドロメダ号といった。

　教会ではなくポセイドンの持ち物である。元々は外海探索用に『船長』たちが合同で作った船であり、今でも共同で管理されている。超長期航海を想定した頑健さを評価し、教会がポセイドンから借り受けた。

　指揮と指示の権限こそ教会側つまりジョージにあるが、運用自体はポセイドンの熟練船乗りたちにより行われる。彼らには秘密裏に、これが世界を守るための戦いであると伝えられており、士気は高い。

　ジョージたち教会側の人間も、ポセイドンの船乗りたちも、出港準備で忙しく船内を動き回っている。

「お待ちしていました。グレイブさま、ですね」

「おう、ええと、あんたは？」

　グレイブたちが船に入ると、教会の僧衣を纏まとったひょろりとした青年がやって来た。

　どこか間延びした声で、体だけではなく顔までも細長く、田舎の馬といった雰囲気だ。

「わたくしはポセイドンの聖霊教会で助祭をやっています。メイスンと、申します。皆さまのお世話をするように、アーカンシー司教から承っております」

「ああ、そういうことね」

「よろしくおねがいします」

「よろしくおねがいしますなのですよ」

　ひょろりとしたメイスン助祭に案内され、一行は船内にある個室に入った。

　そして程なくアンドロメダ号は、その背負った使命とは裏腹に、静かに出航した。

　四半日ほどが過ぎ、船はウンディーネの出現予測地点に到着した。錨いかりを下ろしその地点で待機する。占星術師たちの予測も絶対ではない、霊魔の出現が早まるかもしれないし遅れるかもしれない、そういった場合に対処するための措置であり、《英雄》たちを船の上という環境に慣らすための待機でもある。

　波は静かで、天候も良く、全すべては順調で、実に穏やかな航海だった。

　何事もないままに夜を迎えた。

　この夜が明けて、太陽が昇り、中天に達すればウンディーネがやって来る。




　夜になっても変わらず、海は静かだった。

　ぽっかりと丸い月が空に浮かんでいた。形は良いが青白く少し不気味な月だった。

　グレイブは船べりに腰掛けて、ぼんやりと釣り糸を垂らしている。その後ろ、少し離れた位置では、アリシエルとエミリアが、聖ウェルギリウス学園の制服姿で、木剣と短たん杖じようで軽く打ち合っていた。

　船にいる間、グレイブたちは特にやることがない。だからこれはただの暇つぶしだ。

　夜の海風が、灰色の古びた外がい套とうを撫なでて行く。

　木剣と短杖が打ち合う音が響き、長い黒髪がなびき、柔らかな金色の髪が弾む。汗に濡ぬれた白い肌、荒い呼吸、純白のスカートが夜風に揺れる。

「平和だなあ」

　どうでもよさそうにグレイブが呟つぶやいた。別にその呟きを聞きとがめたわけでもないだろうが、甲板に誰だれかが上って来る足音が聞こえた。

「こちらにおられたのですか」

　田舎の馬を思わせるひょろりとした青年、メイスン助祭だった。ひょっとしたら船の中を探し回ったのだろうか、ふぅふぅと、息を切らしてグレイブの傍そばへとやって来る。

「何かあったのかい？」

　グレイブが釣つり竿ざおを肩にかついで、船べりからぴょんと下りた。アリシエルとエミリアも同じように手を止め、やって来る。

「申し訳ないのですが、お部へ屋やにお戻りいただけますか。嵐あらしが来るとのことで」

「は？」

「嵐が？」

「来るのですか？」

　思わず、グレイブたちは揃そろって空を見上げた。青白い月の浮かぶ夏の星空、宝石箱をひっくり返したようなと喩たとえても決して大おお袈げ裟さでない。嵐どころか、雲一つ、予兆もない。

　しかし次の瞬間、唐突に、空が曇った。何かに追い立てられるように、黒雲が流れて来て空を覆った。唐突、そして不自然、誰だれかが何かをしたように──

　はっ、と気付きグレイブはメイスン助祭の胸倉を摑つかみ上げた。

「おまえが三人目か！」

「は、いえ、ち、違います！」

　きょとんとして、それ以上にグレイブの剣けん幕まくに恐れをなして、メイスン助祭がぶんぶんと首を振り懸命に否定する。顔に浮かんでいる困惑と混乱は噓うそとは思えない。

「先生、誰かいます」

　凜りん、と、アリシエルが告げた。凍いて付ついた瞳ひとみはメイスン助祭の肩の向こうを見ている。既に彼女は、獲物に襲い掛かる豹ひようのように緩い前傾姿勢をとり木剣を構えていた。

「ちっ！　メイスン、大人しくしてろ！　船から落ちるなよ」

「は、はい！」

　グレイブは助祭を庇かばうように背中にやり、自らも一歩前に出た。

　確かにいる。甲板の中央に、すっぽりと、頭からフードつきのローブを被かぶった男とも女とも若いとも老いているともわからない何かがいる。

「我、『轟ごう雷らい師し』、灰色、その命、嵐の夜に、吞のまれ、潰ついえよ」

　やはり、性別も年齢もわからぬ声で、ローブの誰かは名乗った。

「な、何なんですかあれ。魔法使い？」

「さあ、理由は知りませんが、先生を狙ねらっているようですよ。私も一人、倒しました」

「そんなことがあったのですか！」

「あったのですよ。おまえたちには関係ないし、陰でちゃっちゃっと片付けるつもりだったんだけどな。いやあ、困ったもんだ」

　グレイブとアリシエルが並んでいる。その後ろにエミリア、その更に半歩後ろにメイスン助祭。恐らくはこれが『轟雷師』の加護なのだろう、瞬く間に空は曇り波が荒れ始めていた。叩たたきつけるように激しい雨が降り注ぎ視界を遮さえぎり耳を鈍らせる。錨いかりを下ろした巨大なアンドロメダ号すらも大きく揺れて足元はぐらぐらと、しっかり踏ん張っていないと転びかねない。

「……これは、厄介だな」

　嵐あらしの加護。その力がどこまでのものなのか、未いまだ底が見えない。アンドロメダ号が沈むようなことがあればそれこそおしまいだ。

「詳しいことは置いておくが、恐らく、これはあれの魔法だ」

「はい」

「で、ですう？　ちょっと待ってくださいセンセイ、嵐を起こす魔法なんて聞いた覚えがないのですよ。そもそも、そんな強力な魔法、あったとしても使えるかなんて」

「あるし、使えるから、こうなってるのさ。禁忌魔法ってのがな」

「禁忌っ──！」

　魔法使いにとっては文字通りの禁忌、闇やみの名前を聞いて、エミリアは尖とがり耳を一度上下させて黙った。今は魔法議論をしている場合ではないと理解したのだろう。

　グレイブが言葉を続ける。

「だが確かに、強力過ぎる。推測に推測を重ねるが、あれの魔法には裏がない。嵐を起こす、それが全すべてであるならつまり」

「つまり、近寄ってぶん殴ればこの嵐が止まるということですね」

「そういうことだ！」

「力技なのです！」

「何事も暴力で解決するのが一番だぞ、それが通用する場合に限るが」

「…………まあ、否定は出来ないのですよ。考えてみれば、条件は互角、いえ、むしろこちらが圧倒的に有利なのですし殴って取り押さえるのが一番早いのですよね」

　エミリアが言った。案山子かかしのように棒ぼう立ちでただ風に煽あおられる『轟ごう雷らい師し』を見て。

「雨と風で感覚が鈍るのは、船が揺れて動き辛づらいのは、あちらも同じなのです」

「そうだな──」

　閃ひらめきと悪寒が同時にグレイブを襲った。

　嵐の影響を受けるのは向こうも同じ、ならば数が少ないほうが不利。だが、それを言うならばそもそも、この嵐の加護は敵から身を隠して使うべきではないか。姿を見せなければ嵐はただの嵐だ。まさか魔法によるものだとは思うまい。術者は圧倒的に安全だ。

　敵の前に出る理由が、どこにある。

　敵の前に姿を見せて、何の意味がある。

　囮おとりとしての意味がある──気付いた瞬間、グレイブが叫んだ。

「後ろ、影だ！」

「影？」

「え？」

　嵐あらしを起こして感覚を鈍らせ、自身の姿を晒さらして意識をひきつける。

　グレイブは自らの迂う闊かつを悟った。『毒の杯』から引き出した情報、順番を決め、一人でやって来た刺客、思い込んで、刺客が手を組む可能性に気付くのが遅れた。

　たとえば、影から影を自在に渡る殺し屋ならば、この嵐の中でも自由自在に仕掛けて来るだろう。だが、最も致命的な失敗は、気付いてしまったこと、それ自体であろう。

　グレイブが叫んだことにより、グレイブ自身は言うに及ばずアリシエルとエミリアもまた、影、自身の足元に目線をやった。その一瞬に、彼女は動き出していた。

「──」

　殺し屋が、殺す前に、声をかける必要などない。刃を握り、ただ、刺せば良い。

　彼女は一番後ろにいた。

　一度疑われたが故に警戒の対象から外れていたメイスン助祭の中に彼女はいた。

　かつらを捨て、純白の僧衣を脱ぎ捨て、上げ底の靴を蹴けり飛ばし、のっぽの青年メイスン助祭が、白髪の小さな殺し屋メメント・アコライトになる。

　彼女はその手に鋭するどい短剣を握り、何一つ迷うことなく、突き刺した。

「……え？」

　エミリアを狙ねらって。

　メメントの行動は、全すべてが、この時のための布石だった。

　単独で攻めると思わせておいて『轟ごう雷らい師し』と組んだ。

　その『轟雷師』を囮おとりにした。

　一度目も二度目も影から現れて背後を取った。影からの出現を印象付け、ただの技術による変装で、傍そばに潜んで不意をついた。

　そして、グレイブではなく、教え子を狙えば。

「ち、くしょう──」

　教え子を庇かばい、標的グレイブは、間違いなく、自ら刃やいばを受ける。

　グレイブが間一髪、エミリアを突き飛ばした。エミリアを突き飛ばしたグレイブの腹部に、短刀が深々と根元までも刺さっていた。

　メメントが手首を捻ひねり、刃を相手の体の中で回し、刺し傷を更に切り開く。

　豪雨に混ざって流れる赤い血、嵐に揺れる船の上、ぐらりと傾くその体。

　殺し屋を殺し屋たらしめているのが『絶対に殺す』というその暗黒の意思であるならば、メメント・アコライトは紛れもなく殺し屋そのものだ。

　彼女は倒れようとするグレイブの体を支えた。恋人同士の熱烈なる抱擁のように、彼の体を彼女は抱き締めた。












　想おもいを遂げた少女の微笑ほほえみを浮かべて。

　彼女は迷うことなく、諸もろ共とも、暗い嵐あらしの海に身を投げた。

「先生！」

　狂乱に近い叫びをアリシエルが上げる。彼女もまた、何の躊ちゆう躇ちよもなく、グレイブを追って嵐の夜に飛び込もうとした。その手を摑つかんで止めたのはエミリアだ。

「離しなさい！」

「死ぬ気なのですか！」

「構いません！」

「わたしが行くのです！」

　エミリアが叫ぶ。雨粒が頰ほおを流れ、彼女の顔は泣いているように見える。

「わたしの聖霊剣なら、センセイを助けられる。だから、わたしが行くのです！」

　彼女の左手に刻まれた《英雄》の証、聖霊紋章が輝く。

「護まもれ──《聖約：クラウ・ソラス》！」

　彼女は唱え、《英雄》の力である、聖霊剣をその身に纏まとう。

　黄金の翼を背負い、エミリアもまた、迷うことなく嵐の海に飛び込んだ。

「教え子を庇かばって死ぬとか、センセイのくせに格好良すぎて認められないのですよ！」






第九章「呪のろいと初恋」









　嵐あらしの海の中で、エミリアはグレイブの体を必死に抱き締めていた。

　黄金の翼で障壁を創り嵐の海の中でグレイブを守っていた。

　彼女の左手はグレイブの傷に当てられており、その手には淡い治癒の燐りん光こうが灯ともっている。障壁と治癒、二つの魔法を同時に行使するという離れ業は否いや応おうなくエミリアを消耗させ、その額に汗が浮かび、頭痛を堪えるように奥歯を嚙かみ締めていた。

　どす黒い、嵐の、夜の海の中。

　あまりにも暗すぎて、上も下も、右も左も、何もかもがわからない。

「死なせないのです。絶対に、わたしを守って死ぬなんて、許さないのですよ」

　ただ流されるまま、どこにも行けない。

　今にも泣きそうな声でエミリアが呟つぶやいた。

　ぎゅっ、と奥歯を強く嚙み締めた。

　吞のみ込こまれそうになる意識を、懸命に保ち続けていた。




　旅人との別れは、夏の終わりと共にやって来た。

「行くんだ」

「ああ」

「また、会えるかしら？」

「生きてりゃどっかで会えるさ、じゃあなお嬢ちゃん」

　彼は最後の最後まで、お嬢ちゃんと、エミリアをからかうように呼んでいた。

　エミリアも意地になって最後の最後まで、名前を教えなかった。

「そうそう、余計なお世話かもしれないがお嬢ちゃんはもうちょっと愛想良くした方が、楽しく生きられると思うぜ。折せつ角かくの美少女がもったいねえや」

「言われるまでもありません」

　行かないでと引き止めはせず、胸を張って送り出したのは幼い彼女の意地だった。

「次に会う頃ころには、わたしは見事に成長して世界で一番……いえ、ここは少し謙虚さを見せて世界で二番目ぐらいの美少女になっていることでしょう」

「そいつは楽しみだ」

　にやりと笑って、彼は三日月館を去って行った。

　今から、六年も昔の、もう忘れかけていた夏の思い出。

　出会いは最悪だった。

　今から思えば、それは、あるいは、初恋と呼ばれるものだったのかもしれない。

　夏の始まりにやって来た、あのひとは、不吉とされる灰色の髪をしていた──




　はっ、と、過去の夢から覚めたエミリアが感じたのは、太陽の輝きだった。

「っ、眩まぶしっ──センセイ！」

「……」

　背中の黄金の翼は消えていた。海水に濡ぬれ陽の光を浴びた全身はまだわずかに濡れていた。すぐ隣にグレイブがいた。その顔は死人のように青い。

　慌てて、彼女は腹の傷を確認する。傷は塞ふさがっている。呼吸は──してない。

　エミリアの顔が青あお褪ざめる。

「そ、んな……」

　ごぼ、と、グレイブの口から海水が溢あふれた。グレイブはげほげほと激しく咳せき込こみ、体を震わせ、そして、ゆっくりと目を開けた。

「あ、あ、ここ、は」

　まだ意識がはっきりしていないのだろう、ぼんやりとした声だった。

　エミリアの視界が滲にじむ。

　滲んだ視界の中で、グレイブがぼんやりとしたまま微笑ほほえむのが見える。

「あ、お、う、お、お嬢ちゃんか、久しぶりだな」

「センセイ……センセイ…………せんせぇいぃいいいいい！」

　張り詰めていたものが切れたように、彼女は声を上げた。

　ぎゅっと、グレイブに抱きついて、わんわんと子供のように、泣いた。

「良かった、良かったあ！　せんせい、生きてて！」

「ハ、ハ、ハ、なんだ、泣くなよ。可愛かわいい顔が、台無しだぜ」

「だってえ、だってええ、うわああああああんんん！」

　グレイブがしがみついて泣くエミリアの背中を撫なでる。

　エミリアが泣なき止やむまで、グレイブはずっと、そうしていた。

「──って、うわあああああああああああああ！」

　やがて、我を取り戻したエミリアは勢い良く立ち上がり、頭を抱えて悲鳴を上げた。

「い、今のは、センセイに助けられたこととか、それで死なれたら寝覚めが悪いとか、そういう感じのことなのです！　恋とかそういうのは全然ないのですよ！　助けられてきゅん、なんてしてないのですからね！　わたしは断じて、アリシエルさんのようにちょろい女じゃないのですから！」

「お、おう、そうだな」

　やっと、意識がはっきりとしたらしきグレイブが苦笑交じりに頷うなずく。

「にしても、ここ、どこだよ」

　上体だけを起こして、砂浜に腰を下ろしたまま、グレイブは周囲を見回した。

　真っ白な砂浜、見知らぬ場所、目の前には穏やかな海と寄せては返す柔らかい波。

　メメントに刺され、海に落ち、エミリアに助けられて、ここに流れ着いたのだろう。服の濡ぬれ具合から考えて丸一日以上気絶していた可能性は低い。つまり、恐らく今日きようが、ウンディーネとの決戦の日である。

　太陽の高さから推測するに、中天の刻ときまであと一刻から二刻といったところか。

　余裕があるとは、言い難い。

「どうするお嬢ちゃん」

「どうにかするのです…………あれ、センセイ、わたしを、お嬢ちゃんって、え？」

「うん？　ああ、懐かしいな」

「え？　あれ、センセイ？」

「そうだよセンセイだよ？　昔のおまえ風に言うなら、野蛮な人間族さんだよ」

「うわあああああああああああああ！」

　またエミリアが頭を抱え、柔らかな金色の髪を振り回すようにぶんぶんと首を振った。

「お、覚えてやがったのですか、わたしのこと、ええと、その、六年前！」

「まさか本気で世界で二番目の美少女を名乗ってるとは驚いたよ」

「アハッ、もはや、わたしの生き様なのですよ！」

　エミリアは自や棄けっぽく、世界で二番目の美少女に相応ふさわしい見事な笑顔を浮かべる。

「じゃなくて、覚えてたのに、なんで黙ってたのですか！」

「だって、おまえ、あんだけ格好よくさよならしといて、再会したときはあれだぜ？」

「ええと確か、センセイとの再会は校舎裏……じゃないのですね。その前、朝の散歩をしていたわたしが、何かを踏んだと思ったら、行き倒れていたセンセイで…………あ」

「な、言えないだろ？　おまえも全然、覚えてる素振り見せないから尚なお更さらだ」

　からからからと、グレイブが気楽な調子で笑った。

「なんてーかさー、久しぶりの再会ってわりに、決まらなかったなあ」

「決まらなかったのですねえ」

　二人が揃そろって、どこか間抜けな調子で、声を上げて笑う。

　空には太陽が輝き、何の心配もないというように晴れ渡る。

　アホウドリが一羽、空を、飛んでいた。

「よし、じゃあ、やり直すか」

「それは良い提案なのですよ！」

　グレイブは言った。

「また会ったなお嬢ちゃん。久しぶりだけど、おれのこと、覚えてるかい？」

「野蛮な人間族が生意気を言いますわね。忘れるわけがありませんわ。ええ、まったく、久しぶりですけど。精々、美しくなったわたしの姿に感動しなさいませ」

　エミリアが答えた。

　そして二人はまた、声を上げて笑う。

　突然、グレイブが顔をしかめた。

「痛っ」

「センセイ？」

「いや、笑った拍子に腹の傷がな」

「あー、完全には治せてなかったのですね。ちゃんと回復魔法かけてあげるのです」

「ついでに、右肩と足首も頼めるか。海に落とされたときに砕かれたみたいだ」

「……それは気付かなかったのですよ。っていうか、あれ、何だったのですか」

「あー、何ていうか、色々あってなあ」

　誤ご魔ま化かすようにグレイブがわしゃりと灰色の髪をかく。

　エミリアは妖よう精せい族の尖とがり耳をぴっこりと上下させて嘆息する。

「説明はしたくないってことなのですね。ま、良いのですよ。センセイの秘密主義にも慣れてきたのです──そのうち、アリシエルさんと二人で全部吐かせてやるのです」

「それは怖いな」

　グレイブがからからと笑った。エミリアが回復魔法を唱えるために息を吸った。

　その瞬間だった。

　エミリアは、半ば、本能で動いていた。

　グレイブを突き飛ばすように、白い砂浜の上に押し倒した。




「歌い踊れ──『死者の葬列』」




　腹を抉えぐる短刀が最初の一手。

　諸もろ共とも嵐あらしの海に身を投げたのが続きの一手。

『殺し』は最初の三手まで、ならば、あと一手、残っている。

　彼女は殺し屋メメント・アコライト、意思を持ち呼吸する殺意。

　一瞬前までグレイブがいた場所に、鋭するどい刃が生えていた。

　忽こつ然ぜんと、ひとりの、何か不気味なものが、そこにいた。

　白髪の少女、瘦やせた、小柄な体、しゃれこうべを思わせる虚うつろな瞳ひとみ──黒い炎のように揺らめく輝きが宿り、頰ほおに頰に刻まれた『Ⅶ』の文字を、黒い光が照らす。

　悪い冗談のように、聖ウェルギリウス学園の純白の制服を纏まとい、大きすぎて余った袖そでから、長さ二十セルチほどの、鋭い刃が伸びている。

「ししょーならともかく、おまけの方に避よけられるのは、さすがに予想外」

「だ、誰だれ、いや、おまえ、一体──『何』なのですか！」

　殺し屋の、鬼気とでも呼ぶべき冷たさを肌に感じたのだろう、エミリアの声は慄おののき震えていた。しかし、背中にグレイブを庇かばい、その瞳ひとみでしっかりとメメントを見据えている。

　白い影のように、ゆらりと、メメントが体ごと振り向いた。

　彼女もまた、興味を抱いたように、エミリアを見ている。

「禁忌教団内陣第七席『死の影』メメント・アコライト──殺し屋さんだよ」

「禁忌っ、こ、殺し屋ぁ！」

　魔法使いにとっては文字通り最大の禁忌である教団の名、そして殺し屋という言葉に、エミリアが絶句する。

「な、なんで、殺し屋がセンセイを」

「ししょーが、教団の元内陣で、裏切りものだからかな」

「……は？」

「あー、言っちまいやがった」

「まあ、でも、本当はそんなの、ただのついでなんだけどね」

　けたけたけた、とメメントが死美人の容よう貌ぼうとは裏腹に笑う。

「ホントは、単に、ししょーが好きだから」

「…………意味わかんねえのです、こいつ」

「わかんない？　だって、死んだら、もう誰のものにもならないよね？」

　きょとんと、メメントは本心から不思議そうに首をかしげた。

　本当に、本当に、本心からの言葉だと、聞くものに否いや応おうなく伝わって来る声だった。

　エミリアは信じ難いものを見たような眼まな差ざしを、ただ、向けている。

　恋する乙女のように、夢見る乙女のように、メメントは語る。

「死の瞬間、ししょーの全部が、ボクになる。憎悪、悲嘆、苦痛、絶望──髪の一筋から血の一滴まで、全部、ボクのものだ。それってとても、素敵なことだと思わない？」

「お、思うわけが」

　ない、と、何な故ぜか、エミリアはそのとき、言い切ることが出来なかった。

　愛したひとの全すべてが欲しい──メメントの言葉は、つまり、そういうことでしかない。

　だから、理解できてしまう。

「あいつの言葉を真面目まじめに受け取るな。戯たわ言ごとだと流せ、吞のまれるぞ」

　腹と、右肩と、足首の痛みに顔を歪ゆがめながらグレイブが言った。

　エミリアは振り返りもせず、メメントから視線を逸そらさず頷うなずく。

「わかってるのですよ。センセイはそこで、大人しく守られてやがれなのです」

　否いな、視線を逸らせない、というのが正しいのだろう。

　ほんの僅わずか、エミリアの体は震えていた。殺し屋という異質な職業が放つ、鬼気は、エミリアにとって初めて接するものだった。

　一度、言葉を交わしただけで理解できてしまった。目の前にいる『そいつ』は、親しげに会話をしながら何の迷いもなく首をかき切れてしまう存在だ。

　エミリアは『鬼子』と呼ばれたほどの魔法の天才である。

　しかしグレイブのように霊魔大戦を戦い抜いた経験もなければ、アリシエルのように手段を選ばず一本の剣として振舞う訓練もまた受けていない。

　所しよ詮せんは、お姫さま、本物の戦士と呼ぶには遠すぎる。

　グレイブが慰めるような声で言う。

「無理するな、おまえの仕事は世界を守ることだろ」

「黙りやがれなのです！　たとえ社会の底辺をさまよう駄目教師でも、ひとを見捨てて自分だけ助かるなんて、世界で二番目の美少女のやることじゃねーのですよ！」

　震えながら、エミリアが啖たん呵かを切った。

　震えが止まった。妖よう精せい族の尖とがり耳がぴこりと立った。

　柔らかな金色の髪を揺らし、エミリアは薄い胸を張って宣言する。

「世界で二番目の美少女なめんな殺し屋、かかってこい、戦ってやるのです！」

「え、やだよ戦いなんて」

　ごく無造作に、メメントが、腕、長い袖そでを振った。

　袖の内から、明らかに袖の中に入る大きさではない投網が飛び出てきた。

　端に錘おもりのついた、川用の投網だ。ばさぁ、と、自然に大きく広がりながら飛んで来る。

　完璧な不意打ちだった。エミリアはそれを手で振り払おうとした。

　正しくは、背後に守る対象であるグレイブがいる以上、他に方法がなかった。

　だが投網はエミリアの予想を超えて重く、振り払うどころか、勢いに負けて砂に足を取られた。白い砂浜に、あっさりと、彼女は転倒してしまう。

　投網から逃れようとエミリアはもがく、だが、投網はもがくほどに絡からみつく。

「あ、網なんてどっから出しやがったのですかこいつ！」

「……メメントが霊魔から授かったのは影の加護だ。影と影を繫つないで、道を作る。あの長い袖は伊だ達てじゃあない、袖の内側に影を作って、倉庫かどこかに繫げてるんだろうさ」

「知ってたなら、先に教えて欲しかったのですよ」

「教えてたら、そいつは網なんて使わずに、会話なんてせずに、おまえを殺してたよ」

「そんなことは…………ある、のですねえ」

　グレイブの言葉が正しいと、エミリアは察し理解した。

　メメントがどうでも良さそうに、飄ひよう々ひようと、グレイブがするように肩をすくめる。

「きみは強い《英雄》で、凄すごい魔法使いで、可愛かわいいお姫さまかもしれないけど──ごめんね、ボクは、殺し屋だから、よーいどんで始まる戦いなんてしないんだよ」

「くうっ！」

「安心していーよ？　きみは、殺さないでいてあげるから」

「殺し屋のくせに、随分、優しいことを言うのですよ」

　エミリアが皮肉を隠しもせずに告げる。

　メメントが薄く、親しみすら感じさせる笑みを浮かべる。

「何だか、きみってボクと同じ匂においがするんだよね」

「殺し屋と同類扱いとか、冗談にしても笑えないのですよ」

「ま、いっか、ただの直感だし、お話の続きはお仕事の後でね」

　メメントの虚うつろな瞳ひとみが、エミリアからグレイブへと移動する。

「──ッ！　待つのですよ、まだ、勝負は──」

「エミリア」

　奇妙なほどに静かで、落ち着いた声で、グレイブが言った。

　そっと、エミリアの手を、投網越しにグレイブが握っていた。

　聖霊紋章の刻まれている左手ではない、右手をだ。

　エミリアを見詰める瞳は真剣で、微かすかな苦悩の色がある。

　思わず、エミリアがどきりとしてしまうほどに。

「センセイ？」

「すまない、他に、手が思いつかなかった。だから──おれのものになれ」

「こ、この土壇場で何をふざけてやがるのですかこの底辺腐れ駄目教師のグレグレは！」

　顔を真まっ赤かにして、エミリアが怒鳴る。

「この状況をどうにかできるなら、何でもしてやるのですよ！」




　次の瞬間、何か、ひどく熱いものが、エミリアの肉体に流れ込んだ。




　エミリアに絡からんでいた投網が蒸発し、砂浜の周囲半メルトルが硝子ガラスのように溶けて固まっていた。

「熱い！　ああ、熱い！　なんて、熱いのかしら！」

　高揚を宿してエミリアが叫んだ。

　エミリアの瞳が赤く輝く、金色の髪が赤く輝く、その肌すらも赤く輝く。

　彼女の体は感じていた。強大な膨大な絶大な魔力が体に流れ込んで来る感覚、熱い、熱い、熱い炎の刻印が刻まれ、魂すらも焼かれる感動。

　全身に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをドレスの如ごとくに纏まとっていた。

　エミリアの冷静な部分が、魔法使いの部分は気付いている。

「魔法なのです！　わたしの知らない魔法。わたしが知らない魔法なんて一つだけ！」




　メメントの暗い瞳ひとみが驚きよう愕がくを宿し、恐怖が滲にじむ。

　そこにいるだけで世界を焼くような圧倒的熱量、息苦しさを覚えるのは決して錯覚ではない、実際に、空気が焼かれているから息苦しいのだ。

　もしも、それを、呼ぶとしたら、この言葉以上に正しいものはないであろう。

「──神」

　圧倒的なる存在を前にして、メメントもまた呆然と喘あえぐように呟つぶやいた。

「ボクは知ってる。その魔法を知っている。ボクが知ってる魔法は一つだけだ」




　その魔法の名を、禁忌魔法、あるいは、契約魔法と呼ぶ。

　グレイブが言った。

「そりゃ気付くよな。よりにもよって三日月館が始まって以来の魔法の天才と、タルタロス禁忌教団の内陣だ。気付かないわけがない」

　嘆息し、わしゃりと灰色の髪をかき、首を振る。

「サラマンダーの加護が消えた理由を教えてやろう『死の影』メメント・アコライト。何な故ぜなら、今はおれがサラマンダーであるからだ」

　たった一言で、エミリアとメメントの理解を超えた。

　二人ともグレイブが何を言っているのか、どういう意味かなどわからなかった。グレイブが何をしたのか、何をしてこうなったのかなど理解出来るはずもない。

「始末に困る力だ。膨大すぎて、おれにも扱いきれん。契約を介して、小出しにしてもまだ、扱いに困る」

　グレイブが痛ましげに、悲しげに、顔を歪ゆがめていた。

「本当に、始末に困る」




「アハッ────アハハハハハハハハハ！」

　突然、エミリアが壊れたかのように笑い出した。

　彼女の中に残っていた、冷静な部分すらも、流れる熱によって焼き尽くされた。あるのは高揚だけ、燃え盛る欲望の炎だけ、傲ごう慢まんな暴君の魂だけ。

　今ならば何でも出来る。目に付くもの全すべてを焼き尽くしてもまだ余る。

　破壊せねばならない、蹂じゆう躙りんせねばならない、君臨せねばならない。

「これが力！　これが、こんな、力、素敵、素敵過ぎますのよぉぉぉぉぉぉ！」

　思い出したように、エミリアがメメントに視線を向けた。

　力の快感が彼女を痺しびれさせる。ぞくぞくと背筋が震える。頰ほおを染め、情欲にすら似た愉悦を顔に宿し、身を捩よじる。身を捩るだけで熱波と熱風が放たれて周囲の空気を焼く。

　もはや彼女にとって、メメントは炎に惹ひかれた羽虫にも等しく見える。ただの一ひと撫なで、影すらも残さず、この世界から消滅させることが出来る。

　出来るのだから、やれば良い。

　見られた羽虫は動かなかった。恐怖か、無謀か、それとも単に理解を超えてしまったのかその場を立ち尽くし動かない。それどころか、不ふ遜そんにも彼女を見詰め返していた。

　彼女は右手を上げた。その手に、炎が球となって現れた。

　傲ごう慢まんな、暴君としか呼びようがない、残酷な微笑ほほえみを浮かべて彼女は告げる。

　普段の彼女ならば、決して、口にしなかったであろう言葉だ。

　その炎は、その力は、エミリアの矜きよう持じすらも残さず焼き尽くす。

「命いのち乞ごいをなさい、それだけ、あなたは生き長らえる」

「そうだね」

　死人のような虚うつろな少女はただの少女のように微笑んだ。

　エミリアは勘違いしていた。メメントは彼女を見ていたのではない、彼女の肩越しに、その後ろにいるグレイブを見ていた。

「たすけて、ししょー。ボクを守って」

「アハッ、馬ば鹿かですのねあなた──」

「……やめろ、エミリア。殺すな」

　苦いグレイブの声を聞いた瞬間。魔力を注ぎ込まれる快楽を凌りよう駕がする、脳を焼ききるほどに強烈な快感が彼女の体を貫いた。

「はっ、はっいぃ、わかりました、んっ、あっぁああああああああああああ！」

　命令に従った彼女に終わらない絶頂感がやって来る。びくんびくんと、体を震わせ、甘い快楽が肉体の全すべてを痺しびれさせる。

　自分自身を抱くように、エミリアは崩れ落ちた。

　そして、彼女の体を覆っていた、炎のドレスが消え去った。




　何もなかったかのように。

　様々なものが元に戻った。

　しかし、グレイブが行使した禁忌魔法──契約魔法の痕こん跡せきは確かに残っている。二人の周囲が、砂浜が、焼かれて溶けて硝子ガラスのようになっていた。

　何よりも、エミリアとメメントの、脳裏に、決して忘れられない何かとして刻まれた。

　エミリアは溶けた砂浜に手をついて、青あお褪ざめ、ぶるぶると震えて呟つぶやく。

「わたし、何をして。あれが、あんな、醜い、力に溺おぼれるのが、わたし」

「すまないエミリア。本当にすまない。あれはおまえじゃない。あれは、ひとの心を壊して、ひとを『化け物』に近づける。そういう魔法だ」

「…………止めてくれて、助かったのですよ。わたし、もう少しで」

「ひとを殺すところだったね」

　かたかたかたと、しゃれこうべのようにメメントが哄こう笑しようした。地に伏せていたエミリアがよろりと立ち上がる。きっ、と瞳ひとみに強い光を浮かべて睨にらみつける。

「言わせておけば、なのですよ」

「本当に、きみに、ひと殺しをさせたくないから、ボクを殺させなかった。そう考えてるなら少し自惚うぬぼれが過ぎるよ」

　メメントの唇に嘲あざけりの色が混ざる。

「知ってる？　ししょーはね、世界を二つにわけているんだよ」

「……」

「おいおい、今度はどうした殺し屋。またわけのわからん話か」

「『守るべきもの』と、それ以外。『絶対に殺す』という殺意が殺し屋を殺し屋にしているものならば。ししょーをししょーにしているのは『絶対に守る』という意思だ」

「……」

「いやあ、おれはそこまで立派な奴やつじゃねえよ？　美う味まいもの食って、美人のねーちゃんと遊んで、釣りをする。それで幸せ」

「守るべきひとのためなら世界を焼くことだって躊躇ためらわない。守るべきひとのためなら世界を丸ごと守ることすらやってのける。『絶対に守る』とはそういうこと」

　グレイブの戯たわ言ごとをメメントは完全に無視した。それはグレイブに向けて語っているというよりはエミリアに向けて語っていて、何より自分に向けて語っていた。

「まったく、ししょーは、《英雄》的だ」

　期せずしてそれは、グレイブにとって痛烈な皮肉であっただろう。己が否定したものに、己が似ていると、己を殺しに来た相手が言うのだから。

「だからボクは、心の時間を止めた。ししょーを殺すために」

「──ああ、やっぱり。ああ、なるほど。確かに、似ているのかもしれないのですよ」

　そう言ったのは、エミリアだった。

　メメントは勝ち誇るような微笑ほほえみを浮かべていた。

「五年前の夏、ほんの一瞬、人生の午睡にも満たない一時。ボクは間違いなく、ししょーにとっての守るべきものだった。五年ぶりに会って、ししょーは驚いていたよ。ボクがあまりに何も変わっていなかったから。違うね、変えなかったのさ。だから、ボクは今でも、ししょーにとって『守るべきもの』だ」

　そうでしょう──と、同意を求めるように彼女の虚うつろな瞳はグレイブを見た。

　グレイブは苦い顔をして、わしゃりと、灰色の髪をかき、迷い、結局、頷うなずいた。

「……認めるよ。そうだよ。おれは、おまえにも死んで欲しくないんだ」

「だから、ししょーはボクを殺せない。けれど、ボクはいつかししょーを殺すよ」

　殺し屋メメント・アコライト。

　絶対に殺すという殺意こそが殺し屋を殺し屋にするものならば、彼女こそが真の殺し屋であろう。殺意以外の、全すべてを捨てた彼女以外にそんなものがいるわけがない。

　虚うつろな瞳ひとみに暗い炎が灯ともり、影と影を繫つなぐ道を作る。

　揺らめく炎は、どろどろと溶けた情念を思わせて深く黒い。

「じゃあ、またね、愛してるよ、ボクを、ひとにしてくれた、ボクの、たいせつなひと」

　夢を見るようで、どこか寂しく、せつなく、壊れそうな微笑ほほえみ。

　恋する乙女の微笑みを残して、彼女は影に沈んで消えた。




　終わらせることの出来なかった恋は、呪のろいに似ている。




「哀れなひと」

　二人はメメントの去った影をじっと見詰めていた。

　そして、長い長い沈黙が過ぎて、ぽつりと、エミリアが呟つぶやいた。

「センセイと一緒にいた、ほんの一時、人生の午睡にも満たない一時が眩まぶしすぎて、終わらせることが怖くなって、終わらせることが出来なかったのですね」

　柔らかな金色の髪が、海風に揺れていた。

　声に僅わずかに混ざるのは、エミリアには似合いもしない自じ嘲ちようの響きだ。我が身を鏡に映し、己で己の欠点を指摘するような益体もない行いをするようにだ。

「きちんと終わらせることが出来なかった。前に進めなくなった。わたし、あのひとのことは嫌いですし、殺されかけた身ですけれど、それでも同情するのですよ」

　エミリアが、ひどく大人びた眼まな差ざしでグレイブを見下ろした。

「あなたは、残酷なひとですね」

　彼女メメントはもう一人の自分エミリアだ──と、彼女は心の中で呟いた。

　終わることもなく、叶かなうこともなく、ただ過ぎ去っていった幼い初恋に囚われた。

　メメントは忘れなかった。エミリアは忘れていた。

　メメントは忘れなかった。エミリアは思い出した。

　ただそれだけの違いだ。

　太陽のように、彼女は微笑む。

「要するに──初恋を終わらせ損ねた殺し屋と調子が良いことばっかり言ってあっちこっちで女の子を泣かせている腐れクズゴミ駄目教師の痴話喧げん嘩かにわたしが巻き込まれたってことなのですかああああああああああああああああああ！」

　叫び、エミリアはグレイブに向かって思い切り足を振り上げた。

　ぐわわ、と目を見開き、前屈かがみになるグレイブ。言うまでもない、絶好の位置を確保するためだ。皮肉にもそれは、エミリアにとっても絶好の位置であった。

「見えた、ライトイエロォオオオオオオオ」

「死ねやこの駄目教師ぃいいいいいいいい！」

　断頭台の前に差し出された首のように、前のめりになったグレイブの頭に、思い切り、エミリアは踵かかとを叩たたき落おとした。

「げっふあ！」

　ごす、と、そのままグレイブの顔が、砂浜に沈んだ。砂が熱かったのだろう、慌てて顔を上げて、ぱしんぱしん、自分で自分の顔を叩いている。

　エミリアは純白の制服の腰に手を当て、控え目な胸を張り、満足気に頷うなずいた。

「あー、すっきりしたのです。まったく、このクソ野郎のせいでとんだ迷惑なのですよ」

「んなこと言われても、おれだって思わなかったよ。あいつが、あんなに、こじらせてるなんて。どう考えても、どうかしてるだろ、馬ば鹿かじゃねえの。おれなんぞに惚ほれたって、何にも、良いことなんてねえだろ。自分から、幸せになる道を蹴けっ飛ばして何がしたいんだ」

　途中からは半分、独り言のようにグレイブは呟つぶやいた。

「──馬鹿じゃねえの」

「──アハッ」

　ごん、と、グレイブの頭に拳げん骨こつが落ちた。

　思わず頭を押さえるグレイブ、エミリアは満面の笑みを浮かべて告げる。

「うるせえ黙れこの野郎なのです。クソみたいにどうしようもない底辺ゴミカスド腐れクソ野郎だとわかってても、惚れちまったのはしょうがないのです。それ以上、あの子のことを悪く言ったらぶん殴るのですよ」

「すみませんでした！　自分、ちょっと気遣いが足りませんでした！」

「まったく……わたしまで馬鹿にされてる気になるから不愉快なのですよ」

　ぼそ、と、ほとんど口の中だけで呟き、気を取り直すようにエミリアはまた、世界で二番目の美少女に相応ふさわしい太陽の如ごとくに輝く微笑ほほえみを浮かべた。

「アハッ、それじゃあ、世界を守るとするのですよ」

　空を見上げると、太陽はまさしくそのとき、中天に達しようとしていた。




　空が暗黒に染め上げられる。

　遠い空に、青い星が瞬いている。

「……距離としちゃあ、ギリギリってところだな。ギリギリまで距離を詰めるか？」

　暗黒の空に瞬く美しく青い星が落ち、海に触れたとき、世界は災厄に包まれる。

　エミリアの左手に聖霊紋章が浮かび、霊魔の出現に呼応して共鳴する。

「護まもれ──《聖約：クラウ・ソラス》！」

　その背に、黄金の翼を宿し、彼女は、砂浜を踏み締める。

　その手には、黄金の翼が形を変えた、弓が握られている。

「センセイ」

「おう」

「傍そばにいてください。落ち着くのです」

「そうか」

　グレイブが折れた足で、強引に立ち上がり、エミリアの隣に立った。

　青い星を見詰めて、エミリアが弓を引き絞った。

　魔力で出来た、光の矢が、黄金の弓に番つがえられた。

　第二の霊魔、水の悪姫、《水胡貪霊：波濤の如くに喰らうものスピリツト・オブ・ウンデイーネ》──

　エミリアはまさしく、波一つない水面のように静かな心で、弓を射る。




「さよなら、わたしの初恋」






終章「世界を守ったその後で」









　第二の霊魔、水の悪姫、《水胡貪霊：波濤の如くに喰らうもの》

　最弱の霊魔は、光の矢で射抜かれ、海に触れることなく打ち倒された。




「喪うしなえ──《無命：ナナシヒルコ》」




《英雄》は世界を守り、再び、束つかの間まの日常に戻って行く。

　ポセイドンの旅を終えて、再び、デルフォイに戻った。グレイブは聖ウェルギリウス学園の教師として、アリシエルとエミリアは生徒として日々を過ごす──




「おう、グレ公。放課後、ちょいと顔を貸しやがれなのですよ」

「は、はい、かしこまりましたエミリアさん！」

　ある日の放課後、グレイブはエミリアに呼び出され、己が根城にしている校舎裏に向かった。グレイブが張った天幕の傍、木陰に、木の幹に背中を預けて彼女が待っていた。

「遅い……遅いのですよ………………ええと、ご、ご主人さま」

　メイドだった。メイド服だった。メイド服を着たエミリアだった。

　柔らかな金色の髪に宝石の瞳ひとみ、桜色に染まった頰ほおにつんと尖とがった唇。ホワイトブリムを載せて紺色のロングスカートをはいて、純白のエプロンを薄い胸の上につけている。

　良くも悪くも堂々としている彼女には珍しく、照れくさそうに、もじもじと指先を絡からめて、グレイブの反応を見るように、ちら、ちらと、目線を向ける。

　恥ずかしいのだろう。全力で恥かしいのだろう。純白のエプロンも眩まぶしいメイド服を着たメイドエミリアが恥らう姿は、いっそ、ある種の神聖さすらも、感じさせた。

「ありがたやありがたや」

「拝みだしたのです！」

「ありがたやありがたやありがたや」

「しかも膝ひざをついたのです！　何なのですかこの男、どこまで駄目なのですか！」

「ふざけるな！　おれを馬ば鹿かにするのはいい！　だが、メイドさんを崇あがめるおれの信仰心を馬鹿にすることは許さないぞ！」

「かつてないぐらいに真面目まじめな顔をして主張することなのですかそれは！」

　気を取り直すように、彼女は柔らかな金色の髪を揺らして首を振った。

　まだ、頰が赤い。小柄な彼女は、もじもじと、更に小さくなって、少し不安そうに、上目遣いにグレイブを見詰めて言った。

「何か、言うことが、あると、思うのですよ」

「………………エロいことしようぜ？」

「そっちじゃねえのですよ！　もっと、その前に、言うべきことが！」

　またエミリアが叫び、グレイブはぽんと、彼女の柔らかな金色の髪に触れた。

「さすが世界で二番目の美少女だ。世界で二番目ぐらいに可愛かわいいメイドだぜ」

「あ……う…………わかってやがりましたね。この野郎なのですよ」

「いやあ、つい、おまえが可愛くてな」

「わたしが可愛いのは当たり前だから仕方ないのですけれど、それは置いておいてグレグレの分際で偉そうでむかつくので苦しんで死ぬが良いのです」

　盛大な溜ため息いきを一つ、「どうして六年前のわたしは」、とか、「こんな馬鹿に」とか、ぶつぶつ呟つぶやく。やがて、これ以上ないってぐらいに嫌そうな、もう心底うんざりして、何もかもがどうでも良さそうな、投なげ遣やりにやさぐれた態度で言った。

「わたし、センセイのこと好きだったみたいなのですよ。っていうか初恋なのですよ。本当に心底びっくりなのです。じゃ、この話はこれで終わりなのです」

「そうか」

　グレイブは頷うなずき、言った。

「じゃあパンツ見せて」

「はいなのですよ」

　ぺろん、と、エミリアがスカートの裾すそをたくし上げた。

　純白のエプロンの下、紺色にして鉄壁のロングスカートの内側、ガーターベルト吊つりのストッキング、そして艶つややかなる絹の光沢を持ち精せい緻ちなるレースで彩られた純黒の──

「うおおおおおおおおっしゃああああああああ！」

「うわあああああああああああああああああっああああああ！」

　拳こぶしを握りグレイブが歓声を上げる。悲鳴を上げて拳を振り上げるエミリア。ごすっ、めりっ、ごぎゃっ、と容赦のない三連撃をグレイブに叩たたき込こみ地に倒す。

　先程とは明らかに別の理由で顔が赤い、顔どころか首筋まで赤い。自分のやったことが信じられないと言うようにわなわなと肩を震わせている。

「なななななななな、なんなのですか、今の、何で、あんなこと」

「だまし討ちに近かったが、契約しちまったからなあ」

　むくり、と、グレイブが立ち上がる。わしゃりと灰色の髪をかいて嘆息する。

「今ので、貸し借りは清算された。契約を破棄するなら今だぜ」

「何を言ってるのですか」

「わからないならそれで良いし。わからないふりでも別に構わんさ」

　気だるげなグレイブの眼まな差ざしと、エミリアの宝石の瞳ひとみが見詰め合う。

「どうせ、説明してはくれないのですよね」

「まあな」

「わたしたちが信用できないのですか」

「おまえたちを巻き込みたくないとか、そういう理由でも良いぜ」

「ばっかじゃねーのですか。危険から遠ざけられて、わたしたちが喜ぶとでも思ってるのですか。むしろ、巻き込めこの野郎なのですよ」

　輝く太陽の微笑ほほえみを浮かべて、エミリアは告げた。

「その程度には、センセイのことを、信用してるのですよ」

「…………すまない」

「ということで」

　ぱちん、と、エミリアが指を鳴らした。

「これから、全部、洗いざらい、てめぇにゲロらせてやるから覚悟しやがれなのです」

「──そうですね、覚悟を、してもらいましょうか」

　凜りん、として響く声がして、しゃらりと長い黒髪を揺らして、エミリアが背中を預けていた木の裏から、アリシエルが出て来た。

　グレイブの顔が、一瞬にして青あお褪ざめた。

「エミリアから、話は、聞きました」

　音もなく、剣士の歩き方で、彼女はグレイブの前に立った。

　凍いて付ついた瞳ひとみで、じっ、と、グレイブを見詰めて言葉を続けた。

「私は心が広くて優しい女です。だから、先生が気の迷いで、他の女に手を出しても許します。誰だれかを私の代わりにしたというのなら許します」

　ふ、と彼女は、時折見せるようになった、柔らかい笑みを浮かべる──

「けれど、私を誰かの代わりにしたら、その時は──」

「ちょ、待て！　エ、エミリア！　助けて、なんか怖い！　なんか違う！」

　グレイブが助けを求めるが、エミリアはむしろ逆に、アリシエルと同じように、ずい、と一歩、前に出た。太陽の微笑ほほえみと、宝石の瞳でグレイブを見詰める。

「初恋が終わったということは、また、恋が出来るということなのですよね？」

「何を言っておられるのですかエミリアさん！」

　がしり、と、アリシエルがグレイブの右腕を摑つかむ。

　がしり、と、エミリアがグレイブの左腕を摑む。

　グレイブは全すべてを諦あきらめたように天を見上げる。

　夏の空はどこまでも青く、全てを照らし出すように輝いていた。

《英雄》が守った世界は、今日きようも、平和だった。













あんこく☆しんでん♪　はむりんルームだぞ！









　ちょりーす、はむりんだりん！　無事、はにとす二巻をお届けできたりん！　二巻の出版を世界で一番疑っていたはむりんだけに、マジ驚いたりん！

　もはや、思い残すことは、ない──

　いま、全すべてを投げ捨てるとき！　そうであろう我が担当編集（三代目）よ！

「相変わらず、二重人格かってぐらい落ち着かないキャラクターしてますね」

　これは異なることを、そも、自我キヤラクターなど存在しない。ここにいる『私』を実感する、この『私』すら、所しよ詮せんは『空』に過ぎないのだから。

「そうですか。ところで、あとがきらしく、作品の解説をしたりは」

　敵が水属性なので、水着回にするしかないと思った。後は何も考えてない。

　そして水着について調べていた際に知ったのだが、みんな大好きブラジャーが実は意外に高度な縫製技術が必要な品物であるらしい。

　他にも、ブラジャーの原型の原型は古代ギリシア、今日のようなブラジャーが出現したのは約六〇〇年前、ブラジャーが一般的になったのは約一〇〇年前。日本に輸入された当時は『乳バンド』という商品名であった。ホックが後ろ側についているのは『その方が胸が綺き麗れいに見えるから』など、我輩は歴史の長さと文明の偉大さを実感した。

　しかし、逆に言うならば、ブラジャーが発明されない限り世界はノーブラに溢あふれていたわけだ。新しい幸福は常に新しい不幸と共にやって来るとは言うが、果たしてブラジャーの発明が世界にもたらした喜びと、奪い取った喜びの量は等しいものであるのかな？

「とりあえず、作品解説を一行で終わらせるとは思いませんでした」

　まあ、本編は読めばわかるし？

「身も蓋もない！」

　水着イラストが想像してたよりダイナマイトで素晴らしいと思いました。

「確かにそれは重要情報だけど！」




　それでは、最後に謝辞を。読者の皆さま、いつも応援ありがとうございます。担当編集（三代目）さん、校正校了の方、営業の方、今回もありがとうございました。

　また、二巻でもイラストを担当していただいたたかしな浅あさ妃ひさん。素敵なおっぱいもとい、素敵な水着もとい、素敵な挿絵をありがとうございます。

　それではまたいつかどこかで





　　　　　二〇一六年秋『正直、あとがきページは我輩の自由張だと思っている』葉は村むら哲てつ
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